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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ロートレアモン騎士国──通称「竜を飼う国」。

　北方にはゼファロス帝国、南方にはシェブロン王国。

　大陸の二大列強に挟まれた、この人口五百万足らずの小国には、ある特殊な学院が存在する。




　アンサリヴァン騎竜学院。

　ドラゴンと契約を交わした少年少女たち──竜飼い人ブリーダーを教え、導くための学院である。






プロローグ









　巨蟹宮キヤンサーの月も、今日が最終日。

　午前中、アンサリヴァン騎竜学院では、終業式が予定されていた。

　既に全校生徒は講堂に集まり、そわそわと落ち着かない様子を見せている。なんといっても、明日からは夏休み。面倒臭いだけの終業式など、さっさと終わって欲しいというのが本音だろう。

　ところが、定時になっても式が始まる様子はない。なんでも学院長の到着が遅れているらしい。いつしか、生徒たちは思いのままに、あちこちで私語にふけるようになった。長い長い夏休みを目前に控えた生徒たちである。話題には事欠かない。

「ふわあ……」

　そんな中、上級課程シニオス一年生の列に並んでいたアッシュは、大きなあくびを漏らした。ちょっとでも気を抜くと、眠りこんでしまいそうだった。

「どうした？　今朝は眠そうじゃないか」

　レイモンが、不思議そうに声をかけてくる。

「今のあくびで三度目だ。たるんでいるぞ、アッシュ」

　一方、マックスは毅き然ぜんとして、注意を促してきた。アッシュのだらしない姿が、どうにも我慢ならないらしい。

「仕方ないだろ……昨日、フォンティーン城から帰ってきたばかりなんだから」

「そういえば、エーコちゃんも睡眠不足みたいだな」

　アッシュの脇わきで立ったまま居眠りをしているエーコを眺めつつ、レイモンは苦笑を漏らしたが、次の瞬間、カッと目をみひらいた。

「まさか……！　昨夜はついに、ふたりで大人の階段を……!?」

「バカ、声が大きい！　そんなはずないだろうが！」

　アッシュは頰ほおを熱くした。以前のアッシュなら、レイモンにエーコとの関係を茶ちや化かされても、なんら心を乱すことはなかったはずだ。

　ところが、今朝に限って動揺してしまった。

　アッシュはさりげなく、エーコの横顔を窺うかがう。こくこくと舟を漕こいではいるものの、窓から射さしこむ朝陽あさひを浴びたエーコの姿は、全校生徒の中にあって、ひときわ燦さん然ぜんと輝いている。どことなく、貴族めいた気品さえ感じられた。

　ピンク・シルバーを思わせる髪はつややかな光沢を帯び、肌は抜けるように白い。アッシュの斬撃を受けた結果、一度は欠けてしまった左の角も、今ではすっかり元通りだ。

　ここ最近、アッシュは自分自身の感情に戸惑いを覚えている。

　エーコをただ眺めているだけで、胸が締めつけられるような、そんな気分に陥ってしまうのだ。

　急に押し黙ったアッシュを見て、レイモンが詰きつ問もん口調になった。

「ちょっ、お前……その反応は怪しすぎるだろ！　まさか本当に……？」

「レイモン……君は少し黙っていろ」

　身み悶もだえするレイモンを押しのけて、マックスが口を挟んできた。

「フォンティーン城では、いろいろと大変だったそうじゃないか。大陸会議〈エリュシオン〉も中止になったとか。大方、君とエーコも絡んでいたのではないのか？」

　マックスの鋭い指摘に、アッシュはぎくりとした。

「現に、君たちは二週間近くも城に滞在していた。これは不自然極まりないことだ。事件のあと、政府は事後処理で大忙しだっただろう。僕が騎士王パラデインだったら、君たちなど真っ先に追い返している。もしかして……」

　マックスは眼鏡めがねの位置を指先で補正すると、じろりとアッシュを見据えた。

「君たちは、ただ滞在していたのではなく、勾こう留りゆうされていたのではないか？」

　図星を指されたアッシュは、マックスの洞察力に舌を巻いた。一気に目が覚めた気分だった。




　それは、今から二週間ほど前のこと──。

　謎なぞの巨竜が首都を襲い、大陸会議〈エリュシオン〉が中止に追いこまれた事件は、大々的に報じられ、今なお話題となっている。

　その巨竜こそ、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいとして覚かく醒せいしたエーコだった。

　死闘の末、なんとかエーコを少女の姿に戻し、一件落着したかに見えたのも束つかの間ま、アッシュとエーコを待ち受けていたのは、事情聴取の日々だった。

　マックスが指摘したとおり、アッシュとエーコはフォンティーン城にのんびりと滞在していたのではなかった。外に出ることさえ、許されなかったのだ。

　なんとか解放されたのは、昨日の午後だった。シルヴィアの駆るランスロットに相乗りさせてもらい、アンサリヴァンに戻ったときには、夜も更けていた。シルヴィアはアッシュとエーコの身を案じ、ずっとフォンティーン城に滞在していたのである。もし陸路でアンサリヴァンに戻っていたら、とても終業式には間に合わなかっただろう。

　そんな事情もあって、アッシュもエーコも寝不足気味なのである。

　当然、シルヴィアも寝不足のはずだが、さすがは騎士王家の姫にふさわしく、上級過程シニオス一年の列の先頭に立ち、背筋をぴんと伸ばしている。その凛りんとした背中からは、王族らしい威厳が伝わってきた。

「どうなんだ、アッシュ？」

　マックスが鋭い視線をよこしてくる。レイモンも興味津々な顔をして、アッシュを見つめてきた。

「それは……」

　アッシュにとって、レイモンとマックスは大切な友達である。このふたりには、ちゃんと事実を打ち明けるべきだろうと思ったそのとき、異変が起きた。

　──バタン！

　突如、講堂の扉が盛大な音をたてて、開かれたのだ。

　びっくりした生徒たちは一様に、背後を振り返った。

「うにゅっ……なに？　なんなのっ!?」

　立ったままうたた寝していたエーコも、よほど驚いたらしく、パッと顔を上げると、きょろきょろと周囲を窺うかがい始めた。

　アッシュも怪け訝げんに思い、扉に視線を向けたのだが──

　その瞬間、ハッとして目を奪われた。

　戸口の中央、ひっそりとたたずんでいるのは、凛りん然ぜんとした気配をたたえた、たおやかな少女だった。白のブラウスに紫紺のロングスカート、そして黒革のブーツ。こざっぱりとした服装をしているが、その全身から漂う気品は隠しようもない。おそらくは、王侯貴族の令嬢だと思われた。

　少女の背後には、ひとりのメイドがひっそりと付き従っている。給仕よろしく、ティーセットを乗せたワゴンを押している。

　全校生徒の視線を一身に集めつつ、少女は講堂の中央を横切って、さも当然とばかりに、壇上に立った。

「ごきげんよう、アンサリヴァン騎竜学院の皆様」

　会釈をした拍子に、ふぁさり……と、紫がかった銀髪が肩先に流れ落ちる。あたかも、頭上に光輪を戴いただいているかのように見えた。

　その透き通るような美び貌ぼうを前に、アッシュはごくりと唾つばを飲み下す。まるで聖女だ……と思った。

　ただし、多くの聖女像がたたえているような、慈愛に満ちた笑みとは無縁である。少女の佇たたずまいは、あたかも極北の地ドルアーマの氷河を削って制作した彫像を思わせた。

　全校生徒を一いち瞥べつすると、少女は再び口を開いた。

「こたび、我が姉ヴェロニカの命により学院長を務めることになりました──ミラベル・ロートレアモン第三王女です。以後、よしなに」

　たちまち、会場は騒然となった。

　アッシュもポカンとして、ミラベルのすました顔を眺めやった。高貴な身分だろうとは思っていたが、王女とは予想外もいいところだ。

　そのとき、最前列にいたシルヴィアが、戸惑いもあらわに叫んだ。

「姉上！　これは一体……どういうことですか？　確か、姉上はエスパーダ聖法大学院に留学中だと聞いていましたが……」

　その言葉を耳にした瞬間、アッシュは今さらながら、ミラベルがシルヴィアの姉だという事実に思い至った。

　いつしか全校生徒は水をうったように静まり返り、ミラベルとシルヴィアのやりとりに注目している。壁際に居並んでいる教職員たちなどは、ハラハラとした顔で、事態を見守るばかりだった。

　そのとき、重苦しい沈黙を破るように、午前十一時を告げる鐘が、学院の敷地内に響きわたった。

　その音色を耳にした瞬間、ミラベルはメイドに鋭い視線をよこした。

「ユニス。紅茶の時間よ」

「かしこまりました、姫様」

　ミラベルの影さながら、ずっと付き従っていたメイドが、素早く紅茶の支度を始める。

「どうぞ、姫様」

「ご苦労さま」

　ミラベルは、ほかほかと湯気をたてるティーカップを受け取った。ユニスがどこからともなく用意した折りたたみ式の椅い子すに腰かけると、涼しげな顔でカップに口をつける。

「……………………」

　誰だれもが固唾かたずを吞のんで、ミラベルの一挙一動を見守っている。シルヴィアさえもが、ミラベルが紅茶を飲み終えるのを待っているのか、じっと押し黙っている。

　やがて、ミラベルはティーカップをユニスに返すと、シルヴィアに視線を向けた。

「で……なんのお話だったかしら、シルヴィア？」

「ですから、どうして姉上が学院長などに就任したのか、説明してください！　大体、昨日までの学院長はどうなされたのですか!?」

「ああ……あの棺かん桶おけに片足をつっこんだ老人のことかしら？　彼なら、シェブロン王国の避暑地でバカンスを楽しんでいるわ。退職金は少しばかり上乗せしてあげたから、別に問題はないでしょう？」

「なっ……！」

　シルヴィアは絶句して、棒立ちとなった。




「ねぇ……なにがどうなってるのよ？　終業式とやらは、どうなったの？」

　アッシュの脇わきから、エーコがひそひそ声で訊たずねてくる。周囲があまりに騒然としているので、眠気は完全に吹き飛んだようだ。

「さあな……俺おれにも、なにがどうなっているのか……」

　そうは答えつつも、アッシュは脳裏にひとつの可能性を思い浮かべている。

　この微妙な時期に、第三王女がアンサリヴァン騎竜学院に派遣された。首都フォンティーンを震しん撼かんさせた巨竜襲撃事件と無関係ではないだろう。

　あの巨竜の正体が、実はアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの皇女──エーコだと知る者は、ごく一部の者に限られている。

　第一王女のヴェロニカも、そのひとりである。

　当初、騎士国政府においては、エーコを危険因子と見なし、厳重に管理するという案も出されたのだが、真っ先に異を唱えたのがヴェロニカだった。エーコを下手に刺激した挙げ句、再び竜化されたら甚大な被害が出るだろう、との判断だった。

　それだけなら「いい話」ですむのだが、あのヴェロニカのことである。アッシュとエーコを野放しにしてくれるとは、さすがに考えにくい。それほど甘い人物でないことは、過去に散々、思い知らされている。

　そういえば、ミラベルは先ほど確かに告げた──「我が姉ヴェロニカの命により」と。つまりミラベルの学院長就任には、ヴェロニカの意思が絡んでいるのだ。

　──ミラベル王女の役目は、俺とエーコの監視ってとこか……。

　明日からは、楽しいはずの夏休みである。解放感に浸っていた矢先だっただけに、水をさされた気分だった。

　と、なにかを思い出したように、ミラベルはシルヴィアとの会話を中断すると、会場をぐるりと見わたした。

「わたくしとしたことが、大事なことを忘れていたわ。こちらに、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコはいるかしら？」

　途端、周囲にいた生徒たちが、いっせいにアッシュとエーコを振り向いた。

　四方八方から、視線の槍やりで刺し貫かれた気分だった。

「ちょっ……なんなのよ、一体……!?」

　普段は気丈なエーコも、これほどの視線にさらされては、落ち着かないようだ。素早くアッシュの背後に隠れてしまう。

　とにかく、このままミラベルの呼びかけに応じないのは、不敬にあたる。

「俺とエーコなら、ここにいます」

　アッシュは腹の底に力をこめると、エーコの手を引いて、舞台に向かった。エーコはいつになく楚そ々そとして、アッシュの手をキュッと握り返してくる。エーコの温ぬくもりがほんのりと伝わってきて、思わずドキドキしてしまう。

　アッシュがずんずんと前に進むたび、生徒たちは次々と道を開けていく。だが、それを爽そう快かいだと思う余裕は、今のアッシュにはなかった。

　やがて、アッシュは舞台の前にたどり着いた。

「アッシュ・ブレイクと、相パ棒ルのエーコです」

　ミラベルはアッシュとエーコを一いち瞥べつすると、短く告げた。

「こちらへ」

　どうやら、舞台に上がれといいたいらしい。

　アッシュは背中に無数の視線を覚えつつ、壇上に立った。

　いつまでもエーコの手を握っているのは恥ずかしかったが、エーコのほうがアッシュの手を握り締めているので、離すに離せない。

　アッシュとエーコが壇上に立つと、ミラベルは改めて、まじまじと見つめてきた。ミラベルの瞳ひとみは透き通っていて、ヴェロニカやシルヴィアの碧へき眼がんとは違った。

　突然、ミラベルはユニスに右手を差し出した。

「わたくしの剣を」

「は、姫様」

　アッシュは度肝を抜かれた。

　ユニスがワゴンの影から、細身の剣レイピアを取り出したのである。ティーセットを運ぶためのワゴンのどこに、そんな物騒なものが収納されていたのか……不思議だった。

　ミラベルはそのレイピアを片手で受け取ると、すらりと抜き放つ。一点の曇りなき白しら刃はが、陽光をきらりと照り返す。

　右手に剣を、左手に鞘さやを持ったまま、ミラベルは一歩、また一歩と、アッシュに迫ってくる。

　一体、これからなにが始まるのか──ざわめく生徒たちに向けて、ミラベルが氷のような声音で告げた。

「静粛に」

　決して大きな声ではなかったし、怒気をはらんでいたわけでもなかった。

　だが、その一言で充分だった。

　生徒たちは例外なく威圧され、口をつぐんだのである。

　不気味なほどの静寂が訪れると、ミラベルはアッシュとエーコに向き直った。

「我が父、オズワルドからの伝言があるわ」

「騎士王パラデインから……ですか？」

　アッシュは首をかしげた。

「先日、父はあなたに竜騎士ドラグナーの証あかしである銀時計を授けたとか」

「確かに賜たまわりました」

「けれど、正式な騎士叙任式はまだなのでしょう？」

「はい。お城では今、それどころじゃないみたいで……」

「というわけで、このミラベル・ロートレアモンが父に代わり、あなたの騎士叙任式を執とり行います。さ、そこに跪ひざまずいてちょうだい」

「はっ……はい！」

　アッシュは慌てて片かた膝ひざをついたが、エーコがぼんやりと突っ立っているので、「お前もだよ！」と小声で促した。

　だが、エーコは常々、人間を「愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まい」だと見下している。相手が王族だからといって、大人しく膝をついたりするだろうか。

　アッシュは冷や汗をかいたが、

「……わかったわよ」

　意外にも、エーコは大人しく従ってくれた。アッシュのかたわらで、そっと片膝をついたのである。

「あんたの……ためなんだからね」

　そのささやきと、ほんのりと朱に染まった横顔は、不意打ちに等しかった。

　アッシュがドキリと鼓動を跳ね上げたそのとき、ミラベルの朗ろう誦しようが始まった。

「アンサリヴァン騎竜学院上級課程シニオス一年、アッシュ・ブレイク。汝なんじは齢よわい七つにしてアルビオンの森に赴おもむき、〈オーファンの儀〉を受けた。大いなるマザー・ドラゴンに聖別された汝は、その身に幼生オーフアンを授かり、晴れて竜飼い人ブリーダーとなった。そして汝のパル──エーコは主人の想おもいによく答え、著しい成長を遂げた。今ここに、騎士王パラデインオズワルドの代理人たるミラベル・ロートレアモンの名において、アッシュ・ブレイクを竜騎士ドラグナーに任命する」

　ミラベルは流れるような仕草で、アッシュの肩にレイピアを置いた。

　騎士叙任式における慣例のひとつである。その剣は細身にもかかわらず、ずっしりと重く、肩にのしかかってきた。

「誇り高き騎士として、ロートレアモン騎士王家に仕えることを、ここに誓うか？」

「この身に刻まれし〈星せい刻こく〉と、最愛なるパルの名に賭かけて、誓います」

　アッシュは慎重に、定型となっている宣誓文を口にした。「最愛なるパル」というフレーズに差しかかった瞬間、エーコの肩がびくんと震えたような気がしたが、その横顔を窺うかがうだけの精神的余裕はなかった。

　そのままミラベルが微動だにしないので、アッシュは怪け訝げんに思ったが、すぐさま重要なことを思い出した。

　先日、オズワルドから賜たまわった銀時計を握り締めると、心臓の位置に押し当てる。これもまた、騎士叙任式の慣例だった。

　ミラベルが剣を戻し、騎士叙任式の終了を告げた直後、まるで地鳴りのように、大歓声が湧わいた。本来ならば、首都の聖ロサ・マリア大聖堂で執り行われる騎士叙任式を、こんな形で見物できたのである。












　全校生徒の熱狂ぶりはすさまじかった。拍手はなかなか鳴りやまず、誰だれもが終業式のことなど、すっかり忘れてしまったかのようだった。





　　　　◇






「まったく、今日は大変だったな……」

　肩にタオルを引っかけて、アッシュは男子寮アポロ舎の共同浴場をあとにした。もうすぐ消灯時刻なので、廊下にひとけはない。早足で階段を上りながら、アッシュは今朝の出来事を思い出した。

　叙任式のあと、教室に戻ったアッシュは当然のように、周囲から質問攻めを浴びた。一番多かった質問は、やはりエーコについてだった。

　竜騎士ドラグナーと竜飼い人ブリーダーの差異──それはひとえに、パルの状態で決まる。

　あらゆるドラゴンは、翼竜ストラーダ、地竜アーシア、水竜ハイドラとして誕生するのだが、飼育されている過程で、聖竜マエストロと呼ばれる神々しい種に個体進化を遂げる場合がある。白銀の毛並みと膨大な魔力を兼ね備えた、ロートレアモン騎士国の至宝である。

　基本的には、自分のパルが聖竜マエストロになった時点で、竜飼い人ブリーダーは竜騎士ドラグナーの資格を得ることができる。だが、エーコの見た目は少女であり、はっきりいえば分類不能、規格外の存在なのである。にもかかわらず、騎士王パラデインオズワルドはアッシュを竜騎士ドラグナーに任じた。

　生徒たちが「なぜ？」と疑問を抱くのも、当然だった。

　もっとも、首都を襲った巨竜の正体がエーコだと知れば、誰だれもが納得するだろう。圧倒的な威容、艦船をも踏みつぶす破壊力、そしてアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの血統。誇り高き聖竜マエストロですら、エーコの前ではひれ伏すほどだ。

　もちろん、その事実を軽々しく公表するつもりはないし、許されてもいない。

　エーコは覚かく醒せいした直後、ゼファロス帝国の大型航空艦ベオウルフを破壊した。はっきりいえば帝国軍の自業自得なのだが、自分たちの悪行は棚に上げ、帝国政府は騎士国の責任を追及している。

　一方、なんら被害を受けなかったシェブロン王国もまた、騎士国政府がエーコに関する情報を開示していなかったことで、不快感をあらわにしているという──これは、つい最近の新聞記事で知った新事実である。

　つまり、エーコの存在自体が国際問題となっているのだ。

「これから、どうなるのかな……？」

　アッシュはふと、ミラベル王女の顔を思い浮かべた。ヴェロニカほど破天荒ではなさそうだが、どうも一筋縄では行かない相手にも見える。

　頭を抱えながら、アッシュは自分の部屋に戻った。

　エーコはベッドに寝そべって、ゴロゴロと手持ち無ぶ沙さ汰たな時間を過ごしていたようだが、アッシュの顔を見るなり、パッと起き上がった。

「……あれ？」

　アッシュはふと、違和感を覚えた。その正体は、すぐに判明した。

　そう、寝るときはいつも全裸と決まっていたエーコなのに、今夜は可愛かわいらしいネグリジェに着替えているのだ。

　真まっ白しろな生き地じは、シルクだろうか。竜華灯の光を浴びて、肌の輪郭がうっすらと透けている。胸もとのかすかな膨らみや、突起の形までが、かすかに浮かび上がっているのだ。

　エーコが下着を着けていないのは、明らかだった。むしろ全裸よりも色っぽく思えてしまい、アッシュは目のやり場に困った。

「そっ、その寝間着……どうしたんだよ？」

　アッシュが訊たずねると、エーコは急にそわそわとなった。

「……コゼットに頼んで、シルヴィアのお古をもらったのよ」

「でも、寝間着は嫌いだったんじゃないのか？　寝るときは裸じゃないと駄目だって、いつもいってたじゃないか」

　エーコは腕組みをすると、アッシュを横目で睨にらんだ。

「……あたしが裸だったら、あんた、挙動不審になるでしょ？」

「まあ、俺おれも男だからな。目の前に素っ裸の女の子がいたら、落ち着かないさ」

「そういう感覚、あたしにはよくわからないけど……とにかく、あたしはちゃんと服を着たわ」

　突然、エーコは恥ずかしげにうつむくと、上目遣いでアッシュを見た。

「だ、だから……その……こっちに来ても、いいわよ」

「えっ？　どういうことだ？」

「ああもう、鈍いわね！　一緒に寝てもいいって、いってるのよ！　いわせないで！」

　アッシュは耳を疑った。

　ずっとベッドを占拠して、アッシュには床で寝ることを強要していたエーコが、一緒に寝ても構わないといっているのだ。

　一体、どういう風の吹き回しだろう？

「別にいいよ。床で寝るのにも慣れたし、そのベッドはお前のモノだ」

　とりあえず、アッシュは遠慮してみたのだが、エーコは眉まゆを吊つり上げた。

「あたしが許すといってるの！　あんた、なんでもないような顔してるけど……本当は、まだ痛いんでしょ？　怪け我が、まだ治りきってないんでしょ？」

　エーコの鋭い指摘に、アッシュは言葉を詰まらせた。

　事実、対ガウェイン戦や、対モルドレッド戦での負傷は治りきっておらず、時折、鈍い痛みを発するのだ。エーコに見抜かれているとは、予想外だった。

「床なんかで寝てたら、治るものも治らないわ」

　エーコはアッシュに背を向けると、タオルケットにくるまった。ちゃんと身体をずらして、アッシュのスペースを空けている。

　その姿勢のまま、エーコはちらりと、アッシュを振り返った。

　視線と視線がぶつかる。

「……！」

　エーコは急に頰ほおを染めると、そっぽを向いた。もはやテコでも動かない様子なので、アッシュは心を決めた。竜華灯の明るさを最小限に絞ると、手探りでベッドを目指す。

「お……お邪魔しまっ……します」

　緊張のあまり、ついつい敬語を使った挙げ句、舌を嚙かみそうになってしまう。

「変なの」

　そんなアッシュの口調がよほどおかしかったのか、エーコは背中を向けたまま、くすりと微笑ほほえんだ。おかげで、アッシュの緊張も少しだけやわらいだ。

　アッシュはエーコの隣に、おずおずと横たわった。過去を思い返せば、エーコが寝ぼけてアッシュの寝床にもぐりこんできた回数は、数え切れない。しかも、そのときのエーコは全裸だった。あの状況と比べたら、今の状況はなんでもないように思えた。

　だが、その考えは甘かったことを、アッシュは痛感することになる。やがて、エーコの髪や肌から、甘い香りが漂ってきたのだ。

　まぎれもなく、それは女の子の匂においだった。

「……っ！」

　たちまち、心臓がドクンと高鳴る。やはり、寝ぼけたエーコが寝床にもぐりこんでくるのと、こうして最初から同じベッドで寝るのとでは、なにかが根本的に違った。

　ふと隣をうかがうと、エーコも緊張しているのか、まだ起きている様子だった。その小さな背中からは、妙に緊張した気配が伝わってくる。普段のエーコなら、あっという間に寝ついてしまうのに。

　ふと、アッシュはエーコの言葉を思い出した。

　フォンティーン城の客室で、エーコはアッシュに主張したのだ。




　──あんたにとって、あたしはパルで……あたしにとって、あんたは騎士……それはそれで嬉うれしいけど……それだけじゃ嫌なの。もう満足できないの！　あたしにも、よくわからないんだけど、とにかく嫌なの！




　エーコがあんな風に自分の気持ちを伝えてきたのは、初めてのことだ。あのとき、アッシュもまた、エーコに対する感情が膨れ上がってしまい、思わずキスをしそうになった。

　エーコに拒む様子は見られなかった。残念ながら、突然の来客のせいで、キスは未み遂すいに終わったし、あれ以来、そういう雰囲気になる気配はないのだが──。




　……結局、エーコが寝入ったのは、消灯から一時間以上も経たってからだった。エーコの寝息を耳にして、ホッと安あん堵どしたのも束つかの間ま、アッシュはさらなる事態に直面した。

　あるときは、エーコが寝返りを打って、肩と肩がぴたりと密着した。お互いに薄着なので、肌と肌が直接触れ合ったのかと、錯覚するほどだった。またあるときは、顔と顔が触れ合わんばかりに近づいてしまい、ドギマギさせられた。

　改めてエーコの美び貌ぼうを強く意識すると同時に、かすかに開いた唇を見つめていたら、未遂に終わったキスの記憶が生々しく甦よみがえった。

　このままキスしたい……という誘惑に打ち勝つのには、予想以上の苦労を要した。

「困った。これじゃあ……眠れん」





"Mirabel Lautreamont ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第一話　アポロ舎の惨劇と、ミラベルの決断









　──どん、どん……どん！

　明け方になり、ようやく眠りに落ちたのも束つかの間ま、アッシュは突然、大きな物音に叩たたき起こされた。

「なんなんだ、一体……？」

　枕まくら元もとの銀時計を確認すると、まだ六時半である。

　だが、恨めしげに窓のほうを見やった直後、眠気など吹き飛んだ。

「うわっ……！」

　カーテンの隙すき間まから、ぎょろりとした瞳ひとみがこちらを見つめている。

　なんと、ドラゴンが窓から顔を覗のぞかせて、窓ガラスに鼻先を叩きつけているのだ。

　──どん！　どん……どどどどどっ！

　今にもガラスが割れるのではないかと、アッシュは冷や冷やした。

「なっ、なんでドラゴンが俺おれの部屋に!?　まさか、屍灰竜ネクロマンシアの襲撃!?」

　帝国軍がいよいよ本性を現し、脇わき目めも振らずに攻めてきたのだろうか？　慌ててベッドを抜けだそうとしたアッシュだが、できなかった。

「うにゅう……」

　エーコが寝返りを打った拍子に、アッシュに抱きついてきたのだ。

　肩先をはらりと滑り落ちる髪。背中に回される腕。

　そして、胸もとに押しつけられる柔らかな頰ほお……。

　──かぷり。

　その瞬間、胸板を甘あま嚙がみされてしまい、アッシュはびくんとのけ反った。

「こら、エーコ……そんなところを嚙かんじゃ駄目だろ？」

　ここ最近、あまり嚙まれることはなくなったのだが、まだまだ幼竜の習性は残っているようだ。しかもアッシュの敏感な部分を囓かじってきたので、悶もん々もんとしてしまう。

　その瞬間、窓ガラスにぴしりと亀き裂れつが生じた。

「マズい……甘嚙みされてる場合じゃねぇぞ！」

　アッシュはエーコを抱きかかえると、ベッドから飛び降りた。直後、窓ガラスが派手に砕け散る。

　間一髪で、アッシュは飛び散ったガラスの破片をかわした。

　と同時に、二体のドラゴンが、その頭部を室内にねじこんできた。硬い鱗うろこは窓ガラスの破片など、ものともしない。

　よく見ると、聖竜マエストロと水竜ハイドラである。少なくとも屍灰竜ネクロマンシアではなかったので、アッシュは胸をなでおろした。

「おはよ、アッシュ」

「おはようございます、アッシュ様！」

　ようやく、それぞれの騎手が顔を覗のぞかせた。

　生徒会書記のルッカと、生徒会庶務のジェシカである。となれば、聖竜マエストロはガウェインであり、水竜ハイドラはリアンノンなのだろう。

　今なお寝息をたてているエーコを床に横たえると、アッシュは抗議した。

「ルッカにジェシカ！　一体、なんのつもりだ!?」

　生命の危機に瀕ひんしていたガウェインを救って以来、ルッカはアッシュに懐なつくようになった。積極果敢な女子が多い騎竜学院において、ルッカのように大人しいタイプは貴重といえる。エクブラッド人に特有の妖よう精せいじみた美び貌ぼうは、いつ見ても浮世離れしている。

　そんなルッカがこのような暴挙に及ぶのは、意外だった。もしかしたら、ジェシカから妙な影響を受けたのかもしれない。

「アッシュ……わたしと一緒に、エクブラッドの里に来て欲しい。お義と父う様さま──エクブラッド族の統領に、紹介するから」

　いつもの無表情で告げられ、アッシュは困惑した。

「ちょっと待て！　な、なんで、そこで統領が出てくるんだよ!?」

「そ、そんなこと……いわせないで」

　なぜだか、ルッカはほんのりと頰ほおを染めた。

　そんなルッカを押しのけるように、今度はジェシカが身を乗り出してくる。

　常つね日ひ頃ごろ、アッシュの子こ胤だねを狙ねらって奮闘しているジェシカもまた、その奇き矯きような言動とは裏腹に、学院では屈指の美少女として知られた存在である。

「アッシュ様に、お願いがありますの！」

「いや、ちょっと待て！　ここは三階だぞ？　水竜ハイドラなんかで、どうやって……？」

「あら。わたくしのリアにかかれば、壁をよじ登るなど造作もありませんわ」

「少しはパルをいたわれよ！」

　アッシュはリアンノンに同情した。一応、陸上でも活動できるとはいえ、水竜ハイドラが本領を発揮するのは水中である。陸上でこき使われるのは不本意だろう。ましてや学生寮の外壁をよじ登るなど、誇り高き竜族にはふさわしくない。

「それよりアッシュ様！　わたくしもそろそろアンサリヴァンを発たたねばなりませんの。アッシュ様は、帰省のご予定は？」

「いわれてみれば……今日から夏休みなんだよな」

　──獅子宮レオの月、第一日。

　アンサリヴァン騎竜学院は、今日から夏休みを迎える。全寮制なので、学院生の大半は故郷を目指して出発することになる。

　もちろん、全員が帰省するわけではない。なんらかの事情で、あえて学生寮に残る生徒も少しは存在する。

　アッシュもまた、そんな例外のひとりだった。

「まあ、俺おれは帰らないけどな」

　その途端、ジェシカは血相を変えた。

「なんですって！　それならば、わたくしも学院に残りますわ！」

「ううっ……わたし、早く帰らないと……お義と父う様さまに叱しかられる」

　意い気き揚よう々ようと宣言したジェシカとは対照的に、ルッカはしゅんとしている。エクブラッド人の期待を背負っているルッカは、ジェシカのように身軽ではいられないのだろう。

「そうはいかんぞ、ジェシカ。君はわたしと一緒に帰るんだ」

　と、突然、一陣の風とともに、涼やかな声が響いた。

「レベッカさん！」

　アッシュは窓の外を仰ぎ見るなり、思わず叫んだ。

　レベッカの赤毛がそよ風になびいて、さわやかな香りを運んでくる。聖竜マエストロのクー・フリンに騎乗した姿は、神話に登場する戦いくさ乙女おとめのようだった。

「うちのバカ娘が迷惑をかけたな、アッシュ。割れた窓ガラスについては、我がランドール家が弁償しよう。使用人の罪は、主人の罪だ」

「そういえば……ジェシカって、元々はランドール家の使用人でしたっけ」

「竜飼い人ブリーダーに選ばれて以来、ずっと大きな顔をしているがな」

　レベッカはわざとらしく嘆たん息そくしてみせた。

「ふん！　そろそろ、召使いとして扱うのはやめていただけるかしら？　わたくし、ランドール家の召使いで一生を終えるつもりはありませんわ！」

「別に、召使いだとは思っていないさ。君はわたしにとって、大切な幼おさな馴な染じみだよ。君の両親からも、『くれぐれも娘をよろしく頼みます』といわれている。わたしには、君を故郷に連れ帰って、両親に会わせる義務があるんだ」

　唇こそ笑みを浮かべてはいるが、レベッカの目は笑っていない。ジェシカもレベッカの本気を悟ったのか、がっくりと肩を落とした。

「はあ……わかりましたわ。ですが、わたくし……せめてアッシュ様に見送っていただきたいです！」

　アッシュは苦笑した。

「それくらいなら、構わないけど」

　アッシュがそう答えた途端、ジェシカは満面に笑みを浮かべた。と思ったら、今度は頰ほおを真っ赤に染めて、遠慮がちにつぶやく。

「そ、それでは……わたくしの故郷のしきたりに従って、見送りの……キ、キスを……」

「こら、ジェシカ。わたしたちの故郷に、そんなしきたりはないぞ？」

　レベッカが苦笑しつつ、ジェシカの頭上から鋭い指摘を飛ばしてくる。

「んもう！　レベッカったら、なんて気の利かない人なのかしら！」

「あの……だったら、わたしのことも、見送って欲しい」

　ぷりぷりと怒っているジェシカのかたわらで、今度はルッカが遠慮がちに申し出た。

「もちろん、ルッカのこともちゃんと見送るぞ」

「そ、それなら……エクブラッド族のしきたりに従って、わたしを……お、お姫様抱っこ……して欲しい」

　頰ほおを真っ赤に染めたルッカは初々しくて、アッシュは思わずドキリとさせられた。

「おっ、お姫様……抱っこ？」

　アッシュが戸惑っていると、ジェシカがルッカに食ってかかった。

「ちょっと！　どさくさに紛れて、なにを要求してるのかしら？　それこそ噓うそじゃありませんの!?」

「ううっ……」

　ルッカが言葉を詰まらせたそのとき、校庭で大声が響きわたった。

「おい、あれを見ろ！　レベッカ会長とジェシカが夜よ這ばいしてるぞ！　もうひとりは……まさか、基礎過程ユニオスの天才少女ルッカ・サーリネンか!?」












　いつの間にか、アポロ舎に面した校庭には多くの生徒が集まっていた。ドラゴンに騎乗した女子学生が三人、男子寮の窓に取りついていては、確かに目立つだろう。

　ましてや、生徒会長のレベッカは学院一の有名人だし、ジェシカもなにかと目立つ生徒である。ルッカに至っては、その妖よう精せいじみた容姿はもちろんのこと、竜騎士ドラグナーとしての才能にも一目置かれている天才少女だ。

「わっ、わたくしはただ、アッシュ様に見送って欲しくて！　それだけですわ！」

　校庭に向けて、ジェシカが弁解がましく叫んだ。

「まあ！　アッシュ君って……昨日、竜騎士ドラグナーに叙任されたアッシュ君よね!?」

「昨日の騎士叙任式、素敵だったわ！」

「あたしだって、彼に見送って欲しい！」

　今度は女子生徒たちが、次々と黄色い声をあげ始めた。

　そんな状況を楽しむように、レベッカが苦笑を浮かべた。

「竜騎士ドラグナーになったことで、どうやら人気に火が点ついたようだな」

「あの……なんだか外の様子が怖いんですけど」

「うむ、そうだな。ざっと見て三十騎ほどが、この窓を目指して飛んでくるぞ」

　涼しい顔をして、レベッカはとんでもないことを告げた。

「はい!?」

「すまん、アッシュ。食い止めたいのは山々だが……わたしが本気を出したら、彼女たちに大おお怪け我がを負わせることになる」

「ちょっ、助けてくださいよ！」

「君も竜騎士ドラグナーなら、自分で解決するべきだな。それに、わたしだって……できれば君に見送って欲しかった」

「えっ!?」

　あいにく、最後まで聞き取ることはできなかった。クー・フリンの雄大な羽ばたきが、レベッカの言葉をかき消してしまったからだ。

「アッシュ……頑張って」

　名残惜しそうではあったが、ルッカもガウェインとともに飛び去ってしまう。

　その直後、すさまじい衝撃が男子寮アポロ舎に襲いかかった。

「アッシュ君！　あたしのことも見送って！」

「どうせなら、あたしはアッシュ君に故郷を見てもらいたいわ……！」

「こら！　抜け駆けは無しなんだからねっ！」

　旅支度をすませた女子──主に翼竜ストラーダの騎手たちが、餌えさに群がるコウモリさながら、窓に取りつき始める。

　もちろん、三十騎もの翼竜ストラーダが、一度に窓を覗のぞきこめるはずもない。

　たちまち、押し合いへし合いが始まった。

「まっ、待ってくれ！　落ち着け！　とにかく落ち着いてくれ！」

　アッシュはたじたじとなった。

　翼竜ストラーダが鳴きわめくたび、老朽化した建物が悲鳴をあげて、ゆっさゆっさと揺れる。

「ちょっと……あなたたち!?　アッシュ様はあたしの大切な──いやああああっ！」

　レベッカやルッカと違い、最後まで悪あがきを続けていたジェシカも、これにはたまらず、リアンノンと一緒にズルズルと滑り落ちていく。

「どっ、どうすればいいんだ!?」

　アッシュは壁際まで後退して、女子たちの争いを呆ぼう然ぜんと見つめるばかり。

　そのとき、床で丸くなっていたエーコが、ようやく身体を起こした。ごしごしと寝ぼけ眼をこすっている。

「んもう……騒がしいわね……」

「おまっ！　まだ寝てたのかよ！」

「へっ？　なに？　なんなのっ!?」

　エーコはわけがわからず、周囲をきょろきょろと見回している。寝起きの頭では、理解が追いつかないのだろう。

　アッシュは窓際に向けて、必死に叫んだ。

「頼むから、人んちの窓際で暴れるなあっ！　見送りだったら、いくらでもするから！」

　残念ながら、アッシュの悲痛な声は届かなかった。

　その瞬間、アッシュは妙な胸騒ぎを覚えた。

「おい、まさか……」

　アッシュは戦せん慄りつした。先ほどから、壁一面がめりめりと軋きしんでいるのだ。どうやら翼竜ストラーダの群れが圧力を加えているらしい。

「ここは危ない！　逃げるぞ、エーコ！」

「ちょっ……どうなってるのか説明しなさいよ！」

「説明はあとだ！」

　戸惑うエーコを抱きかかえると、アッシュは駆け出した。

　扉を蹴け破やぶって、廊下に飛び出す。

　エーコを抱き締めたまま、スライディングの要領で床を滑ったそのとき、

　──めりめり……がぎぎぎぎ……………………どぉ────────ん！

　ついに、致命的なものを感じさせる大音響が炸さく裂れつした。

　おそるおそる、扉の隙すき間まから室内を覗くと、もくもくと粉ふん塵じんが立ちのぼり、廊下に流れこんでくる。

「けほっ！　けほっ！」

　咳せきこむエーコをかばいつつ、アッシュは粉ふん塵じんが収まるのを待った。

　やがて──。

　朦もう々もうと舞う粉塵が晴れたとき、アッシュが目にしたのは、清すが々すがしいほどに澄み切った青空だった。

　朝陽あさひが燦さん々さんと、室内の惨状を照らし出している。

　砕け散った壁の残ざん骸がいが部屋中に散乱し、見ているだけで痛々しい。

　今ではもう、校庭に面した壁が、窓ガラスごと破壊されている。まるでドールハウスのように、外からは室内が丸見えとなっているのだ。

「なあ、エーコ……これは現実か？」

「うそ……よね？」

　アッシュもエーコもぽかんとして、開いた口がふさがらなかった。
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　夏休みの初日早々、アッシュは学院長室に呼び出される羽目となった。

　加害者となった少女たちは、そろいもそろって、さっさと実家に逃げ帰ったそうだ。学院長に呼び出されたのは、被害者のアッシュだけとなった。

「……なるほど、事情はわかったわ」

　新学院長のミラベル・ロートレアモンは、涼やかに応じると、手もとのティーカップに口をつけた。

　紅茶の湯気に乗って、ベルガモットの香りが漂ってくる。

　まるで自動人形のように、ミラベルは硬質な表情を保っている。このお姫様には感情があるのだろうか……と、アッシュは不思議に思った。

「壁の補修工事は、学院が責任を持って行います。先ほど市内の建築業者に問い合わせたところ、二週間もあれば完了するそうよ」

「そうですか……ありがとうございます」

　ミラベルの迅速な対応に、アッシュは心から感謝した。

「問題なのは、工事の期間中、あなたと幼竜エーコがどこに住むか……よね」

「そうですね……」

「学友の部屋を借りることはできないのかしら？」

「いや、それが……」

　残念ながら、レイモンもマックスも一足先に帰省してしまった。交友範囲の狭いアッシュにとって、このふたり以外に頼れそうな友人は存在しない。無断で使わせてもらうという手もあるにはあるが、いくら親しき仲とはいえ、さすがに気が引ける。

　──バタン！

　そのとき、背後の扉が騒々しく開け放たれた。

　部屋に飛びこんできたのは、エーコとシルヴィアだった。

「ちょっと、いつまで話しこんでるのよ!?　さっさと部屋を用意してよね！」

　怒りに頰ほおを染め、ミラベルに指を突きつけるエーコ。

「姉上！　どうしてアッシュだけを呼び出したりしたのです!?　先ほどの事故は一部の女子生徒の暴走が原因であって、アッシュに非はありません。これでは、アッシュひとりが悪者みたいではないですか！」

　毅き然ぜんとして、アッシュをかばうシルヴィア。

「控えなさい。ノックもせずに入室するなど、無礼千万。アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいであろうと、我が妹であろうと、許さないわよ？」

　ミラベルは冷然として、エーコとシルヴィアに鋭い一いち瞥べつをくれた。

「もっ……申し訳ありません、姉上」

　石化の呪じゆ文もんをかけられたかのように、シルヴィアはその場で固まってしまう。

　一方、エーコは鋭い牙きばをちらりと覗のぞかせると、ミラベルに食ってかかった。

「あんたねえ……あたしがアヴァロンの皇女だと知ってるくせに、その態度はなに？　なんなら、今度はお城も踏みつぶしてやろうかしら？　あたしが本気を出したら、フォンティーン城のひとつやふたつ──」

「バカ！　なんてことをいうんだ……！」

　アッシュは蒼そう白はくとなって、エーコをたしなめた。

　先日の事件以来、騎士国政府はエーコの存在自体を危険視しているのだ。ミラベルがエーコの監視役として派遣されてきた可能性がある以上、余計な言動は慎むべきだった。

　意外にも、アッシュの鋭い一言で、エーコの態度は軟化した。

　急に頰をポッと染めると、そっぽを向いてしまったのだ。

「あっ、あんたがそういうのなら……仕方ないわね」

　そんな初々しい反応に、アッシュは面食らった。やはりあの事件を契機に、エーコの内面には変化が生じたようだ。従順なエーコももちろん可愛かわいらしいのだが、少しばかり調子が狂うのも事実だった。

「こほん」

　と、ミラベルが咳せき払ばらいをすると、一同の注目を集めた。

「ちょうどよかったわ、シルヴィア。現在、あなたが住んでいる女子寮エポナ舎の王室専用ルームだけれど」

「……それが、どうかしましたか？」

　シルヴィアは怪け訝げんそうに、まばたきした。

「男子寮の補修工事が終わるまで、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコを住まわせてあげるといいわ」

「姉上……今、なんと？」

「二度はいわないわ。これは姉としての命令だから、異議は認めません」

　当然ながら、シルヴィアは激げつ昂こうした。

「どういうことですかっ!?　『騎士たるもの、みだりに異性に触れるべからず』──我が家の家訓に反する命令です！」

「あら、奇妙なことをいうのね。わたくしは、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコに部屋の一部を提供せよとはいったけれど、なにも触れ合うようなことをせよ、とは一言もいっていないわ」

「そ、それは……！」

　シルヴィアは耳たぶまで真っ赤に染めた。

「それに、あなたの大好きな家訓を持ち出すならば、『騎士たる者、民たみ草くさが困りしときは全力をもって救うべし』とあります。違うかしら？」

　ミラベルは冷ややかに切り返すと、もはやアッシュたちには関心を失ったように、手もとのティーカップに視線を落とした。

「わたくしの話は、以上よ──あら、せっかくの紅茶が冷めてしまったわ」





　　　　◇






　レベッカとジェシカは、ランドール家が治める地方へ。

　一方、ルッカはエクブラッドの里へ。

　三人の旅立ちを見送ったアッシュとエーコは、男子寮アポロ舎の三階に引き返した。

　改めて、室内の惨状を眺めやる。

　細かなガラス片に覆われたベッド。

　床一面に撒まき散らされた、壁の残ざん骸がい。

　横転した家具の数々。

　壁がごっそりとなくなったので、陽ひ射ざしと風通しだけは最高だった。ふと外を見下ろすと、校庭からこちらを覗のぞいている野や次じ馬うまたちの姿が目に入った。面白がって見物しに来たのだろう。アッシュと目が合うと、彼らはバツが悪そうに、そそくさと退散した。

「はあ……とりあえず、少しは片づけとくか。工事が始まるまでに、少しは綺き麗れいにしとかないとな」

　アッシュが背後を振り返ると、エーコは難しい顔をして、唇を嚙かみ締めていた。

「エーコ？　どうかしたか？」

「ねぇ。本当に、シルヴィアの部屋に住むつもり？」

「ミラベル王女のご命令だからな。仕方ないさ。姫様も、あの人には逆らえないみたいだったし」

「あたし……なんだか、嫌だわ」

「どうしたんだよ？　お前らしくもない。姫様の部屋で暮らせば、コゼットさんがおいしい手料理を振る舞ってくれるぞ？」

「そんなこと、どうでもいいわよ！　あたしが四六時中、ご飯のことばっかり考えてると思わないでよね！」

　エーコは頰ほおを真っ赤に染めている。怒りが半分、羞しゆう恥ちが半分といったところだろうか。

「そうか……すまん」

「わかればいいのよ、わかれば。とにかく、調子に乗ってシルヴィアに変なことをしたら……踏みつぶすわよ？」

　エーコの鋭い眼光を浴びて、アッシュはうろたえた。

「変なことって、なんだよ!?」

　エーコは耳の付け根まで真っ赤に染めると、恥ずかしそうに告げた。

「そ、それはつまり……エッチなことよ！」

「なっ……なにをいってるんだ!?」

　アッシュは棒立ちとなった。エーコの口からそんな言葉が飛び出たことが、なんだかショックだった。

「あ、あたしだって、それくらいは知ってるんだから……幼竜だと思って、いつまでも見くびるんじゃないわ」

「情報源は……やっぱり竜種の記憶ドラグワースなのか？」

「……それもあるけど、どちらかというと、コゼットが貸してくれる絵本かしら」

「ちょっと待て！　それは本当に……ただの絵本なのか!?」

　エーコの情操教育のため、コゼットがいろんな絵本や児童文学を貸していることは知っているし、感謝もしていた。

　だが、もしかしたら……大人向けの絵本がこっそりと仕込まれていたのかもしれない。

「とにかく、相手はこの国のお姫様なんだぞ？　エーコが心配しているようなことにはならないから、安心しろ」

　最悪、首が飛んでもおかしくないしな……と、アッシュは心の中で付け加える。

「そう……それなら、いいんだけど」

　エーコは急に嬉うれしそうな顔をすると、ごった煮のような部屋をぐるりと見回した。

「じゃあ、あたしはなにをすればいいの？」

「手伝ってくれるのか？」

「なによ？　あたしが作業を手伝うのが、そんなに変？」

「変じゃないけど、珍しいよな。家事とか全部、俺おれに丸投げしてただろ？」

「そ、それは……仕方ないじゃない。あたし、竜族だし。人間たちの営みなんて、よくわからないし。でもね……今はなんでもいいから、手伝いたい気分なの！　悪い!?」

　薔ば薇ら色いろの頰ほおをぷっくりとふくらませて、エーコは上目遣いで睨にらんできた。

「悪いはずがないだろ？　ありがとな、エーコ」

　アッシュは苦笑すると、エーコの頭を撫なでてやろうと、手を伸ばした。

　だが、エーコは素早く身を引いてしまう。

「駄目！　触らないで！」

「すまん……そんなに嫌がるとは、思わなかった」

「ち、違うの！　撫でるのは、別にいいの！　でもね……角にだけは触らないで。角に触られたら、あたし……とっても変な気分になるの。自分が自分でなくなっちゃうっていうか、お空にふわふわと浮かぶみたいな……」

　そんな風に説明するエーコの顔が、ドキリとするほど色っぽく思えてしまい、アッシュは落ち着かなくなった。

「わかった。角には触らないよ」

　アッシュは注意深く手を伸ばすと、エーコのまん丸な角には触れないよう、慎重に、頭を撫でた。

　ピンク色の髪はふわふわで、アッシュの手に心地良い感触を伝えてくる。

「んっ……」

　エーコは竜というより子猫のように首をすくめると、くすぐったそうに微笑ほほえんでいる。

　その天てん真しん爛らん漫まんな笑顔に、アッシュは目を奪われた。

　正確には、花の蕾つぼみのような唇に。

　ドクンドクンと、鼓動が速まるのを意識する。

　こうした感覚に襲われるのは、実は二度目だった。

　一度目は、フォンティーン城の客室で、エーコから「ただのパルでは、もう満足できない」と告白されたときである。

「……………………」

　エーコもまた、自分たちの間に横たわる空気の変化に気づいたのか、急に全身を緊張させた。もしかしたら、フォンティーン城での一幕を思い出したのかもしれない。

　やがて、エーコはあのときと同じように、そっと目を閉じた。

　ほんの少し、唇をすぼめている。

　その長い睫まつ毛げが、ぷるぷると震えを帯びていることに、アッシュは気づいた。

　──エーコ……！

　ふと、騎士叙任式で告げた「最愛なるパル」という言葉が、脳裏をよぎった。

　あのときはただ、定型文を口にしたに過ぎなかった。

　だが、今は違った。

　エーコを愛いとしいと想おもう気持ちが、この胸には宿っている。単に飼い主だとか、パルだとか、そういった関係性では説明できない感情が、確かに芽吹いているのだ。

　もはや、言葉は不要だった。

　アッシュはエーコの両肩に手を添えると、少しずつ、少しずつ距離を縮めていく。

　甘い香りにふわりと包まれて、くらくらしそうになった。

　今ではもう、心臓は破裂しそうなくらい高鳴っている。

　ついに、互いの鼻先がくっつきそうな距離にまで迫る。

　朝陽あさひに透けるようなたおやかさで、エーコはアッシュを待っている。

　アッシュは意を決し、自分も目を閉じた。

　そして──エーコの唇に、そっと口づけをした。
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「！」

　唇を触れ合わせるだけのキスを交わして以来、エーコは一心不乱に掃除を続けている。ずっとアッシュに背中を向けたままだ。

　あまりに照れ臭くて、目を合わすのも恥ずかしいのだろうか。

　もちろん、それはアッシュも同じだった。

　アッシュもまた、顔から火が出そうなくらい、ずっと頰ほおに熱を覚えている。

　お互い、床に散乱しているガラクタを片づけているようで、その実、ほとんど作業は進んでいなかった。むしろ、散乱してるゴミをかき混ぜて、余計にちらかしているだけのような気がする。

　──どうしよう？　こういうとき、なんて声をかければいいんだ……？

　アッシュが悶もん々もんとして、かけるべき言葉を探していたそのとき、

「うわあ……可愛かわいい！」

　エーコはくるりと振り返ると、アッシュに丸っこい物体を差し出してきた。

「ほら！　可愛いでしょ？　こんなぬいぐるみ、どこで手に入れたのよ？」

　その瞬間、アッシュは首筋のあたりにチリッとした感触を覚えた。だが、その不思議な感覚の正体がなんなのかは、わからなかった。

　エーコが差し出したのは、ドラゴンのぬいぐるみだった。正直なところ、不細工といってもいい顔立ちである。

　全体的に丸っこくデフォルメされており、竜族の神々しさとは無縁だった。

　それでも、エーコの感性によれば、それはとても可愛いらしい。先ほどまでの照れ臭さを吹き飛ばしてしまうくらいに。

「えっと、それは……よく覚えていないんだ。気がついたら、俺おれの持ち物になっていたっていうか。どう見ても女の子向けのグッズだし、俺が自分で買ったとは考えられない」

　アッシュは、普段と同じように会話ができていることに安あん堵どした。ぬいぐるみに感謝したいくらいだった。

「ふぅん……不思議ね」

　エーコはぬいぐるみを片手で抱くと、もう一方の手でぽふぽふと軽く叩たたいて、付着した埃ほこりや塵ちりを払った。

「まあ、アンサリヴァンに引っ越すとき、無意識に持ってきたくらいだからな。なにか大切な意味があるのかもしれない。実は俺……子どもの頃ころの記憶が、少しだけ抜け落ちていてさ」

「……記憶が？」

　エーコは怪け訝げんそうに、小首をかしげた。

「ああ。ちょうど七歳の誕生日を迎えた頃だ。俺は〈オーファンの儀〉を受けるため、アルビオンの森を訪れた。その前後のことが、なぜか思い出せないんだよな」

「それって……マザー・ドラゴンから、あたしを授かったときのことでしょ？」

「ああ、そうだ」

「そんな大切なこと、なんで覚えてないのよ？」

　エーコが眉まゆを吊つり上げたので、アッシュはたじたじとなった。ようやく会話が復活したと思ったら、今度は怒りん坊のエーコまでが復活したような気がした。

「正直、俺おれにもわけがわからない。ただ……これは勘だけど、そのぬいぐるみは、俺のなくした記憶と関係があるような気がする。だからこそ、俺はそいつを捨てられずに、後生大事に仕し舞まいこんでいるんだ。もっとも、最近はいろいろありすぎて、存在自体を忘れていたんだけどな」

「だったら、あたしが預かっててもいい？」

　エーコの唐突な申し出に、アッシュは驚いた。

「預かるって……どういうことだ？」

「文字通りの意味よ。こんなに可愛かわいいのに、存在自体を忘れられてたなんて、可哀かわい想そうだもん。あたしが、この子の面倒を見るわ」

「面倒を見るって、生き物じゃないんだからさ。まあ、別に断る理由はないけど」

「ほんと!?」

　パアッと表情を輝かせ、エーコは身を乗り出してきた。

「ああ、構わない。そいつはエーコに預けとくよ」

「やった！」

　エーコは飛び上がらんばかりに喜ぶと、ぬいぐるみに頰ほおずりした。

　と、エーコは急になにを思ったのか、ぬいぐるみを横抱きにした。まるで、赤ん坊を抱いて微笑ほほえむ慈じ母ぼのようだった。

　その状態で、エーコはアッシュに不意打ちを食わせたのだった。

「こうして見ると、あたしたちの赤ちゃんみたい……」

　エーコはハッとして口をつぐむと、爛らん々らんと燃えるような目をして、アッシュをキッと睨にらみつけてきた。

「今の……聞こえた？」

「いや、なにも」

　アッシュは真顔で答えた。

「そ、そう……なんでもないから！　本当に、なんでもないんだからねっ！」

　エーコは頭のてっぺんから噴火しそうな勢いで叫ぶと、ぬいぐるみを抱いたまま、パタパタと部屋を飛び出してしまった。

「本当は、聞こえてたんだけどな……」

　アッシュが全身を熱くして、ぼそりとつぶやいたそのとき、

「お邪魔しますわ、アッシュ様」

　突然、背後から女性の声が聞こえた。

「うわっ！」

　ギョッとして振り返ると、コゼットだった。今日も王宮仕様のメイド服を着用し、ぺこりと丁重にお辞儀をしてみせた。

「コゼットさん!?　一体、どこから入ってきたんです？」

「あら、これだけ風通しのいいお部屋ですもの。侵入など朝飯前ですわ」

　背後の大空を振り返りつつ、コゼットはふんわりと微笑した。

「いやいや、ここは三階なんですけど……それより、なんの用です？」

「アッシュ様と、エーコちゃんをお迎えに上がりました。ミラベル王女殿下のご決定を、お忘れですか？」

　もちろん、忘れていたわけではなかったが、アッシュとしては、やはり躊ちゆう躇ちよせざるを得ない。

「あの……やっぱり考え直しませんか？　エーコはともかく、俺おれまでが男子禁制のエポナ舎に行くのは、いろいろマズい気がするんですけど」

「あのお方のご意向には、従ったほうが身のためですわ。ミラベル殿下の通り名をご存知ですか？」

「いえ……そこまでは、知らないです」

「〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉──それがミラベル様の通り名です。ヴェロニカ殿下が武闘派なら、ミラベル殿下は知能派。ある意味、竹を割ったようなヴェロニカ殿下よりも、はるかに難しいお方といえます。アッシュ様も、覚悟を決めてくださいませ」

　アッシュは重苦しい溜ため息いきを漏らした。

「……わかりました。じゃあ、少しだけ待ってくれます？　枕まくらとか、着替えとか……いろいろ発掘しなくちゃなりませんので」

「それでは、わたくしはエーコちゃんを捜してきましょうか？」

　つい先ほど部屋を飛び出していったきり、エーコは戻っていない。

「ありがとうございます。たぶん、寮のどこかにはいると思います」

「うふふ。お安いご用ですわ」

　床に散らばる家財道具を器用によけながら、コゼットは戸口まで歩を進めたのだが、ふいに、アッシュを振り返った。

「ところで、アッシュ様」

「なんです？」

　アッシュが顔をあげると、コゼットは頰ほおをポッと赤く染めた。いつも落ち着き払っているコゼットがそんな表情を見せるのは新鮮で、アッシュは思わず見とれてしまった。

　いつもはシルヴィアの凛りん然ぜんとした姿に隠れがちだが、こうして見ると、コゼットも美しい顔立ちをしているのがわかる。

　コゼットは右手を頰ほおに添えると、「ほぅ……」と、悩ましげな溜ため息いきを漏らした。

　そして、とんでもない一言を放ったのである。

「アッシュ様とエーコちゃんのキス……とても初々しかったですわ」

「わぁあああああああああああっ！」

　今度はアッシュが赤面する番だった。

「もっ、ももっ、もしかして……見てたんですか!?」

「まるで、演劇の舞台を見ているようでしたわ。言葉を必要とすることなく、自然とキスに至る……それはそれは、素晴らしいシーンでした。アッシュ様の唇を受け容いれたエーコちゃんも、とても可愛かわいらしかったですし」

「お願いですから、それ以上いわないでください！　恥ずかしすぎますっ！」

　針の山に立たされたような気分で、アッシュは懇願した。

　コゼットもさすがにいいすぎたと自重したのか、悪戯っぽく微笑ほほえんだ。

「もちろん、姫様に告げ口したりはしませんから、ご安心を」

「どうして、そこで姫様が出てくるんですか！」

「さあ、どうしてでしょう？　うふふふふ……」

　尾を引くような笑い声を残して、コゼットは部屋をあとにしたのだった。





　　　　◇






　アッシュが必要な生活用具をすべて発掘した頃ころ、コゼットがエーコと一緒に戻ってきたので、いよいよ女子寮エポナ舎に向かうことになった。

　そろそろ夕刻に差しかかっているが、まだ陽は高い。

　敷地内の雑木林を抜けると、見るからに厳いかめしい門扉に出迎えられた。

　周囲では、今も蟬せみがひっきりなしに鳴いている。

　ただ歩いていただけだが、アッシュは汗だくになっている。

　ちらりと横を窺うかがうと、エーコも真夏の暑さにはまいっているようだ。肩で息をしている様子は、水を求めて陸地をさまよう水竜ハイドラのようだった。

　もっとも、エーコの荷物は例のぬいぐるみだけなので、アッシュと比べたら楽なものだろう。

　一方、コゼットだけは涼しげな顔をして、汗の玉ひとつ浮かべることなく、

「着きましたわ」

　にこやかに、アッシュとエーコを振り返った。

　門扉のむこうには、花園が見えた。中央の通路を隔てて、左右に広がっている。よほど腕の良い園丁ガーデナーが管理しているのだろう。草花には大して関心のないアッシュでも、その美しさには目を奪われた。

　花園の奧には、瀟しよう洒しやな建物があった。

　上級過程シニオスの女生徒が住まう学生寮、エポナ舎である。

「やっと着いたか……」

　アッシュは生活用具や着替えを詰めこんだカバンを、どさりと足もとに置いた。

　男子寮アポロ舎から、どれほどの時間をかけて歩いたのか……意識が朦もう朧ろうとして、思い返す気にもなれない。

　生徒とドラゴンが共存する騎竜学院のキャンパスは、とにかく広い。

　複数の校舎、教会、講堂、図書館、学生食堂、七棟の竜舎、四棟の学生寮、運動場グラウンド……さらには、イベント専用の競技場アリーナをも内包している。

　一応、塀のむこうには繁華街や住宅街も存在するが、学院の規模と比べたら、オマケのようなものだった。アンサリヴァンが学院都市と呼ばれる理由が、そこにある。

　それはともかく、男子寮と女子寮の位置をここまで遠ざけたのは、やはり意図的としか思えなかった。

「それでは、まいりましょう」

　コゼットは重たげな門扉を開け放つと、アッシュとエーコを迎え入れた。





　　　　◇






　女子寮エポナ舎の最上階には、王室専用ルームがある。

　高級ホテルのスイートにも匹敵する、豪奢な生活空間である。

　立派な暖炉をそなえた居間をはじめ、食堂、書斎、寝室、浴室、厨ちゆう房ぼう……などなど、様々な部屋が内包されていて、一般生徒の部屋と比べたら別世界といっていい。

　シルヴィアはひとり、悶もん々もんとして、部屋中を歩き回っていた。

「ああっ！　わたしとしたことが、どうしてこんなにも落ち着かんのだ！　〝窮地のときほど、平常心を忘れるな〟──我が家の家訓だというのに！」

　別段、窮地でもなんでもないのだが、シルヴィアは悶もだえ続ける。そろそろ、コゼットがアッシュとエーコを連れてきてもいい頃ころ合あいだった。

「そうだ！」

　シルヴィアは足をぴたりと止めると、化粧室に駆けこんで、鏡の前に立った。

　うっすらとメイクを施した顔。

　何度もブラシを入れた髪。

　衣装やアクセサリーは、コゼットが選んでくれたものだ。

　キャミソール風のシャツ。二段フリルのミニスカート。飾りのついたオーバーニーソックス。そして、宝飾用の竜りゆう綺き華か晶しようを贅ぜい沢たくにちりばめたネックレス。

　鏡には、いつも通りの……否いな、いつもより二割増しで綺き麗れいな自分が映っている。

　そのことを自覚した途端、シルヴィアは真っ赤になった。

「わっ、わたしはなにを着飾っているのだ！　いつも通りでいいのに！」

　もうすぐ、アッシュがこの部屋を訪れる。

　男子寮の補修工事が終わるまでの二週間、この部屋で一緒に暮らす。

　そのことを意識するだけで、胸がドキドキと高鳴ってしまうのだった。

「この胸の高鳴り……まるで、あのときみたいだ……」

　ふと、シルヴィアは思い出した。

　七歳の誕生日を迎えて間もない頃ころ、アルビオンの森で出会った男の子を。

　──どうしてだろう？　アッシュを意識すればするほど、わたしは……七歳だったあのときに戻ったような……不思議な気分になってしまう。

　そこまで考えて、シルヴィアはハッと我に返った。

「駄目だ！　駄目だ駄目だ駄目だ！　これではまるで、わたしがアッシュを歓迎しているみたいではないか！　そうだ……今すぐもっと地味な服に着替えよう！」

　シルヴィアは化粧室を出ると、リビングルームに戻った。ぽんぽんと上下の衣装を脱ぎ捨てると、下着姿になる。衣装部屋に向かうべく、廊下に一歩を踏み出した。

　その瞬間、すぐ目の前の扉が、かちゃりと開いた。

「ただいま戻りました、姫様」

　扉のむこうから、コゼットがにこやかな笑顔を見せる。

「姫様!?」

　コゼットの背後では、アッシュが目を丸くして、挙動不審に陥っている。どうして顔を真っ赤にしているのだろう？　熱でもあるのだろうか？

「……！」

　不思議に思ったのも束つかの間ま、シルヴィアは自分が下着姿でうろついていたことを、今さらのように思い出した。

「きゃあああああああああっ！」

　シルヴィアは絹を裂くような悲鳴をあげて、扉のむこうに逃げこんだ。




「ちょっと！　いつまで鼻の下を伸ばしてんのよ!?」

「痛いたっ！」

　エーコに足を踏まれたことで、アッシュは我に返った。

　豪奢な玄関口をくぐったと思ったら、いきなり下着姿のシルヴィアに出くわしたのである。純白のレース模様が脳裏に焼き付いて、なかなか離れない。

　それにしても、シルヴィアはどうしてあんな格かつ好こうをしていたのだろう？　いくら猛暑の夏とはいえ、シルヴィアらしくない振る舞いだった。

「わたくし、姫様のご様子を見てまいります。アッシュ様とエーコちゃんは、ここでしばらくお待ちになってください」

　コゼットは楽しくてたまらないといった笑顔を浮かべると、いそいそと通路の奧へと姿を消した。しばらくすると、

「ええい、こんなに着飾るのは不自然だろうが!?」

「いえいえ。とってもお似合いですわ、姫様」

「これではまるで……わたしがアッシュたちを歓迎しているみたいではないか！」

「あら、そうじゃありませんの？」

　そんな会話が聞こえてくる。

「ああもう！　竜族を玄関口で待たせるなんて、屈辱だわ！」

　アッシュの横では、エーコがぷりぷりと怒り始める。胸に抱いたぬいぐるみが、エーコの怪力に圧迫され、ただでさえ不細工な顔がさらに歪ゆがんでしまっている。

　アッシュはぬいぐるみを不ふ憫びんに思った。だが、これ以上待たされたら、今度はアッシュ自身が八つ当たりの対象になりかねない。

「お待たせしました」

　アッシュが戦々恐々としていたら、ようやくコゼットが玄関口に戻ってきた。その背後に隠れるように、シルヴィアもひっそりとたたずんでいる。

　シルヴィアの私服姿に、アッシュはドキリとした。制服姿のときとは、まるで雰囲気が違った。キャミソール風の衣服は露出度が高く、匂におい立つような色気を感じさせる。

「さ、こちらへどうぞ」

　コゼットの言葉を耳にして、アッシュは我に返った。

「それじゃあ……お邪魔します」

　恐縮するアッシュとは対照的に、エーコは不機嫌そうに周囲をぐるりと見わたした。

「それにしても……あんた、騎士王家の姫ってだけで、こんなにすごい部屋に住んでるってわけ!?」

　玄関先で待ちぼうけを食らったのが、よほど気に障さわったのだろう。今のエーコは、なんでもいいから文句をつけねば気がすまないらしい。

　事実、贅ぜいを凝らした室内空間には、アッシュも目をみはるばかりだった。まだ玄関口だというのに、アッシュの部屋よりも広いのだ。壁際に何気なく飾られた絵画や、ドラゴンの彫像にしても、きっと値の張る作品なのだろう。

「そう怒るなって。もともと王族のために用意された部屋なんだし、ここに姫様が住むのは当然のことなんだよ」

　アッシュはやんわりと、エーコをなだめた。

「だけど、あたしだって竜族のお姫様なのに！　この差は納得できないわ!?」

「私とて、なにも好きでこんな部屋に住んでいるわけではない！」

　エーコの剣けん幕まくに押されながらも、シルヴィアは反論した。

「一応、他ほかの生徒と平等に扱ってもらえるよう、学院に願い出たこともあるのだ。あいにく、聞き入れてはもらえなかったが──」

　その刹せつ那な、シルヴィアが全身を硬直させて、立ちすくんだ。まるで彫像と化したかのように、微動だにしない。

「姫様……どうかしたのか？　顔が真っ青だぞ？」

　アッシュが心配して声をかけても、返事はない。

　蒼氷色アイスブルーの瞳ひとみがじっと見据えているのは、エーコが先ほどからずっと抱き締めている、例のぬいぐるみだった。

　と、シルヴィアは弾はじかれたように駆け出して、エーコの両肩をつかんだ。

「エーコ！　そのぬいぐるみだが……どこで手に入れた？」

　シルヴィアの剣幕に圧倒されたのか、エーコは明らかに戸惑っている。

「べっ、別に……あんたには関係ないでしょ？」

「頼む！　大事なことなんだ！」

　場違いなほど大声で、シルヴィアは叫んだ。

「……拾ったのよ」

　エーコはそっぽを向くと、ぼそりと答えた。なぜだか、アッシュからもらい受けたのだとは、明かしたくないらしい。エーコがどうして妙な意地を張るのか、アッシュにはいまひとつ、よくわからなかった。

「拾った!?　いつ？　どこで？」

　シルヴィアは納得せずに、さらに身を乗り出した。

「ああもう！　なんであんたに教えなきゃなんないのよ！」

　シルヴィアの詰きつ問もんに耐えかねて、エーコも烈火のごとく叫んでしまう。

「……どうしても、教えてはくれないのだな？」

「だ、だって……別に、あんたに教える義理なんてないでしょ？」

「あくまでもシラを切るつもりか……なら、仕方あるまい！」

　突然、シルヴィアは両手を振り上げると、エーコに飛びかかった。

「ちょっ……冗談じゃないわ！」

　エーコはぬいぐるみをギュッと抱き締めると、素早くきびすを返し、駆けだした。

　王室専用ルームを舞台に、ふたりは子どもじみた追い駆けっこを始めてしまう。あっという間に、扉のむこうへと消えてしまった。

「あの……なにが、どうなっているんです？」

　通路に取り残されたアッシュは、コゼットを振り返った。

「コゼットさん？」

　意外にも、コゼットも驚きを隠せない様子で、呆ほうけたような顔をしている。常つね日ひ頃ごろ、おっとりしているコゼットにしては、珍しいことだった。

　アッシュに声をかけられて、ようやく我に返ったコゼットは、説明を始めた。

「わたくしもたった今、思い出したばかりなのですが……。おそらく、あのぬいぐるみは……姫様が幼少の頃ころ、大切にしていた宝物ですわ」

　予想外の言葉に、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「ちょっと待ってください！　いくらなんでも、それはありえないです。同じようなデザインのぬいぐるみなんて、掃いて捨てるほどあるでしょうし」

　アッシュの意見に対し、しかし、コゼットは冷静に答えた。

「いえ、違います。あのぬいぐるみは、この世にたったひとつしか存在しない、限定品なのですわ。なぜなら、シェブロン王国が誇る芸術家──レオナール・ドゥ・ミラボー様が、当時五歳だった姫様に献呈した物ですから」

「本当ですか？　あの不細工な顔を見ていたら、とてもそうは思えませんが……」

「いいえ……あの奇抜な造形こそが、ミラボー様の作風なのです。天才となんとかは紙一重、と申しますでしょう？　あのぬいぐるみをアンティーク専門の競売にかけたなら……そうですね、きっと五百万エクルにはなるでしょう」

　大おお真面目まじめな顔で、コゼットはとんでもないことを断言してみせた。

「五百万……！」

　アッシュは啞あ然ぜんとして、後ずさった。

　頰ほおからサッと血の気が引いていく。

　──五百万エクル。

　あまりに法外すぎて、具体的なイメージが湧わかない。とりあえず、一生を遊んで暮らしたとしても、お釣りがくるほどの金額なのは確かだ。それほどの品が、まさか自室のクローゼットに押しこまれていようとは、予想外もいいところだった。

「ま、まずはあのふたりを止めないと！」

　アッシュはエーコとシルヴィアを追って、無駄に広い王室専用ルームのあちこちを探索する羽目となった。





　　　　◇






「もう逃げられんぞ、エーコ！」

　シルヴィアの寝室に逃げこんだエーコは、もはや袋の鼠ねずみだった。他ほかに出口はないし、ここは最上階だ。窓から飛び降りるわけにもいかない。

「くっ……しつこいわよ、あんた！」

　エーコは壁に背中を押しつけると、まるで我が子をかばう母親のように、毅き然ぜんとした表情を浮かべた。

　一瞬、その美び貌ぼうに引きこまれそうになったシルヴィアだが、すぐさま反論する。

「お前がなにも教えてくれないからだろう！　わたしはただ、お前がそのぬいぐるみをどうやって手に入れたのか、それを知りたいだけなんだ！」

「だから、なんであんたが知りたがるのよ!?」

「そ、それは……わたしには、わたしの事情があるのだ！　頼む、エーコ！」

「ふん……だったら、あたしだって同じよ。あたしにだって、あんたには……あんたにだけは、教えたくない事情があるのよ！」

　互いに一歩も譲ることなく、睨にらみ合う。

　もはや言葉で説得するのは無理だと、シルヴィアは悟った。

「仕方あるまい。荒事は私の好むところではないのだが……こうなったら、力ずくでも教えてもらうぞ！」

「はっ！　あたしを誰だれだと思っているの!?　返り討ちにしてやるわ！」

「そうはさせん！」

　シルヴィアは容赦なく飛びかかった。

　その怪力にだけは注意が必要だが、エーコは典型的な直情径行タイプである。その行動パターンは読みやすい。

　対して、シルヴィアは騎竜格闘術ドラグ・アーツ以外にも、様々な格闘技を会得している。ロートレアモン騎士王家に生まれた者ならば、当然のたしなみである。

　年とし甲が斐いもなく、ドタバタと取っ組み合った末に、ついにシルヴィアは勝利を確信した。

「捕まえたぞ！」

　シルヴィアはエーコの小柄な身体を押し倒すと、抗あらがう隙すきを与えることなく、素早く馬乗りになった。

「くっ……どきなさいよ！」

「どけといわれてどくバカがいるものか！」

　もはや勝負はついた。こうなってしまったら、エーコが並外れた怪力の持ち主でも、まず勝ち目はないだろう。

　もっとも、シルヴィアがこんなにあっさり勝てたのには、それなりの理由があった。

　エーコは窮地に陥っても、絶対にぬいぐるみを手放そうとはしなかったのだ。エーコがぬいぐるみを捨てて闘っていたら、勝負はもっと長引いていただろう。いや、こうして押し倒されていたのは、シルヴィアのほうだったかもしれない。

「頼む、エーコ！　私は決して、命令しているわけではない。まだ短い付き合いではあるが、私はお前を友だと思っている。だから……お願いだから、教えて欲しい！」

　シルヴィアが震える声で懇願したそのとき、

「エーコ！　姫様！」

　扉が騒々しく開け放たれて、アッシュが飛びこんできた。

　シルヴィアはエーコを組み伏せたまま、肩ごしにアッシュを振り返った。

「待ってくれ、アッシュ！　別に、エーコに危害を加えるつもりはない！　私はただ……どうしても、エーコに聞きたいことがあるだけなんだ！」

「だけど、今の姫様は、いつもの姫様らしくないっていうか……。それに、エーコは俺おれのパルなんだ。いくら姫様でも、この状況は見逃せない」

　悲しそうにつぶやくと、アッシュは左腕をかかげて見せた。

　包帯でぐるぐる巻きにされた腕に、規格外の〈星せい刻こく〉が刻みこまれていることは、シルヴィアも知っている。

「お前、〈星刻〉が……？」

　シルヴィアは言葉を失った。

　包帯の布地を通して、〈星刻〉が点滅を繰り返しているのだ。それは明らかに、パルの危機を示す信号だった。

　たとえ、シルヴィア自身にその気はなくとも、エーコは自分の身に危険を感じ、飼い主であるアッシュに助けを求めていたのだ……。

「すまない、エーコ……本当に、すまない。決して、お前を恐こわがらせるつもりはなかったんだ。だが……私にも譲れない想おもいはある。お願いだ、エーコ！　私を友だと思ってくれるなら、本当のことを教えてくれ！」

　シルヴィアは腕に力をこめると、エーコをうながした。

「……エーコ？」

　だが、返事はない。シルヴィアがきょとんと首をかしげた刹せつ那な、エーコの全身が光に包まれた。

「おい、エーコ！　どうしたのだ？」

　やはり返事はない。今のエーコは人形と化したように、無表情を保っている。

　その虚うつろな瞳ひとみがなにも映していないのは、もはや明らかだった。

「うぐっ……！」

　次の瞬間、シルヴィアは暴風に煽あおられたかのように、吹き飛ばされた。

「姫様！」

　アッシュの呼び声が聞こえた気がしたが、シルヴィアは背中から壁に叩たたきつけられ、息を詰まらせた。




「姫様！」

　シルヴィアに駆け寄ろうとしたアッシュだが、そこにコゼットがやって来た。

「姫様はわたくしにお任せください。アッシュ様はエーコちゃんを！　ただごとではありませんわ！」

　いつになく真剣なコゼットの口調は、ただならぬ緊張感をもたらした。

「わかりました！」

　アッシュは一直線に、エーコのもとに駆け寄った。

　左腕の〈星せい刻こく〉が、じんじんと痛みを発している。

　その感覚には、確かに覚えがあった。

　首都フォンティーンで、エーコが真の姿に目覚めたときと似ているのだ。

　あのときほど強烈な痛みは感じないが、それが竜化の前触れであることを、アッシュは本能的に悟った。

　ゆっくりと立ち上がったエーコは、あれほど可愛かわいがっていたぬいぐるみを足もとに落としている。

　厳密には、立っているのではなかった。

　爪つま先さきと床の間には、隙すき間まがある。

　今のエーコは、宙に浮遊しているのだ……！

　たおやかな肢体が神々しい光輝に包まれて、正視できないほどまぶしい。

　それでもアッシュは目を逸そらさずに、前に進み続けた。

「駄目だ、エーコ！　こんなところで覚かく醒せいしたら……！」

　最悪、この女子寮エポナ舎は全壊する。いや、それどころか、学院都市アンサリヴァンの存亡にも関かかわる事態になるだろう……。

　ただでさえ、エーコは各国政府から危険視されている。ミラベルが学院長として派遣されてきたのも、きっとエーコの監視が目的に違いないのだ。

　そんな状況で、エーコが再び竜化したりしたら……！

　アッシュはがむしゃらに進むと、エーコの身体を抱き締めた。

　ほっそりとした身体からは、膨大な魔力が溢あふれ出している。油断したら、魔力の渦に吞のまれて、気を失ってしまいそうだった。

　アッシュはエーコの耳もとで、力の限り叫んだ。

「しっかりするんだ！　俺おれは……俺は、今のお前のほうが好きだ！　お前は、今のままでいいんだよ！　無理して本当の姿になることなんて、ないんだ！」

　そんなアッシュの叫びが通じたのだろうか。やがて、エーコの全身を包んでいた魔力は霧散し、まばゆいばかりの光こう芒ぼうも静まった。アッシュの左腕で明滅していた〈星せい刻こく〉も、反応を止めた。

「助かったか……」

　アッシュが安あん堵どの溜ため息いきを漏らすと、

「……あれ？」

　エーコが目をぱちくりさせながら、不思議そうにつぶやいた。

「あたし、どうしちゃったの……って、なんであんたがっ!?」

　自分がアッシュに抱き締められていることに気づいた途端、エーコは真っ赤になって、飛び離れたのだった。





　　　　◇






「さっきはすまなかった。その……お前が、それほどまでに拒絶するとは思っていなかったというか……いや、いいわけはしない。騎士たるもの、己おのれの非は素直に認めねばならない。本当に、すまなかった！」

　リビングに移動して、食卓に着いたあと、シルヴィアはいつになく殊勝な顔をして、エーコに謝った。

「ふん……もういいわよ」

　シルヴィアが愚直なまでに頭を下げてきたので、エーコは戸惑ったのだろう。まだ頰ほおをふくらませてはいるが、とりあえずシルヴィアを許す気になったようだ。そんなエーコの隣で、アッシュはホッと胸を撫なで下ろした。

「……というわけで、だ。改めて質問させてもらおう。そのぬいぐるみ、どこで手に入れた？」

　シルヴィアの言葉に、エーコは再び眉まゆを吊つり上げた。

「はあっ!?　あんたねぇ……謝ったそばから、それを訊きいちゃうわけ？」

「私が謝ったのは、力ずくで答を聞き出そうとしたことについてだ。もう二度と、実力行使に訴えることはしない。その代わり、エーコが答える気になるまで、私は何度でも質問する。何度でも、だ」

　シルヴィアの意志は、よほど固いと思われた。エーコに対して、自信ありげな笑みを浮かべてみせたほどである。

「信じられないわ……」

　エーコは嘆たん息そくした。

「ごめんなさいね、エーコちゃん」

　そのとき、厨ちゆう房ぼうに引っこんでいたコゼットが、銀製のトレイにお菓子やお茶を載せて、食卓にやって来た。

「エーコちゃんが持っている、そのぬいぐるみですが……元々は、姫様の所有物だった可能性があるのです」

「なによ、それ……？」

　エーコは怪け訝げんそうにつぶやくと、コゼットから受け取ったバニラ・クレープに口をつけた。普段のエーコなら「おいしい！」と大喜びしていただろうが、今は真剣な表情を崩そうともしない。さすがのエーコも、こんな状況では、好物のクレープをじっくり味わうどころではないのだろう。

「コゼットがいったことは、本当なんだ。そのぬいぐるみは間違いなく、幼少の頃ころ、私が大事にしていたモノなのだ」

　シルヴィアはあくまでも冷静な顔で、聞き分けのない子どもを諭さとすように告げた。

「はあ？　どうしてそうなるのよ？　意味がわからないわ！」

　エーコは歯型のついたクレープを皿に置くと、反論した。エーコがクレープよりもシルヴィアとの口論を優先したことが、アッシュには意外すぎて、信じられなかった。

「見ればわかる。世界でたったひとつしか存在しない、貴重なぬいぐるみだからな」

「なんで、そんな自信たっぷりにいいきれるわけ!?」

「それだけ価値のあるぬいぐるみだからだ。見る者が見れば、ちゃんとわかる」

「ああもう！　そんなの説明になってないわよ！」

　エーコは再び怒りだしたが、シルヴィアが節度を保っているので、それほど険悪な雰囲気にはなっていない。それだけが唯一の救いだな……と、アッシュは思った。

「あらあら、困りましたわねえ……」

　コゼットなどは、全然困ってはいないどころか、むしろ面白がっているように、浮き浮きとしている。

「はあ……まったく、仕方ないな」

　アッシュは嘆息すると、思い切って口を挟むことにした。

「聞いてくれ、姫様。そいつは、俺おれのクローゼットにあったぬいぐるみだよ。エーコが気に入ったっていうから、あげたんだ」

「んもう！　なんでバカ正直に言っちゃうわけ!?」

　エーコは真っ赤になって、アッシュを責めた。

「しょうがないだろ？　このままじゃ、いつまで経たっても堂々巡りだし」

「あたしとあんただけの……秘密にしときたかったのに」

　エーコがうつむきがちになにかをつぶやいたので、アッシュは気になった。

「なにかいったか？」

「ななっ……なんでもないわ！　あんたなんか、もう知らない！」

　エーコはぷいっと顔をそむけてしまった。どうしてそこまで怒る必要があるのか、アッシュにはわけがわからない。

　一方、シルヴィアは呆ぼう然ぜんとした面持ちで、アッシュを眺めている。

「アッシュ……どうしてお前のクローゼットに、そのぬいぐるみが？」

「さあな」

　アッシュは肩をすくめてみせた。

「実は、俺おれにもわからないんだ。信じてもらえないかもしれないけど、記憶がすっぽり抜け落ちててさ……。いつの間にか、そいつは俺の手もとに残されていた。ものすごく価値のあるアンティークだってことも、コゼットさんに教えてもらうまでは知らなかったくらいだし」

　シルヴィアはアッシュの顔を穴が開くほど見つめると、妙なことを訊たずねてきた。

「お前の誕生日は、いつだ？」

「へっ？　白羊宮アリエスの三日だけど……それがどうしたっていうんだ？」

　アッシュが素直に答えると、コゼットが意外そうな面持ちで、口を挟んだ。

「あらあら、奇遇ですね。姫様も白羊宮アリエスのお生まれなのです。ちなみに、七日ですわ」

「へえ……初耳です」

「うふっ。アッシュ様のほうが四日間だけ、お兄さんということになりますわね」

「そ、そんな……畏おそれ多いっていうか──」

「アッシュ！」

　と、シルヴィアが急に身を乗り出してきた。夏用の薄い衣装ごし、その豊かな乳房が圧倒的な迫力をもって、アッシュの視界にとびこんでくる。

「ひっ、姫様？」

「つかぬことを訊きくが、〈オーファンの儀〉を受けた日付は覚えているか？」

「うーん……はっきりした日付は覚えていないけど、七歳の誕生日を迎えてから、そんなに経たってはなかったと思う。俺の故郷はド田舎でさ。まだ六歳だった時点で出発して、馬車の中で誕生日を迎えたんだ」

　七歳の誕生日を迎えたら、一ヵ月以内にアルビオンの森に赴おもむくべし──それが、騎士国民に科せられた掟おきてである。

　アッシュの場合、誕生日を迎えてから村を発たったのでは、「一ヵ月以内」という条件に間に合わない可能性があったのだ。

「だけど、俺が〈オーファンの儀〉を受けた日が、どうしたっていうんだ？」

「……いや、なんでもない。私はコゼットに話があるから、お前たちはここにいろ。くれぐれも、他ほかの部屋を勝手に漁あさるんじゃないぞ！」

　シルヴィアは勢いよく立ち上がると、コゼットの手を引いて立ち去った。

「変な姫様だなあ」

　アッシュがきょとんとして、紅茶に口をつけた。





　　　　◇






　シルヴィアは化粧室にコゼットを連れこむと、「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「お話とはなんですか、姫様？」

「それは……」

「どうやら、少しばかり厄介な用事みたいですわね」

　長い付き合いだけあって、コゼットは瞬時に事態の重要性を見抜いたようだ。

「ああ……そうだ」

「わたくしにできることでしたら、なんなりとお申しつけくださいませ。いざとなれば、姫様の手となり足となり、そして楯たてとなる……それが、わたくしの務めですから」

　シルヴィアは意を決すると、自分の望みを口にした。

「実はだな。王宮に行って、私と同じ日に〈オーファンの儀〉を受けた子どもたちの名前を調べて欲しいのだ。お前なら、余裕だろう？」

　シルヴィアの予想に反し、コゼットは真顔になった。

「〈オーファンの儀〉にまつわる記録は、最重要国家機密です。いくら姫様とて、法に触れますわよ？」

「そこをなんとかするのが、お前の役目だ。頼む、こんなことを頼めるのは、お前しかいない。お前が本気を出せば、機密文書をこっそり閲覧するくらい造作もあるまい？」

「人聞きが悪いですわよ、姫様？　わたくしの能力──シェリー家に古くから伝わる戦闘及び諜ちよう報ほうの技術は、ロートレアモン家の方々をお守りするためにあるのです」

「それはわかっている！　だが……！」

　シルヴィアはコゼットの両肩をつかむと、懇願の眼まな差ざしを向けた。

「もちろん、ご命令とあらば、従いますわ。ですが、仮にアッシュ様が例の男の子と同一人物だったとして、姫様はどうなさるおつもりです？」

　たちまち、シルヴィアは顔から火が出そうなほど狼ろう狽ばいした。

「そそっ、そんなことは知るか！　わっ、私はただ、真実を知りたいだけだ！」

　コゼットはうっすらと苦笑を浮かべた。

「まあ、それはともかくとして……わたくしが不在となりますと、夜になってエーコちゃんが眠りに就いたが最後、姫様とアッシュ様はふたりきりも同然になりますが……そこまで考えておいでですか？」

「夜になったら、アッシュとふたりきり……だと!?」

　今度は耳の穴から蒸気が噴き出しそうなほど、シルヴィアはうろたえた。胸がトクトクと高鳴っている。

「なななっ、なにをいうのだ！　破は廉れん恥ちだ！　あまりにも破廉恥だ！　わ、私は……アッシュがそんな不ふ埒らちな輩やからではないと信じている！　だから、そんな問いは無意味だ！」

　シルヴィアの断言に、コゼットはうなずいた。

「それにつきましては、わたくしも同感ですわね」

「だったら、最初から訊たずねるなっ！」

　コゼットは微笑ほほえむと、懐ふところからなにかを取り出した。メモ用紙を数枚、クリップで留とめたものらしい。

「なんだ、それは？」

「うふふ。『シェリー家直伝、殿方を夢中にさせるための特別レシピ』の写しですわ。この夏休みを利用して、姫様に御指南さしあげようと思っていたのですが……ちょうど良い機会ですわ。ぶっつけ本番になってしまいますが、アッシュ様に姫様の手料理を振る舞うチャンスですわよ？」

　シルヴィアはカッと全身を火照らせた。

「ちょっと待て！　どど、どうして私が、アッシュに手料理を振る舞う必要があるというのだ!?」

「将を射んと欲すればまず馬を射よ──確かロートレアモン家の家訓にありましたわね」

「それがどうした？」

「シェリー家の家訓には、こうあります。殿方を射んと欲すればまず胃袋を満たせ」

「どんな家訓だっ!?」

「うふふ。アッシュ様がお腹なかを空すかせたとき、姫様がさりげなく手料理を振る舞えば、きっとアッシュ様は姫様にメロメロですわよ？」

「なっ……メロメロだと!?」

　棒立ちになったシルヴィアの耳もとで、コゼットは小悪魔のようにささやく。

「いかにも料理とは無縁そうな姫様が、あえて手料理に挑戦するのです──そのギャップにコロリと参らない殿方など、絶対にいませんわ」

「ええい！　わっ、私は別に、アッシュをコロリと参らせたいなどとは、絶対に思っていないんだからな！　だ、だが……お前がせっかく用意してくれたレシピだし……以前から料理には興味もあった。し、仕方ないから……受け取ってはおこう」

　コゼットはにっこりと微笑むと、レシピを手渡した。

「それでは、わたくしは姫様の密命を受け、これよりアンサリヴァンを発たちますわ」

「へっ？　今から？」

　シルヴィアはきょとんとして、訊たずねた。

「善は急げですわ、姫様」

　コゼットはスカートの生き地じを両手で軽くつまむと、優雅に一礼してみせた。

　その刹せつ那な、コゼットの姿は霧のように、シルヴィアの視界から消失した。まるで奇術師のように──。

「お、おい！　コゼット？　まさか……本当に行ってしまったのか？」

　返事はないし、気配も感じない。

「待ってくれコゼット！　いくらなんでも、心の準備がまだ……！」

　シルヴィアは涙目になって室内を見わたしたが、どうやら本当に、コゼットは出発したらしい。

「まったく……どこまでも人を食った奴やつだ」

　シルヴィアは悔しげにつぶやくと、手もとのレシピをまじまじと見つめたのだった。





"The Stuffed Toy Dragon ～A.S.B.1365.8～" is closed.















第二話　アッシュとシルヴィアの勉強会









　シルヴィアの指示で、アッシュは空き部屋をあてがわれることになった。

　事前にコゼットが掃除をしてくれたらしく、室内は綺き麗れいに整っている。

　一応、小さな机があるので勉強もできるし、ソファやシングルベッドも置かれている。天井には、高級そうな竜華灯が吊つるされていた。

　すべての荷物を運びこんだあと、ソファに座ってくつろいでいたら、ラベンダーの香りに気づいた。棚の上に、香炉が置かれているのが目に入った。なんだかもう、至れり尽くせりだった。ずっとここに住むのも悪くない……などと、ついつい思ってしまう。

　ちなみに、アッシュとしてはエーコと同室でも良かったのだが、頭の固いシルヴィアが頑として許さなかった。

　いくら幼竜とはいえ、見た目は少女のエーコと同じ部屋で過ごすなど、言語道断というわけだ。

　結局、エーコはシルヴィアの部屋に引き取られた。

「……これから二週間、ここで過ごすってわけか」

　妙な夏休みになったものだと、改めて思う。

　壁を何枚か隔てたむこうでは、あのシルヴィア・ロートレアモン第四王女が生活しているのだ。

　夢だといわれたほうが、まだ信じられる気がした。

　アッシュがぼんやりとしていたら、こんこん……と、扉が遠慮がちに叩たたかれた。

　扉を開けてみると、当のシルヴィアがうつむきがちに、ひっそりとたたずんでいる。いつになく、しおらしい様子だった。

「どうしたんだ、姫様？」

「そっ、そろそろ……夕食の頃ころ合あいかと思ってな」

「ああ……もうそんな時間だったのか。全然、気づかなかった」

　いわれてみれば、もう夕刻である。なにかとバタバタしていたせいで、あっという間の一日になってしまった。

「それで……夕食なのだが、アッシュはどうする？」

「夏休みだから、寮の食堂も〈ラ・テーヌ〉もランチしか出さないしな。姫様は普段、食事はどうしてるんだ？」

「私は、いつもコゼットの手料理を食べている。この王室専用ルームには、レストラン並みの厨ちゆう房ぼうもあるからな」

「それはすごいな。といっても、さすがに食事までご馳ち走そうになるのは悪いし……俺おれはエーコと一緒に、街に出るかな」

「いや、それがだな……コゼットはちょっとした用事で、出かけている。しばらくは帰ってこない」

「えっ!?　じゃあ、姫様も一緒に、外で食べるか？」

　返事はなかった。なぜだかシルヴィアはうつむいて、ぷるぷると震えながら、スカートの裾すそを握り締めているのだ。しかも、まるで熱病でも患っているかのように、頰ほおを紅潮させている。

「姫様？　具合でも悪いのか!?」

　アッシュが真顔になって訊たずねた直後、シルヴィアは一息に叫んだ。

「わっ、私の手料理で良ければご馳ち走そうするが……どうだ!?」

　その拍子、シルヴィアのポケットから、一枚の紙切れがひらりとこぼれた。

　紙切れは宙をしばらく漂って、アッシュの足もとに落下する。シルヴィア自身はまだ、紙切れを落としたことには気づいていないようだ。

「……？」

　アッシュはしゃがむと、紙切れを拾い上げた。

　──『シェリー家直伝　殿方を夢中にさせるための特別レシピ』

「なんだ、こりゃ？」

「うわあああっ！　返せ！　今すぐ返せ！」

　シルヴィアは狼ろう狽ばいのあまり、アッシュに飛びかかった。躍起になって、紙切れを奪い取ろうとする。

「ちょっ！　落ち着けって姫様！　返せばいいんだろっ!?　わわっ！」

　勢い余ったシルヴィアが、つるりと足を滑らせて、こちらに倒れこんでくる。ほっそりとした身体を抱き留とめて、その柔らかさと温かさにドキリとしたのも一瞬のこと、アッシュまでがバランスを崩してしまい、どすん！　と背中から倒れこんだ。

「いてててて……」

　背中をしたたかに打ってしまい、アッシュは息を詰まらせた。苦痛にうめきつつも、うっすらと目を開ける。

　視界に真っ先に飛びこんできたのは、つややかな金髪だった。

　──ヤバい！　俺おれ……姫様を抱き締めてる！

　アッシュが目を白黒させていると、ようやくシルヴィアが上体を起こした。

「す、すまん……アッシュ。大丈夫か？」

　シルヴィアは頰を染めながら、アッシュを見下ろした。金髪の束がはらりと肩先をすべり落ちて、アッシュの頰をかすめる。ふわりと、甘い蜜みつのような香りがした。

「大丈夫だけど……ただ、この体勢は……心臓に悪いっていうか」

　アッシュはあえぐように、途切れ途切れに答えた。

「えっ……!?」

　シルヴィアはようやく、自分がアッシュに馬乗りになっていることを意識したらしい。しかも膝ひざを開いているので、スカートが完全にまくれ上がって、真まっ白しろな絹地が丸見えになっていた。

「見るなああああああああああああああっ！」

　シルヴィアは涙目になると、アッシュの胸をポカポカと叩たたき始めた。

「痛い！　痛いって！　そんなことより、早くどいてくれ！」

　アッシュの懇願もむなしく、羞しゆう恥ち心しんが限界を突破したらしいシルヴィアは、ただただ拳こぶしを振り回すばかりだった。

　そのときだった。

「ねぇ、そろそろ晩ご飯──ちょっと！　あんたたち、なにしてんのよっ!?」

　シルヴィアのベッドを満喫していたはずのエーコが、廊下に姿を現したのだ。

「エーコ……！　ち、違うぞ！　これは事故だ！」

「あんたねぇ……そんなに踏みつぶされたいってわけ!?」

　残念ながらエーコは聞く耳持たず、憤ふん怒ぬの形相で突進してきた。





　　　　◇






「なになに……塩を小さじ一杯に、ローリエの葉を一枚……そして、黒くろ胡こ椒しようを少々か。だが、〝少々〟などと曖あい昧まいな表現をされてもな……」

　髪をひとつに束ね、エプロンを身に着けたシルヴィアは、先ほどから例のレシピと睨にらめっこしている。

　まずはスープをつくろうと思い立ったのも束つかの間ま、早速、黒胡椒の分量でつまずいている。生まれてこの方、料理などしたことがないので、〝少々〟などといわれても、困ってしまうのだ。

「ねぇ……あたしも、一緒につくるわ」

　そのとき、エーコが厨ちゆう房ぼうに入ってきたので、シルヴィアは面食らった。

「しかし……お前、料理の経験はあるのか？」

「あるわけないでしょ！　でもね……コゼットが出かける前に、こんなモノを渡してきたの。それで、挑戦してみようかなって」

　エーコは懐ふところから、一枚の紙切れを取り出した。

　シルヴィアは嫌な予感がした。

「もしかして、シェリー家直伝の特別レシピか!?」

　図星を指されたらしく、エーコは頰ほおを真っ赤に染めた。

　どうやら、コゼットは例のレシピをシルヴィアとエーコ、双方に渡していったらしい。

「コゼットの奴やつ……てっきり私だけの味方だと思っていたのに、まさかエーコの肩まで持つとは……！　永年、私に仕えてきたくせに……！」

　ほとんど無意識に、シルヴィアは拳こぶしを握り締めていた。

「ちょっと……どうかしたの？」

　エーコが怪け訝げんそうに訊たずねてきたので、シルヴィアはなんとか怒りを収めた。

「いや、なんでもない。なんでもないぞ」

　深呼吸をして心を落ち着けると、改めてエーコに視線を向ける。

　頭を冷やしたシルヴィアは、今度は新たな現実に直面したことに気づいた。

　なんといっても、エーコは竜族だ。

　国外では獰どう猛もうな獣だと誤解されやすい竜族だが、聖騎甲アークの神々しいデザインを見てもわかるとおり、独特の美意識を有しており、なにより創作意欲の強い種族なのである。

　──エーコの奴……料理の経験こそないようだが、才能があっても不思議ではない！　料理もまた、創作には違いないのだからな……！

　シルヴィアは戦々恐々となった。エーコが本気を出したら、とてつもなくおいしい料理をつくってしまうのではないだろうか。

　それに引き替え、シルヴィアにはまったく自信がない。生まれたときから、料理とは自然に食卓に並ぶのが普通であり、自分でつくるなどという発想すらなかったのだから。ランスロットに騎乗して、千里を駆けるほうが、よほど簡単に思えた。

　──そ、そうだ！　いささか癪しやくには障さわるが……エーコに手伝ってもらえば……少なくとも、アッシュの前で恥をかかずにすむのではないか？

　我ながら卑屈な考えだとは思うが、背に腹は代えられない。今のシルヴィアにとって、エーコは貴重な戦力なのである。

　シルヴィアは気を取り直すと、エーコの肩に手を置いた。

「ならば、一緒にやってみよう。ちょうど、そこに予備のエプロンと髪かみ留どめもある」

「わかったわ」

　エーコは素直にエプロンを装着すると、髪留めをシルヴィアに差し出してきた。どうやら、髪を束ねて欲しいと催促しているようだ。

　そんな仕草は妙に可愛かわいらしくて、シルヴィアは不覚にもドキリとした。なんとなく、妹ができたような気分になってしまう。

　末っ子のシルヴィアにとって、それはとても新鮮な感覚だった。

「仕方ないな」

　シルヴィアは微笑を浮かべると、エーコの背後に立った。

　髪の量が多いので、左右で一房ずつ、丁寧にくくってみる。

「よし、できた。ふむ……なかなか可愛かわいいぞ」

「そっ、そう……？」

　エーコはもじもじとしている。こういう誉ほめ言葉にはあまり慣れていないらしく、照れてしまったようだ。

「それでは、腕によりをかけるとするか！」

　シルヴィアが拳こぶしを握り締めると、エーコもまた、拳を振り上げて応じた。

「望むところよ！」





　　　　◇






　──これって、食べ物なのか!?

　たっぷり二時間は待たされたアッシュは、食卓に並べられた物体の数々を前に、戦せん慄りつした。なんというか、初めて屍灰竜ネクロマンシアに遭遇したときと、似たような戦慄だった。

　視覚的にも、嗅きゆう覚かく的にも、それらが料理だとは思えない。

　食器だけは当代一流の高級品だが、そのアンバランスさときたら、物騒を通り越して滑こつ稽けいといえるだろう。

　そもそも、どうしてスープが毒々しい紫色をしているのか、理解できない。

　あの消し炭みたいな物体は、パンだろうか、それとも肉だろうか？

　ぐしゃりとつぶれて、馬車に轢ひかれた小動物みたいになっている物体に至っては、もはや正体を想像する気にもなれなかった。

　とはいえ、エーコとシルヴィアがアッシュのために、一生懸命につくってくれたことだけは、ひしひしと伝わってくる。

　シルヴィアは両手の指に何枚も絆ばん創そう膏こうを貼はり付けているし、エーコのエプロンはソースやらケチャップやらで、抽象画のキャンバスと化している。

「ほら、どうしたの？　食べないの？」

　自信たっぷりの顔をして、エーコはふんぞり返っている。この惨状を見て、どうしてそこまで自信が持てるのか、理解に苦しむ。

「こほん。まあ……なんだ。好みに合わなければ、無理して食べなくてもいいからな」

　さすがにシルヴィアのほうは、なにかが間違っているという自覚だけはあるようだ。ただし、好みに合うとか合わないとか、もはやそういうレベルは突き抜けているのだが。

　と、シルヴィアがエーコの耳もとに口を寄せ、非難めいたつぶやきを漏らし始めた。

「エーコ……お前、本当に竜族なのか!?　期待外れもいいところだ！」

「な、なによ！　あたしだって、一生懸命につくったのよ？」

「いや、しかし……まさか、エーコが私よりも不器用だったとは……」

　不穏なささやき声はあえて聞き流し、アッシュはスプーンを手に取った。

「じゃあ……いただき、ます」

　せっかく自分のためにつくってくれた料理を、見た目や匂においだけで判断するのは申し訳ないし、なにより男がすたるというものだ。

　もしかしたら、見た目に反して、とんでもなく美お味いしいという可能性だってある。

　明らかに色のおかしいスープを、おそるおそるスプーンですくう。ガス攻撃か？　と疑いたくなるような異臭が鼻孔に流れこんできたが、なんとかこらえ、口に運ぶ。

　恐怖のあまり、思わず目を閉じた。どろりとした液体が、舌先に絡みつく。

　その刹せつ那な、背骨に電流を流しこまれたような、壮絶な感覚に襲われた。

「」

　アッシュは声にならない叫びとともに悶もん絶ぜつし、椅い子すから転がり落ちたのだった。





　　　　◇






　アンサリヴァンの市街区──〈竜りゆう牙が亭てい〉のフロアは、多くの客で賑にぎわっていた。

　以前、レベッカに教えてもらった大衆食堂である。生徒会役員なら半額という、ありがたいお店でもある。なんでも店主の遠い親しん戚せきが竜飼い人ブリーダーであり、学生時代は生徒会役員を務めていたそうだ。ぐるりと店内を見わたすと、逞たくましい男たちがビールジョッキを手に、政治談義にふける様子が垣かい間ま見みられた。

　話題の中心は、やはり首都フォンティーンを襲った巨竜のようだ。まさか、その巨竜自身が来店したなどと、誰だれが想像できるだろう？　店の扉をくぐった三人の学院生に注意を払った客は、皆無だった。金髪の学院生がシルヴィア王女であることに気づいた者もいないようなので、一安心といえた。

「ふう……ひどい目に遭った」

　四人掛けのテーブルに案内されたアッシュは、腰を落ち着けるなり、ついつい愚痴をこぼしてしまった。まだ舌がヒリヒリしている。

　向かいの席に着いたシルヴィアが、たちまち眉まゆを吊つり上げる。

「まったく、いくらなんでも、気絶することはなかろう！　乙女の手料理をなんだと思っているのだ？」

「いやいや、むしろ失神ですんで良かったと思うぞ。食中毒で死亡した竜騎士ドラグナーなんて、恥ずかしすぎるだろ」

「そこまでいうか！」

　涙目になって、腰を浮かせるシルヴィア。

「ふん、シルヴィアなんて、まだマシだわ。あたしのつくった料理なんて、完全に放置されたんだからね！」

　アッシュの隣では、エーコがぷんぷんと怒っている。

「あんたが不ぶ様ざまに失神してる間、無理やり口に放ほうりこんでやろうかとも思ったんだけど」

「トドメを刺す気か!?」

　自分が死線に立たされていたことを実感し、アッシュは冷や冷やした。

「お待たせしました。ご注文はお決まりですか？」

　そのとき、ウェイトレスが笑顔で声をかけてきたので、会話は一時中断となった。




　牛フィレのステーキやスペアリブなど、〈竜りゆう牙が亭てい〉の目玉料理が次々と運ばれてくる。

　ところが、いつもなら真っ先に手を伸ばすエーコが、妙に大人しい。

「具合でも悪いのか？」

「へっ？　別に、そういうわけじゃないんだけど……」

　エーコは慌てたように、手もとに置かれていたサラダを口に運ぶ。

　アッシュはますます心配になった。あのエーコが、テーブルの中央に置かれた肉料理に興味を示さないなんて、どうかしている。

「本当に大丈夫か？　お前の好きな牛フィレだぞ？　スペアリブも食べ放題だぞ？」

「あんたに……あげる」

　エーコは膝ひざもとに視線を落としたまま答えると、ふぅ……と溜ため息いきをついた。肉料理を目の前にしても喜ばないエーコを見るのは初めてだった。

「アッシュ。エーコも年とし頃ごろの女の子なんだから、食欲が湧わかないときもあるだろう。今はそっとしておけ」

「そ、そうか……？」

　エーコはまだ一歳にも満たない幼竜なのだが、憂いを秘めた横顔は、確かに年頃の女の子に他ほかならない。もしかしたら、昼間のキスが原因なのだろうか？　だが、そんなことを面と向かって訊たずねるわけにもいかない。

　シルヴィアのいうとおり、今はそっとしておこう……と、アッシュは決めた。




　デザートが運ばれてきた頃ころ、アッシュはなにげなくシルヴィアに訊ねた。

「今さらだけど、姫様は実家に帰らないのか？」

　すると、シルヴィアは急に不機嫌そうな顔になって、グラスをテーブルに置いた。グラスの置き方にも、なんだかトゲが感じられた。

「まさかとは思うが……追試のこと、忘れたわけではあるまいな？」

「あっ！」

　追試。その言葉の重みに、アッシュは頭部を横殴りにされた気がした。

　そう、先月に実施された学期末試験を、アッシュとシルヴィアは受けることができなかった。もちろん、正当な理由があっての欠席だったし、ちゃんと教務課に届けも出しているので、夏休みの間に追試を受けて合格すれば、単位をもらうことは可能だ。

　だが、最近のアッシュはエーコのことで頭がいっぱいで、追試のことなど完全に忘れていたのだった。

　実技試験なら、ぶっつけ本番でも余裕でパスできる自信はあった。なんといっても、アッシュは〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟なのである。

　問題なのは、筆記試験のほうだ。

　文学、数学、理科、歴史といった一般教養に加えて、竜族史、生態学、飼育学……といった、騎竜学院の専門科目も必修なのである。

「なあ……追試の日程って、いつだっけ？」

　おそるおそる訊たずねると、シルヴィアは呆あきれたように嘆たん息そくしてみせた。

「筆記試験は、ちょうど一週間後だ。実技のほうは、筆記試験をパスしないと受けられんそうだ」

「なんてこった……」

　アッシュはがっくりとうなだれた。

　筆記試験で合格点に達しなければ、得意な実技で挽ばん回かいすることさえ許されないのだ。

「厳しいことをいうが、今のお前は生徒会役員なのだ。あまりひどい点を取ると、お前を推挙したレベッカ会長の顔に泥を塗ることになるぞ？」

　シルヴィアの言葉が、アッシュの胸にますます突き刺さる。

「どうしよう……俺おれ、筆記のほうはまったく自信がないぞ？　あと一週間じゃあ、どうしようもない！　下手すりゃ留年だ……！」

　頭を抱えるアッシュを、さすがに哀れに思ったのだろうか。シルヴィアが遠慮がちな顔をして、なにかをぼそぼそとつぶやいた。

「──ってもいいぞ？」

「えっ？　なにかいったか？」

　アッシュがきょとんとすると、シルヴィアは頰ほおを染め、今度ははっきりと告げた。

「だから、私が勉強を教えてやってもいいぞ、といっている！」

「本当か!?」

　シルヴィアは入学以来、ずっと学年トップの成績を維持している。そんなシルヴィアが試験勉強に付き合ってくれるなら、留年の不名誉は免れるかもしれない。

「頼む、姫様！　俺に勉強を教えてくれ！」





　　　　◇






　翌朝。アッシュとシルヴィアは早速、試験勉強を始めた。

　王室専用ルームの食卓に、教科書とノートを広げる。昨夜は地獄絵図が展開された食卓だが、アッシュがすべてを片づけたので、今朝は綺き麗れいなものだ。

「では、始めるか」

　シルヴィアは毅き然ぜんとして、アッシュの隣席に腰かけた。ブラウスにタイトスカートという、すっきりとした服装をしている。なんと伊だ達て眼鏡めがねまでかけている。まるで女教師だった。案外、シルヴィアは形から入りたがる性格なのかもしれない。

「エーコが起きたら、なにかとうるさいだろうしな……エーコが寝ているうちに、重要な項目はすべて頭に叩たたき込むのだ。いいか？」

「ああ、わかった」

　エーコを仲間はずれにしているような気がして、ちくりと胸が痛んだが、今は試験勉強を優先させねばならない。

「では、まずはマザー・ドラゴンについて、だな。前期試験の最重要項目だから、しっかり覚えねばならんぞ」

　シルヴィアはすっかり、教師気分だった。












「マザー・ドラゴンか。なにげなく話題にすることはあるけど、実際、どういうドラゴンなんだろうな？」

「なんせ一般的なドラゴンとは、根本的に違うからな。私も個人的に調べたことがあるのだが、わからないことが多い。まあ、教科書に書いていないことは試験に出ないから、まずは教科書を暗記することだな。五十八ページあたりから、読んでみろ」

「わかった」

　アッシュは生態学の教科書に目を通し始めた。

　──マザー・ドラゴンが人前に姿を現すのは、〈オーファンの儀〉に限られる。彼女は竜飼い人ブリーダーにふさわしい子どもを見み出いだすと、ようやくその姿を現し、ドラゴンの幼生オーフアンを授けるのだ。

「ところで、アッシュ。ランスロットは牡おすか牝めすか、どちらだ？」

　突然、シルヴィアが妙なことを訊たずねてきたので、アッシュは面食らった。

「そんなの、牡に決まってるだろ？　名前からして男っぽいし」

「愚か者！　お前はそれでもアンサリヴァンの学院生か！」

「ええっ？　じゃあ、牝なのか？」

「それも違う！　正解は、牡でも牝でもない、だ」

「そんなの初耳だぞ？」

「お前という奴やつは……授業でなにを聞いていたのだっ!?　古代においては、確かに竜族にも雌雄の区別があり、その……つまり……こ、交尾、によって子を為なしていた」

　シルヴィアはほんの少し頰ほおを染めて、気まずそうに視線を逸そらした。

　そのせいで、アッシュはシルヴィアの豊満な身体を意識してしまう。頰を染め、そわそわと落ち着かないシルヴィアの様子は、あまりに色っぽかった。

「ところが、だ。長い長い歴史を経て、絶滅の危機に瀕ひんした竜族は、賢けん竜りゆう魔法アルビオンを開発し、自らの生態系を根本的に作り替えたのだ。その結果、種の繁殖はマザー・ドラゴンに一任され、生まれてくる各個体の性別は失われた」

「そうだったのか……でも、エーコはどう見ても女の子だよな？」

　アッシュの素朴な疑問に、シルヴィアはハッと息を吞のんだ。

「確かに、そうだな。どうして今まで気がつかなかったのか……そういう意味でも、エーコは特殊な竜だといえる」

　もしかしたら──アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいという以外にも、エーコはまだ多くの謎なぞを秘めているのかもしれないと、アッシュは思った。

　とっくの昔に性別を失ったはずの竜族。

　なのに、エーコは明らかに女性として生まれてきた。

　そこには、どういう意味が秘められているのだろう……？

「それにしても、不思議だな。マザー・ドラゴンとて竜である以上、星精アストラルを摂取しなくては生きていけないはずだが、彼女が誰だれかと契約したなんて話は聞いたことがない。あいにく、肝心な部分は学術書にも記されてはいなしな……おい、アッシュ？　ちゃんと聞いているのか？」

「へっ？　ああ、悪い……」

　シルヴィアが厳しい目をして睨にらんでいるのに気づき、アッシュは姿勢を正した。

「まったく……授業中も、そんな風にぼんやりしていたのではないか？　とにかく、教科書のここからここまでを、もう一度読み直して、頭に叩たたきこんでおくように」

　シルヴィアが身を乗り出して、教科書の該当部分にアンダーラインを引いていく。

「……！」

　その拍子、シルヴィアの襟もとから、豊満な胸の谷間がかすかに覗のぞいてしまい、アッシュは息を詰まらせた。

「ん？　どうかしたのか、アッシュ？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうに訊たずねてきたので、アッシュはぶんぶんと首を横に振った。

「いや、なんでもない！　なんでもないぞ！」

「変な奴やつだな……」

　シルヴィアは眉まゆをひそめたものの、それ以上の追及はしてこなかったので、アッシュはホッと胸を撫なで下ろした。





　　　　◇






「ふう。そろそろ一息入れるか」

　試験範囲を一通りレクチャーすると、シルヴィアはペンを置いた。

　シルヴィア自身、さすがに疲れを覚えていたし、アッシュに至っては、重要な項目を次から次へと頭に詰めこんだせいか、ぐったりとしている。

「大丈夫か、アッシュ？　この程度で音を上げていたら、卒業など夢のまた夢だぞ？」

　本当は、ねぎらいの言葉をひとつくらいはかけてやりたかったのだが、シルヴィアはいつものくせで、ついつい厳しいことを口にしてしまう。

「努力するよ……」

　アッシュはテーブルに突っ伏しながら、力なく答えた。

「仕方のない奴だな。コゼット、お茶を──」

　と背後を振り向いてから、シルヴィアはコゼットの不在を思い出した。

　残念ながら、シルヴィアは自分でお茶を淹いれたことがないし、コゼットのようにおいしいお茶を用意する自信もない。

　とはいえ、お茶も淹いれることができないような女だとわかったら、アッシュに呆あきれられてしまうかもしれない。

　シルヴィアが懊おう悩のうしていたら、アッシュが苦笑交じりに立ち上がった。

「教えてくれたお礼に、俺おれが淹れるよ」

「そ、そうか……すまんな」

「こう見えても、家事は得意なんだ。うちは親父おやじがいなかったから、母さんが働いてるときは俺がご飯をつくったり、妹の面倒を見たり……大変だったな」

　そういって、アッシュは厨ちゆう房ぼうに引っこんだ。なんだか頼もしく思えた。先ほどまではシルヴィアが勉強を教えてやっていたのに、たかだかお茶の一杯で、立場が逆転してしまった気がした。

　厨房から聞こえてくる物音を聞きながら、シルヴィアは頰ほお杖づえをつくと、ぼそぼそと独り言を漏らした。

「もし、アッシュが……あの男の子と同一人物だったら……わたしはどうすればよいのだろう？　いや、しかし……あの男の子は、本来なら自分が授かるはずだったランスロットを、私に託したのだ。現実的に考えて、彼が竜飼い人ブリーダーになれたとは思えないが……」

「──アッシュがどうしたって？」

　突然の声に、シルヴィアは椅い子すから飛び上がりそうになった。

　いつの間にか、エーコが不機嫌そうな顔をして、シルヴィアの顔を覗のぞきこんでいる。

　まだ寝起きらしく、髪はぼさぼさだし、まぶたが落ちかかっている。それでも、まばゆいほどの美び貌ぼうは健在で、全身がきらきらと輝いているようだ。

　シルヴィアなどは、コゼット以外に寝起きの顔を見られるのは絶対に嫌だと思っているのだが、エーコにとっては些さ細さいなことなのだろう。

　なんとなく、シルヴィアはエーコに対して罪悪感を覚えた。午前中、エーコが寝ているのを幸いとばかりに、アッシュとふたりきりで試験勉強をしていたのだから。

　そんなシルヴィアの胸中を知るよしもなく、エーコは無邪気な顔で訊たずねてきた。

「あいつは、どうしたの？」

「ああ、今はお茶を淹れている」

　シルヴィアが答えると、エーコはじろりと鋭い目をした。

「あたしが寝てる間に、ふたりで仲良く遊んでたってわけ？」

「そっ、そんなはずがなかろう！　このままだとアッシュが留年しそうだから、私が仕方なく勉強を教えてやっていたのだ。本当だぞ！　本当に〝仕方なく〟だからな！　それに、アッシュが留年したりしたら、相パ棒ルであるお前にとっても不名誉なんだぞ！」

　必死になればなるほど弁解がましくなってしまい、シルヴィアは焦るばかりだった。

「なんだ、エーコ。やっと起きたのか」

　と、アッシュがトレイにティーセットを載せて、厨ちゆう房ぼうから顔を出した。

「もう昼だぞ？　いい加減、着替えたらどうだ」

「……わかった」

　エーコは急に頰ほおを染めると、まるで寝間着姿を恥じるように、部屋を飛び出した。

　そんなエーコの態度が、シルヴィアには気がかりだった。以前のエーコはもっと高慢だったし、人並みの羞しゆう恥ち心しんとは無縁だったはずだ。ところが、今のエーコはどうだろう──以前よりも、ずっと女性らしくなったように見えるのは気のせいだろうか？

「アッシュ。エーコのことだが、その……雰囲気が変わったような気がしないか？」

「そうか？　そんなに変わらないと思うけど……」

　その言葉とは裏腹に、アッシュは赤面している。ずっとエーコと一緒に暮らしているのだから、気づいていないはずがない。

　もちろん、エーコが女性らしくなった最大の理由は、アッシュの存在に尽きるだろう。

　一連の事件を経て、エーコはきっと、アッシュのことを……──そこまで考えて、シルヴィアはどういうわけか、胸にちくりと痛みを覚えた。





　　　　◇






　貯蔵庫にあった保存食で昼食をすますと、アッシュは再び試験勉強を始めた。

　今度はエーコも同席している。静かに絵本を読んでいるだけなので、特に問題はないのだが──シルヴィアが身を乗り出して、アッシュとの距離が近くなると、

「こほん！」

　と、わざとらしく咳せき払ばらいをして、注意を促してくる。とはいえ、それ以上の干渉はせずに、再び絵本に目を落とす。

　今までのエーコの行動パターンとは、明らかに違った。

　シルヴィアが評した通り、エーコはどんどん大人っぽくなっている。今のエーコが示しているのは、間違いなく嫉しつ妬とだろう。

　つい先日、壁を破壊された部屋で、アッシュはエーコとキスをした。

　場所柄は最悪だったが、自然とお互いを求め合い、唇を重ねていた。まるで夢のようなひとときだった。エーコの唇の感触を思い出すだけで、鼓動が速まってしまう。

　その一方で、自分がシルヴィアにも惹ひかれている事実に、アッシュは気づいている。

　ロートレアモン騎士王家の第四王女、シルヴィア。以前は同じ学院に通っているというだけで、雲の上の存在であることに変わりはなかった。去年までのアッシュに今の光景を見せたら、きっと驚くことだろう。

　だが、白羊宮アリエスの騎竜祭をきっかけに、ふたりの距離はどんどん縮まっていった……。

「アッシュ！　おい、アッシュ！　ちゃんと聞いているのか？」

「うわっ！　す、すまん姫様……」

　シルヴィアに叱しつ咤たされ、アッシュは無理やり意識を引きずり戻された。

「具合でも悪いのか？　心ここにあらずといった様子だったが」

　シルヴィアは本気で心配しているようだ。ふと横を見れば、エーコも心配そうにアッシュの様子を窺うかがっている。

「そうだな……最近、いろいろあったからさ」

「選抜合宿でもフォンティーン城でも、戦ってばかりだったからな。無理もあるまい」

　シルヴィアは納得顔でうなずいたが、アッシュが考えていたこととは、大きくズレていた。とはいえ、その誤解がありがたかったのも事実である。

　まさか、エーコとシルヴィアの間で心を揺らしていたせいで、シルヴィアの話を聞き逃していた──などとは、口が裂けてもいえなかったから。




　三時を過ぎたので、二度目のティータイムを挟むことになった。紅茶だけでは寂しいので、厨ちゆう房ぼうの棚から見つかったクッキーを皿の上に並べてみた。

「なあ、姫様。あのぬいぐるみのことだけど」

「ぶほっ！」

　途端、シルヴィアは紅茶を噴き出した。

「すまん姫様！」

　アッシュは慌てて、手もとの布ふ巾きんでテーブルを拭ふいた。

「ぬっ、ぬいぐるみが……どうしたというのだ!?」

　シルヴィアは口もとをぬぐいつつ、アッシュをじろりと睨にらみ据えた。

「あれがもし、本当に姫様の所有物だったとしたら、どういう経緯で俺おれの手もとに転がりこんできたんだろうな？」

「そんなこと……私にわかるはずがないだろう」

「じゃあ、あのぬいぐるみをどういう状況で手放すことになったのか──それは覚えているか？」

「それは……！」

　どういうわけか、シルヴィアは急に顔を真っ赤にした。

「覚えてるんだな？　差しつかえなければ、教えてくれないか？」

「差しつかえ……ありすぎる！」

「そうか。じゃあ、無理にとはいわないけど」

　アッシュが遠慮すると、突然、シルヴィアは立ち上がった。

「いや！　やっぱり聞いてくれ！」

「どっちだよ？」

「だから、聞けといっている！」

　かくして、シルヴィアは七歳のとき、アルビオンの森で〈オーファンの儀〉を受けたときのことを少しずつ語り始めた。




「〈オーファンの儀〉が開始されて間もなく、私は森の奥おくで迷子になった。その上、足を挫くじいてしまい、途方に暮れて……泣いていた」

「泣いてた？　姫様が？」

　アッシュが意外に思って口を挟んだので、シルヴィアは頰ほおを染めた。

「仕方なかろう！　まだ七歳の子どもだったのだからな！」

「はは……悪かった。それで、どうなったんだ？」

「うむ。そこに私と同じく儀礼を受けていた少年が現れた。彼は、一歩も動けなくなった私を背負って、マザー・ドラゴンの探索を手伝ってくれたのだ」

「へえ……なんだか、いい話だな」

「もっとも、ここからは私の記憶も曖あい昧まいでな。私たちの前にマザー・ドラゴンが現れたという事実は覚えているのだが、具体的になにが起こったのかは……わからない。ただし、彼がランスロットの主人になる権利を拒んで、私に譲ってくれたことだけは、なんとなく覚えている。彼に出会っていなければ、私が竜騎士ドラグナーになることはなかったのだ。そのお礼として、私は彼に、あのぬいぐるみをプレゼントした」

「そいつの名前は聞かなかったのか？」

「マザー・ドラゴンを捜すのに夢中でな……お互い、名のることを忘れていた。彼のほうは、私が王女であることにすら気づいてはいなかっただろうな」

　シルヴィアは残念そうに、溜ため息いきを漏らした。

「それにしても……まだ七歳のくせして、親切な奴やつもいたもんだな。案外、そいつが初恋の相手だったりするのか？」

　アッシュが軽い気持ちで問いかけると、

「バ、バカなことをいう暇があったら、単語のひとつでも覚えろっ！」

　シルヴィアは食卓をひっくり返さんばかりの勢いで、怒鳴った。あまりの剣けん幕まくに、アッシュはたじたじとなってしまう。一方、そんなアッシュとシルヴィアを尻しり目めに、

「……ふぅ」

　エーコは心ここにあらずといった様子で、はかなげな溜息を漏らすのだった。





"Silvia's Memory ～A.S.B.1365.8～" is closed.








第三話　ナヴィーの来訪、そして実技試験へ









「それでは、筆記試験の合格を祝って……せ、僭せん越えつながら、このシルヴィア・ロートレアモンが、乾杯の音頭を……」

　今夜も〈竜りゆう牙が亭てい〉は大盛況、屈強の男たちがわいわいと騒いでいる。

　テーブル席では、シルヴィアが恥ずかしそうに乾杯の音頭を取ろうとしているが、慣れていないらしく、なかなか先に進まない。

　シルヴィアに頼んだのは悪かったかな……と思い、アッシュは苦笑した。

「そんなに難しく考えなくてもいいんだぞ？　ほら、乾杯」

「うむ……乾杯」

　シルヴィアは恥ずかしそうに頰ほおを染めると、グラスをかちりと触れ合わせた。

　筆記試験から三日後となる今日、アッシュとシルヴィアは学院長のミラベルに呼び出され、無事に合格したことを知らされた。

　シルヴィアは全教科満点で、文句なしの学年トップ。

　アッシュは平均点をやや上回った程度だったが、それでも合格は合格だ。まだ実技試験が残っているものの、苦手な筆記試験さえパスできれば、期末試験は乗り切ったようなものだった。

　というわけで、今夜は〈竜牙亭〉で祝杯をあげることになったのだが──。

「ほら、エーコも乾杯──エーコ？」

「ふぅ……」

　アッシュが乾杯を促しても、エーコはなにも答えない。ただ、小さな溜ため息いきを漏らしたのみである。グラスもテーブルに置いたままだった。

　相変わらず、心ここにあらずといった様子で、その横顔は憂いを帯びている。まるで谷間に咲く一輪の百ゆ合りのように楚そ々そとして、はかなげなのだ。

　ここしばらく、エーコは食事もあまり摂とっていない。竜族の食事は一日五回が標準なだけに、身体のほうも心配だった。

「本当に大丈夫か？」

「……別に、なんでもないわよ」

　そういって、エーコは野菜スープを一口だけすすった。メインディッシュの牛フィレには、目もくれなかった。

　アッシュは途方に暮れて、シルヴィアの顔に視線を向けた。助け船を求めたつもりだったのだが、シルヴィアは黙って首を横に振るばかり。どうやら「今はまだ、そっとしておけ」といいたいらしい。

　仕方なく、アッシュは重苦しい空気を払うように、話題を変えた。

「そうだ、実技試験のことだけど。姫様は行きたいところ、あるか？　なにかリクエストがあれば──」

「いや、まだ決めてはいない。お前のほうこそ、希望はないのか？」

「いや、俺おれも特には……」

　そんなやり取りが気になったのか、エーコが急に顔をあげた。不機嫌そうに、頰ほおをぷっくりとふくらませている。

「なによ、あんたたち……ふたりきりで、どこかに行くってわけ？」

「いや、ふたりきりじゃないぞ。エーコとランスロットも一緒だ」

「どういうこと？」

「実技試験だよ。テーマは遠征。パルに騎乗して、自分で決めた目的地を目指して旅をする。その土地でしか手に入らない特産物を手に入れて、提出したら合格ってわけだ」

　騎竜学院の実技試験としては、定番のメニューだった。あまりに定番すぎて、ミラベルから実技の内容を告知されたときは、拍子抜けしたほどである。

「ふぅん……でも、それならあんたとシルヴィアが一緒でなくてもいいんじゃないの？」

　エーコは不満げな様子である。

「いや、安全のために、チームを組むことが義務づけられてるんだ。追試を受けたのは俺と姫様だけだから、ふたりでチームを組むしかない」

「でも、あたしはあんたを乗せて飛ぶことも、走ることも……できないわ。自分の意思では変身できないし……こんなんじゃ、パル失格ね」

　エーコが深刻な表情を浮かべたので、アッシュは慌ててフォローを入れた。

「そんなこと、お前は気にしなくていいんだよ。俺たちはランスロットに相乗りさせてもらうからさ。な、姫様？」

「ああ、姉上の許可ももらっているし、ランスロットだって、お前たちのことを気に入っているようだ。問題はない」

「ほら、姫様もああいってくれてるし──」

「だったら、あたしなんて……いてもいなくても同じでしょ！　あたしなんて、人としても竜としても役立たずなんだわ！」

　エーコは突然、悲ひ愴そうな顔をすると、勢いよく立ち上がった。

　椅い子すが倒れて、大きな音をたてる。

　周囲の客たちが「なにごとだ？」といわんばかりに、アッシュたちのテーブルに視線を向けてきた。

「落ち着くんだ、エーコ！」

　アッシュも思わず腰を浮かせる。

「うるさい！　あたしのことなんて、ほっといてよ！」

　きびすを返し、駆け出そうとしたエーコだが、直後、飲み物を運んでいたウェイトレスにぶつかってしまう。

「きゃっ！」

　エーコは小さな悲鳴を漏らし、尻しり餅もちをついた。ウェイトレスもまた、エーコの突進を受け止めきれるはずもなく、後方に倒れてしまう。手にしていたトレイが宙を舞い、水色の液体に満たされていたグラスが綺き麗れいな放物線を描く。

　──ぱしゃり。

　グラスは真っ逆さまに、エーコの頭頂部に落下した。

「うにゅ？」

　グラスに一杯の酒を頭から浴びて、エーコはきょとんとした。自分の身になにが起こったのか、まだ把握できていないのだろう。

「エーコ！」

「怪け我がはないか!?」

　アッシュとシルヴィアは、慌ててエーコのそばに駆け寄った。

「この香り……まさか！」

　その瞬間、アッシュは薔ば薇らに似た甘い匂においに気づいた。

　このアンサリヴァン市では、別段、珍しい香りではない。特に、若い女性の間では大人気のハーブである。

　と同時に、竜族の嗜し好こう品ひんとしても有名なのだが、まだ幼竜のエーコに限っては、絶対に近づけてはならない代物だった。

　そのハーブの名は──アンサル。

　夏休みに入って以降、アッシュが〈竜りゆう牙が亭てい〉にばかり通っているのは、単に値段が安いから、という理由だけではなかった。男性客が大半を占めるこの店には、アンサルを使った女性向けのメニューなどは、基本的に存在しないからである。

「うにゅう……」

　悩ましげな吐息が、アッシュの顔を包みこむ。見る見るうちに、エーコの頰ほおは赤く染まっていった。

「そこの店員！　この飲み物はなんだ!?」

　シルヴィアが切羽詰まった顔をして、ウェイトレスを問い詰めた。ウェイトレスは涙目になりながら、ぼそぼそと答えた。

「えっと……新メニューの、アンサル酒です」

「なんだって！」

　アッシュは狼ろう狽ばいした。

　いつの間にそんなメニューが増えていたのだろう？

「駄目……あたし……もう我慢できないっ！」

　次の瞬間、エーコが動いた。

　炎の塊のように熱い身体を、アッシュに密着させてきたのだ。

「うわっ！　エーコ!?」

　腹のあたりに、ふたつの淡い膨らみを感じた。まだまだ控えめな膨らみとはいえ、心なしか、以前よりも成長しているような……？

「だっ、駄目だぞエーコ！　こんなところで……」

　アッシュはくらくらとなって、今にも眩暈めまいを起こしそうになった。

「はふぅ……アッシュ……アッシュ……」

　なにかの呪じゆ文もんのように、エーコはアッシュの名前を何度も口にする。

　互いの汗が、少しずつ布地を湿らせていく。エーコの微熱が感染したかのように、アッシュも肌をカッと火照らせてしまう。

「お願い……あたしを……あたしだけを見て…………」

　エーコはアッシュに密着したまま、片手でぷちぷちと胸もとのボタンを外していく。抜けるように白い肌があらわとなる。鎖さ骨こつのラインが、くっきりと浮かび上がった。

　男の本能を刺激するかのように、甘酸っぱい香りがむんむんと立ちのぼる。

「あたしを……あんたの好きにして……」

　アンサルに酔ったエーコは、もはや小悪魔そのものだった。

「なっ……なんという破は廉れん恥ちな！　公衆の面前だぞ!?」

　呆ぼう然ぜんと事態を見守っていたシルヴィアは、ハッと我に返ると、頰ほおを染めた。胸の前で握り締めた拳こぶしを、ぶるぶると振るわせている。

「待て待て！　エーコは酔っぱらってるんだ！　姫様も手を貸してくれ！」

　アッシュは腕の中のエーコに翻ほん弄ろうされながらも、なんとかシルヴィアに懇願した。

「そ、そんなことをいわれても……一体、どうすればよいのか……」

　シルヴィアは赤面したまま、右往左往している。

　ふと周囲を見わたせば、客の大半がアッシュとエーコに注目していた。ある者は興味津々の顔で見守り、ある者は楽しそうに喝かつ采さいを送っている。もちろん、シルヴィアと同じく非難の眼まな差ざしを向けている客も少なくない。

　アッシュが周囲の視線を強く意識したのも束つかの間ま、

「はむっ！」

　突然、エーコがアッシュの耳たぶを軽く嚙かんだ。

「うっ……！」

　アッシュは電流を流されたように強烈な快感を覚えたが、なんとか耐える。

　エーコはしばらくアッシュの耳たぶを味わったあと、そっと口を離した。

　唾だ液えきの糸が、濡ぬれた唇と耳たぶをつないでいる。

「好き。あんたが……好きなの」

　微熱に包まれた耳もとで、秘め事のようにささやかれた言葉の意味を把握するのに、数秒を要した。

「エーコ……？」

　アッシュは硬直した。

　酔った勢いとはいえ──いや、酔っぱらっているからこそ、それはエーコが普段は隠している、素直な気持ちなのかもしれない。

　エーコは「ふぅ……」と熱っぽい溜ため息いきを漏らすと、今度はアッシュの背中に手を回し、ギュッと抱き締めてきた。

「うわっ！」

　アッシュはエーコと折り重なった状態で、背中から床に倒れこんだ。

「あたしね……欲しいものがあるの」

　とろんとした瞳ひとみが、アッシュの顔を一心に見つめている。

　清せい楚そな美び貌ぼうとは裏腹に、まるで娼しよう婦ふのような大胆さ。

　アッシュの心臓は破裂寸前に陥っている。












　真紅の瞳ひとみに吸いこまれるように、アッシュは訊たずねた。

「なにが……欲しいんだ？」

　エーコはアッシュの胸もとにぴたりと頰ほおを押しつけると、今夜の決定打ともいえるその言葉を、甘い声音でささやいた。

「アッシュの赤ちゃん……欲しいの」

　その言葉を最後に、エーコはかくんと脱力すると、すぅすぅ……と穏やかな寝息を立て始めたのだった。





　　　　◇






「はあ……当分、〈竜りゆう牙が亭てい〉には行けないな」

　女子寮エポナ舎──王室専用ルームの脱衣所で、アッシュは大きな溜ため息いきをついた。

　エーコが眠った直後、アッシュは筋骨逞たくましい店長から大目玉を食らったり、周囲の客から冷やかしの声を浴びせられたり、そしてシルヴィアからも厳しい叱しつ責せきを受けた。

　エーコを背負ってエポナ舎にたどり着いたときには、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　とりあえず、シルヴィアがエーコを看みてくれている間、アッシュは先にお風ふ呂ろを借りることにしたのである。

　左腕をぐるぐる巻きにしていた包帯をほどくと、エーコとの契約の証あかし──〈星せい刻こく〉があらわとなる。

　首都フォンティーンでモルドレッドと戦ったときは、この〈星刻〉が全身に広がり、肌という肌を埋め尽くした。あのときは必死だったので、深く考えることはなかったが、とんでもない現象だったのは間違いない。

〈星刻〉が形を変え、全身に及ぶ──そんな話は、もちろん聞いたことがなかった。

「まだまだ、わからないことだらけだな……」

　ぼそりとつぶやいて、左腕にびっしりと刻まれた〈星刻〉を眺める。

　まだ他人に見られることには抵抗があるのだが、不思議と、以前ほど禍まが々まがしいとは思わなかった。

　アッシュは扉を開くと、浴室に足を踏み入れた。

　半分に割った卵を思わせるバスタブは、大人が三人は入れそうなほど大きい。床や壁や天井は、大理石で造られている。

　天井では竜華灯が橙だいだい色いろに輝き、幻想的な照明効果を生み出している。

　入浴剤は、岩塩とラベンダーの香油を原料にしたものだった。油断したら、バスタブの中で眠ってしまいそうになるほど気持ちがいい。

　王室専用というだけあって、浴室も豪華の一言に尽きた。

　アッシュは湯に浸つかると、〈竜りゆう牙が亭てい〉での一件に思いを馳はせた。

　過去にもエーコがアンサルに酔ったことはあるが、あの酔いっぷりは過去最高だったのではないかと思う。

　──アッシュの赤ちゃん……欲しいの。

　エーコが熱っぽくささやいた言葉は、脳裏で何度もリフレインしている。

「まさか、あんなことを考えていたなんてな……。そりゃあ、俺おれもエーコのことは……もちろん好きだけど……でも、俺は人間で、エーコは竜族……」

　もしかして、エーコがずっと悩んでいたのは、そのことなのだろうか──？

「でも、現実的に考えて……赤ちゃんなんてつくれるのか？」

「──そんなに気になるなら、試してみれば？」

「うわっ！」

　突然、耳もとで色っぽい声がしたので、アッシュは水しぶきとともに飛び上がった。

　慌ててタオルで前を隠しつつ、声がしたほうを振り向くと──。

「エーコ!?　お前、いつの間に……」

「うふふ」

　エーコはぱしゃりと片かた膝ひざを水面から出すと、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。どうやらアッシュが物思いに沈んでいる間に、こっそりと忍びこんできたらしい。

　ここは浴室である。

　当然のように、エーコは全裸だった。湯気がその裸身を覆っているとはいえ、これは心臓に悪い。ほっそりとした肩のラインや、青いつぼみのような胸もとが視界に入るだけで、アッシュはうろたえた。

　お湯の中で回れ右をすると、エーコに背中を向ける。

「お前……まだ寝てたんじゃなかったのか？　姫様はどうした？」

「あの子なら、うたた寝してるわよ」

「あの子？」

　アッシュは違和感を覚えた。エーコは決して、シルヴィアを「あの子」などと呼んだりはしない。その落ち着き払った口調といい、妖よう艶えんな微笑みといい、どうも普段のエーコとは雰囲気が違う。

「わたしなら、別に見られても構わないのに。どうして、背中を向けるの？」

「いや、だって……」

　予想外の誘惑に、アッシュは声を詰まらせてしまう。

　──アッシュの赤ちゃん……欲しいの。

　こんなときに、先ほどの言葉が脳裏に甦よみがえった。

「うふふ……可愛かわいいのね」

　ちゃぷん、と背後で水音が聞こえた。エーコが立ち上がったのだ……と気づいた直後、アッシュは硬直した。

　エーコがそっと、アッシュの背中に抱きついてきたのだ。

「ちょっ……待て！　これはマズい！　マズすぎる……！」

　慌てふためくアッシュの右肩に、エーコがちょこんとあごを乗せてくる。両りよう脇わきからはほっそりとした腕がもぐりこんできて、アッシュの身体を優しく抱き締める。

　それ以上に問題なのは、エーコが淡いふくらみをアッシュの背中に密着させていることだった。

　肌と肌を隔てるものは、なにもない。小豆のような突起がふたつ、背中に押し当てられているのがわかる。

　一体、エーコの身になにが起こったのだろう？

　アンサルの酔いが続いているのかとも思ったが、今のエーコは酔っているようには見えなかった。

　むしろ、普段よりも冷静に見える。まるで別人だ。

　──別人……そうか！

　ようやく、アッシュはひとつの可能性に気づいた。

「その喋り方……お前、ナヴィーだな？」

「ふふっ。ご名答」

　ナヴィーは残念そうに微笑ほほえむと、ようやくアッシュから身体を離した。アッシュはようやく、身体から力を抜くことができた。ふぅ……と、安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

「もう少し、マシな登場の仕方はできないのかよ？」

　ナヴィーがエーコの身体を借りて登場したのは、これが初めてである。

「だって、いつも幽体じゃつまらないでしょ？　それとも、普段のあたしのほうが好みかしら？　ふふっ……あっちのほうが、おっぱいもお尻しりも大きいしね」

「そういうことはいってない！」

「もう、純情なんだから。英雄色を好むっていうけど、あなたは違うのね。それとも、ただのやせ我慢？」

「そりゃあ、俺おれだってそういうことに興味がないわけじゃないけど……いや、そんなことはどうでもよくて！」

　アッシュはふいに、重要な事実を思い出した。

「そうだ、ジュリアス王子から聞いたぞ！　ナヴィーって、竜種の記憶ドラグワースそのものなんだってな？」

　先祖代々、竜族が蓄積してきた知識の宝庫──竜種の記憶ドラグワースを検索すれば、エーコは様々な知識を得ることができる。

　当初は単なるデータベースかと思われていたのだが、先日、アッシュはジュリアスから竜種の記憶ドラグワースにまつわる真実を教えられたのである。

「ええ、そうよ」

　ナヴィーはあっさりと認めると、お湯の中で足を組み替えた。

　見た目はエーコなのに、その大人っぽい仕草はまさしくナヴィーのもので、ドキリとしてしまう。

「エーコは竜種の記憶ドラグワースと融合することで、真の力を得る──ジュリアス王子は、そういってた。でも、それが本当だとすると……融合したあと、ナヴィーはどうなるんだ？」

「わたし？　ただ消えるだけよ」

　あまりに冷静な口調だったので、アッシュは一瞬、ナヴィーがなにをいったのか、理解できなかった。

「あらゆる生命が死という最終点に向かって直進しているのだとすれば、私にとっての死は、エーコとの融合を意味するの。わたしは、そういうふうに造られた存在だから。エーコが幼年期を過ごしているうちは、導き手ナヴイゲーターとして手を貸すわ。でもね、エーコが成長したら、わたしは単なる〝情報体〟になるの。百科事典にはたくさんの情報が記載されているけど、そこに自我はないのと同じよ。もはや〝ナヴィー〟という自我なんて、必要なくなるってわけ」

「じゃあ、ナヴィーが初めて俺おれの夢に出てきたとき、〝これから生まれてくるわたしを託す〟といってたけど……それはつまり、いずれエーコと融合するナヴィーは、エーコ自身でもあるってことか」

「あら、覚えててくれたの」

　ナヴィーは意外そうに、くすりと微笑ほほえんだ。

「忘れられるはずないだろ……あんなこと」

　アッシュは頰ほおに熱を覚えた。夢の中とはいえ、ナヴィーはアッシュの全身をくまなく愛あい撫ぶしたのである。

「嬉うれしいわ。あれは夢の世界の出来事だったけど……なんなら、今から夢の続きをしてもいいわよ。身体のボリュームは貧弱だけど」

　そういって、ナヴィーは両手を胸もとに添えた。水面から、エーコの乳首が見えそうになってしまい、アッシュは慌てて目をそむけた。

「ななっ、なにをいってるんだ！　できるはずないだろ！」

「あら、どうして？　男と女がふたりきりで、ここはお風ふ呂ろで、お互いに素っ裸。シルヴィア王女はうたた寝しているし、わたしたちを遮る要素なんて、なにもないのよ」

「いやいやいや！　エーコの意思はどうなるんだよ？　お前がいずれエーコと融合するといっても、エーコの意思を無視するわけにはいかんだろ？」

　アッシュが正論を突きつけると、ナヴィーは興を削そがれたように、つまらなさそうな顔をした。

「まったく……真面目まじめすぎて、面白くないわね。もっとも、それがあなたの魅力でもあるのでしょうけど。じゃあ、そろそろ本題に入りましょうか」

「本題？」

　アッシュはきょとんとしたが、そもそも、なんの理由もなくナヴィーが現れるはずもない。ナヴィーはなにかを伝えるために、わざわざエーコの肉体を借りて、アッシュの前に現れたのだ。

「アヴァロンの皇女と、その騎士であるあなたに、あるお方から伝言があるわ」

　それまでとは打って変わって、ナヴィーは厳おごそかな表情になった。アッシュは思わず、湯の中で居住まいをただした。

「あるお方って……誰だれだ？」

「マザー・ドラゴンよ」

「はあ!?」

　アッシュはぽかんとした。

「アルビオンの森に入り、我に謁見せよ──彼女からの伝言よ」

「いや、そんなことを急にいわれてもな……一体、俺おれとエーコになんの用があるっていうんだ？」

「それは、実際に会って、確かめてみるしかないわね」

　ナヴィーの返事は素そっ気けなかった。

「はあ……騎士王パラデインオズワルドの次は、マザー・ドラゴンからの呼び出しかよ。俺の人生、これからどうなるんだ？」

「ふふっ。アヴァロンの騎士となった時点で、あなたはもう、普通じゃないのよ。もっと胸を張ったらどうかしら？」

「気が重いな……でもまあ、俺もひとつ、マザー・ドラゴンには教えて欲しいことがあるんだ」

「なにかしら？」

「俺も竜飼い人ブリーダーになった以上、マザー・ドラゴンには会っているはずなのに、その記憶が完全に抜け落ちている。〈オーファンの儀〉を受けたとき、俺の身になにが起こったのか……それを知りたい」

「だったら、いい機会じゃない？　ちょうど夏休みなんだし」

「そうだな……いっそのこと、実技試験の遠征先をアルビオンの森に指定すれば、一石二鳥かもしれない」

　その場の思いつきではあったが、妙案だと思えた。実技試験とマザー・ドラゴンとの謁見を、一度に済ませることが可能なのだ。あとでシルヴィアに相談してみよう、と心に決める。

「だけど、マザー・ドラゴンって……ヒトの言葉が通じる相手なのか？」

「それは大丈夫よ。彼女は特別だから」

「わかった。近いうちに、アルビオンの森に行くよ。どうせ拒否権はないんだろうしな」

「ふふ、その通りよ。それじゃあ、さようなら──」

「えっ？」

　唐突に別れを告げられ、戸惑ったのも束つかの間ま、ナヴィーは急に脱力し、アッシュに倒れかかってきた。

　どうやら、ナヴィーがエーコの身体を解放したらしい。

「うわっ！　マジかよ!?」

　アッシュは慌てて、エーコの身体を抱き留とめた。まだエーコ自身の意識は回復していない。まるで人形のように、アッシュに体重を預けてくる。

　アッシュは天井を見ることで、エーコの真まっ白しろな裸身から目を逸そらした。だが、水面下では肌と肌が密着している。

　──この状況はヤバすぎる……！

　授業で習った数式や、聖女ロサ・マリアへの祈りを思い浮かべることで、アッシュはなんとか自制した。

　そのとき、浴室の扉が勢いよく開け放たれて、

「エーコ！　そこにいるのか!?」

　うたた寝していたはずのシルヴィアが、顔を覗のぞかせたのである。目覚めたらエーコがいなかったので、慌てて捜しに来たのだろう……などと、冷静に分析している場合ではなかった。

「おい、アッシュ……」

　湯気を斬きり裂くように、シルヴィアの視線がアッシュとエーコに注がれる。

　シルヴィアは頰ほおを紅潮させると、烈火のごとく叫んだ。

「お前という奴やつは……我が家の風ふ呂ろでなにをしているっ!?」

「違うんだ、姫様！　これには深い事情があって！」

「〝騎士たる者、己おのが非は潔く認め、悔い改めるべし〟──我が家の家訓だ！」

「ぐはあっ！」

　シルヴィアの鉄拳が炸さく裂れつし、飛び散った水しぶきは天井にまで達した。





　　　　◇






　就寝前の手持ち無ぶ沙さ汰たな時間を、アッシュたちはリビングで過ごしていた。アッシュが淹いれたハーブティーの香りが、室内を優しく満たしている。

　ナヴィーに肉体の主導権を奪われていたエーコも、先ほど意識を取り戻し、シルヴィアの隣にちょこんと腰かけている。

「なるほど、そういう事情があったわけか」

　アッシュからナヴィーの件を聞いたシルヴィアは、バツの悪そうな顔をした。

「いい加減、学習しろよな。釈明の余地もなく殴られるんじゃ、身体がいくつあっても足りないって」

「そ、それについては……悪かったと思っている」

　まだ不機嫌そうではあったが、シルヴィアは謝罪の言葉を口にした。

「大体、俺おれがなんの理由もなく、エーコと裸で抱き合ってるはずがないだろ？　……ん？どうした、エーコ？」

　エーコは耳たぶまで真っ赤に染めて、うつむいている。膝ひざの上で拳こぶしを握り締め、しばらく視線をあちこちにさまよわせていたが、やがてアッシュを上目遣いで見た。

「あんた……あたしの裸、見たの？」

　あまりに可か憐れんな表情を前に、アッシュの心臓が跳ねる。

「いや、安心しろ！　湯気のせいで、ほとんど見えなかったから！」

　アッシュはまくし立てるように、早口で答えた。

「……そう」

　エーコはホッと胸を撫なで下ろした。

　全裸で寝る習慣をやめ、ちゃんと寝間着を着るようになったと思ったら、今度はアッシュに裸を見られたことを気にして、恥じらっている。

　生まれつきの美び貌ぼうと相まって、今のエーコはどんな花よりも楚そ々そとして、どんな宝石よりも美しく輝いているように見えた。

　いつの間にか、エーコの姿に見とれていたアッシュは、ハッと我に返ると、シルヴィアに視線を向けた。

「そ、そうだ……姫様に相談があるんだ。実技試験のことだけど、遠征先はアルビオンの森にしないか？」

「ふむ、それは名案だな。マザー・ドラゴンに呼ばれた以上、お前たちはアルビオンの森に赴おもむく必要がある。いっそ実技試験の遠征先をアルビオンの森に指定してしまえば、一度の旅行ですむというわけか」

　シルヴィアは納得顔でうなずいた。

「もちろん、俺とエーコの事情に姫様を巻きこむのは申し訳ないから、無理にとはいわないけど」

　アッシュが遠慮がちにいうと、シルヴィアは勇壮な面持ちで立ち上がった。

「水臭いぞ、アッシュ。そういうことなら、このシルヴィア・ロートレアモンも一肌脱ごうではないか。明日、ミラベル姉様に掛け合ってみよう」

「ありがとな、姫様」

　アッシュが笑顔で礼をいうと、シルヴィアはそっぽを向いた。ほんのりと、頰ほおを染めている。

「べっ、別に礼をいわれるほどのことではない！」

　アッシュは苦笑すると、ソファから立ち上がり、エーコの前に歩み寄った。

「そうだ、エーコ……〈竜りゆう牙が亭てい〉で食事してたとき、自分なんて人としても竜としても役立たずだっていってたけど、絶対にそんなことはないからな？　もう二度と、あんなことはいうんじゃないぞ？」

　そういって、アッシュはエーコの頭に手を置いた。柔らかな髪を優しく撫なでる。エーコはほんの一瞬、びくんと肩を振るわせたが、今ではじっとして、アッシュの手のひらを受け容いれている。

「……うん、わかった」

　エーコは頰を薔ば薇ら色いろに染めると、アッシュを見上げた。

　紅玉のような瞳ひとみは潤み、ゆらゆらと揺れている。

「……！」

　今のエーコは、息を吞のむほど可愛かわいらしくて。

　そのまま、互いに見つめ合う。

　いつしかアッシュは、エーコの柔らかそうな唇から目が離せなくなっている。

「エーコ……」

「アッシュ……」

　うわごとのように、互いの名前をつぶやいたそのとき、

「こほん。お前たち……まさかとは思うが、このシルヴィア・ロートレアモンの存在を忘れてはいないだろうな？」

「うわっ！　すまん姫様！」

　シルヴィアの冷ややかな視線に射ぬかれて、アッシュは慌ててエーコから飛び離れたのだった。





"The Navigator ～A.S.B.1365.8～" is closed.








第四話　失われた記憶、アルビオンの森









　明け方、ハッと目を覚ましたシルヴィアは、胸のあたりに異様な圧迫感を覚えた。

「こら、エーコ！　なにを寝ぼけているのだ!?」

「ふにゅう……」

　エーコは母親の乳房を吸う赤ん坊のように、シルヴィアの胸もとに顔をうずめている。それだけならまだしも、右手がシルヴィアの乳房を鷲わし摑づかみにしているのだった。

　エーコの指が動くたび、シルヴィアの胸はぽよぽよと弾む。

「あふっ……んっ……そ、そんな風にされたらっ……ああっ！」

　シルヴィアは思わず、びくん、と身体をのけ反らせてしまう。なんとか正気に返ると、力ずくでエーコの手を引きはがした。

「ま、まったく……けしからん奴やつだ」

　自分があられもない声をあげてしまったことが、無性に恥ずかしかった。

　なにげなく枕まくらもとの置き時計を見やると、午前六時を過ぎている。普段なら、コゼットが起こしに来ているはずの時刻だった。

「これは不覚！　私としたことが……！」

　夏休みだからといってだらけるのは、シルヴィアのプライドが許さない。両手で頰ほおを軽く叩たたくと、ベッドを抜けだした。

　早朝の自主トレーニングをこなしたあとは、自らの手でランスロットに食事を与える。それがシルヴィアの日課なのである。

「えっと、騎竜服ドラグスーツ……私の騎竜服ドラグスーツは……」

　コゼットがいないので、衣類も自分で用意しなければならない。改めて、自分がいかにコゼットに依存していたのかを痛感してしまう。

　そのときだった。

　──どぉおおおおおん！

　なんとなく聞き覚えのある音が、窓の外で轟とどろいたのだ。

「あれは……翼竜ストラーダの着地音か？」

　シルヴィアは怪け訝げんに思い、窓を開け放った。

　エポナ舎の庭園を見下ろすと、案の定、見覚えのある翼竜ストラーダが着陸している。

　その周囲は、見事なクレーター状になっていた。

「まったく……騎手としての腕は認めるが、いい加減、あの急降下の癖はやめさせるべきだな。迷惑にもほどがある……」

　シルヴィアは呆あきれたように、ぼそりとつぶやいた。

　騎手は女性で、モスグリーンの騎竜服ドラグスーツを着用している。シルヴィアの視線に気づいたらしく、素早く鞍くらから飛び降りると、ぴしりと敬礼をしてみせた。

「第一級宮廷郵便士、オルエッタ・ブランであります！　シルヴィア王女殿下に、コゼット・シェリー殿からの文をお届けに上がりました！」

「コゼットから……だと!?」

　シルヴィアは無意識に、窓枠をつかんだ手に力をこめた。





　　　　◇






　オルエッタを見送ったあと、シルヴィアは第七竜舎に向かった。

　夏休みということもあり、第七竜舎にはランスロットしか残っていない。

　早起きのシルヴィアに合わせて、ランスロットは既に起きていた。エーコと違って、ランスロットは規律正しいドラゴンなのである。

「待たせたな、ランスロット。朝食の時間だ」

　シルヴィアが霜降り肉を置いてやると、ランスロットは嬉うれしそうに鳴いて、もぐもぐと食べ始めた。

　そんなランスロットの脇わき腹ばらに背中を預けると、シルヴィアは懐ふところから封筒を取り出した。つい先ほど、オルエッタから受け取ったばかりの手紙である。

　──王宮に行って、私と同じ日に〈オーファンの儀〉を受けた子どもの名前を調べて欲しいのだ。

　そんなシルヴィアの懇願を受け容いれ、首都フォンティーンに戻ったコゼットが、わざわざ宮廷郵便士を使ってまで連絡をよこした。

「調査の結果が判明したのか？　あるいは、なにか予想外の事態に陥ったのか……」

　心臓が早鐘のように暴れ始める。

　封を切るのには、少しばかり勇気が必要だった。





　親愛なる姫様へ

　　お元気ですか？　わたくしは今、フォンティーン城に滞在しております。

　　例の調査の件ですが、五年前に起きた火事によって、〈オーファンの儀〉に関する資料の一部は焼けてしまったそうです。

　　焼けた資料の中には、ここ十年ほどの間に〈オーファンの儀〉を受けた子ども達の名簿も含まれていました。

　　とはいえ、焼けた資料は写本であり、名簿の原本は別の場所に保管されているという情報を得ました。

　　わたくしは名簿のありかを求め、調査を続ける所存です。

　　つきましては、もうしばらくお待ちくださいませ。




コゼット・シェリー






　最後まで読み終えたシルヴィアは、「はぁ……」と大きな溜ため息いきをついて、脱力した。ランスロットが不思議そうに、シルヴィアに視線を向けてくる。

　ランスロットの毛並みを撫なでながら、シルヴィアはぼやいた。

「まったく……〝別の場所〟とは、どこなのだ？　しっかり者のようで、肝心なことを書き忘れているのだから、困ったものだな……」





　　　　◇






　朝食後、アッシュはエーコとシルヴィアを伴い、学院長室を訪れた。

　夏休みにもかかわらず、ミラベルはちゃんと学院長室にいた。なにやら難しそうな書物に目を通している。机の上には、大量の資料を重ね置きしていた。公務のための部屋というよりは、もはや私室じみた雰囲気に染まりきっている。

　ミラベルは氷のように冷ややかに、素そっ気けなく口を開いた。

「なにか用？」

　その視線は書物に落としたままで、アッシュたちを一いち瞥べつすらしなかった。

「姉上にお願いがあります。実技試験について、なのですが」

　シルヴィアが先に口を開いてくれたので、アッシュは内心、ホッとした。

　ミラベル王女という人が、アッシュはどうも苦手なのだ。ヴェロニカのほうが、よっぽどマシな気がするほどに。

　ミラベルは表情ひとつ変えることなく、書物の表紙をぱたんと閉じた。

「遠征先、ようやく決まったのね」

「はい。私たちは、アルビオンの森に行こうと思います」

　シルヴィアの決然とした言葉に、ミラベルは小首をかしげた。

「随分と、へんぴな土地に決めたのね。だけど、アルビオンの森は聖地。あの地域は、アルビオン＝フォレスト修道騎士団が厳格に管理しているわよ」

「もちろん知っています。ですが、アッシュとエーコはどうしても、アルビオンの森に行かねばならなくなったのです。そんなふたりの事情に、私も付き合うことに決めました」

「その事情とやらを、聞かせてもらえるかしら？」

　ミラベルが鋭い視線を向けてきたので、アッシュはぞくりとしたが、怖おじ気けづいている場合ではない。

「えっと、実は──」

　アッシュが気を奮い立たせ、答えようとした矢先、

「お待ちなさい」

　突然、ミラベルはぴしゃりと告げると、懐中時計を取り出した。王族らしい威厳に打たれ、立ちすくんだアッシュだったが、

「お茶の時間よ、ユニス」

「はい、姫様」

　石像のように控えていたユニスが、初めて口を開く。

「ちょっ！　人が話してるのに、お茶ですか！」

　ミラベルのマイペースぶりに、アッシュはツッコみを入れた。

「なにか文句でも？」

　氷結魔法さながらの視線に、アッシュは気け圧おされてしまう。

「いえ、滅相もないです……」

　アッシュが小さくなっていると、室内にベルガモットの香りが漂い始めた。

　ふと横を見ると、エーコが鼻をひくひくさせている。どうやら、ミラベルが愛飲している紅茶に興味を抱いたらしい。アンサルとは趣が異なるが、いかにも竜族が好みそうな香りなのは間違いない。

　そんなエーコの様子に気づいたユニスが、声をかけてきた。

「よろしければ、皆様もご一緒にいかがです？」




　応接用のソファに三人並んで腰かけ、一服する。

　アッシュはお茶には無む頓とん着ちやくなので、せいぜい「いい香りだな」くらいにしか感じなかったが、エーコは違った。

「すごい……こんなにおいしい紅茶、初めてだわ」

　感嘆するエーコに、シルヴィアが説明を始める。

「姉上は、紅茶には人一倍うるさい人だからな。ちなみに、この茶葉はケイロン産の『エル・グロリアーナ』という」

「える……ぐろー……？」

　エーコは舌を嚙かみそうになっている。

「世界最高の茶葉だ。心して味わうがいい」

「そうなんだ？　知らなかった……」

　エーコは感心したように、紅茶の香りを楽しんでいる。

「なあ、姫様。そろそろ本題に入らないか？」

　さすがに紅茶の話ばかりしていてはマズいだろうと判断し、アッシュはシルヴィアを促した。

「ああ、そうだったな。姉上、そろそろよろしいですか？」

「構わないわ」

　ミラベルは鷹おう揚ようにうなずいた。




　シルヴィアが事情を説明している間、ミラベルは表情ひとつ、変えることはなかった。あのマザー・ドラゴンがアッシュとエーコの謁見を求めていると聞いても、なんの反応も示さなかったのである。

　シルヴィアが説明を終えると、ミラベルは悠然と口を開いた。

「事情はわかりました。一度の旅でふたつの用事を同時にすますというアイデアも、悪くないわね。ただし、アッシュ・ブレイク──あなたの移動手段はどうするつもり？　陸路だと片道だけで二週間はかかるわ。まさか、エーコを竜化させるつもりかしら？」

　ミラベルの視線が吹雪のように、アッシュに吹きつけてくる。

「いや、それは無理です。エーコは、自分の意思では変身できないみたいで」

「悪かったわね、無能で……」

　不機嫌そうに頰ほおをふくらませるエーコ。とはいえ、自分の意思ではどうにもならないのは事実なのだから、仕方がない。












　と、ミラベルがエーコに鋭い視線を投げかけた。

「あなたは無能で構わないのよ、幼竜エーコ。下手に竜化して暴れられたら、騎士国の存亡に関かかわるわ。あなたが帝国の大型航空艦ベオウルフを踏みつぶしたせいで、今現在、騎士国政府は蜂はちの巣をつついたようになっているのだから」

「むっ……」

　さすがのエーコも、言葉を詰まらせた。

　エーコなりに、責任は感じているのだろう。

　そう、竜化したエーコがベオウルフを全損させたことで、帝国政府はここぞとばかりに抗議してきたのである。

　最近の報道記事によれば、騎士国政府は示談を求めており、そのためには賠償金を支払うこともやむなし、と考えているようだ。もちろん、騎士国の財政は大打撃を受けることになるだろう。

「でも、悪いのは帝国の連中なのに……俺おれは納得できません」

　アッシュはつい、ミラベルの前で本音を漏らしてしまった。

「事情はどうあれ、騎士国内で帝国の大型航空艦が竜に襲われ、破壊された──それは動かしようのない事実よ。世が世なら、すぐさま戦争になっても不思議じゃないわ。お金で解決できるのなら、それに越したことはないでしょう」

　ミラベルは初めて書物から顔をあげると、アッシュ、シルヴィア、エーコの順に、視線を巡らせた。

「それでは、アルビオンでしか入手できないアイテムを持ち帰れば、試験は合格としましょう。そうね……この季節、あの森にはレックス・アルビオーニの花が咲いていると思うのだけど、どうかしら？」

　その花の名前なら、アッシュも聞いたことがあった。アルビオンの森にしか咲かない花で、夏季になると真まっ白しろな花を咲かせる。

「了解しました。必ずや、レックス・アルビオーニの花を持ち帰ります」

　シルヴィアは勇ましく宣言すると、アッシュとエーコに向き直った。

「そうと決まれば、早速、準備をせねば。明日には出発するぞ！」

「ああ、そうだな。ただ……」

　アッシュが煮え切らない態度を見せた途端、シルヴィアは眉まゆをひそめた。

「どうした？　なにか気がかりなことでもあるのか？」

　アッシュはうなずくと、ミラベルに視線を向けた。

「あの……ミラベル王女？」

「なにかしら？」

「確か、あなたはヴェロニカ王女の命を受けて、アンサリヴァンにお越しになったそうですが……それはやはり、エーコの監視のためですか？」

「そうね、あの体力バカはそのつもりだわ」

「たっ、体力……!?」

「あら、なにを驚いているの？　事実をいったまでよ」

　ヴェロニカほどの女傑を〝体力バカ〟の一言で切って捨てたミラベルの態度に、アッシュは啞あ然ぜんとした。どうやら、ミラベルはヴェロニカに対して、あまり敬意を抱いていないらしい。

「そ、それはともかく……今回の遠征ですけど、俺おれたちを野放しにしても構わないんですか？　ヴェロニカ王女の意に背くことになるのでは？」

　ミラベルは突然、ティーカップを机に置いた。

「あら、意外と頭が回るのね。だけど、勘ぐる必要はないわ。わたくしにとって、ヴェロニカの命令など、どうでもいいことだから」

「どういうことです？」

「仮に、エーコがなんらかの原因で再び竜になったとして、わたくしたちになにができるというの？　あの災害を止められる者がいるとすれば、アッシュ・ブレイク──エーコの飼い主である、あなたしかいない。そうでしょう？」

「それは……確かに、そうかもしれませんけど。だったら、あなたはどうして、わざわざアンサリヴァンに？」

「ヴェロニカの命令があろうとなかろうと、アンサリヴァンには個人的な用事があった──ただ、それだけのことよ」

「どんな用事なのか、訊きいてもいいですか？」

「答えはノーよ。これ以上の詮せん索さくは許しません」

　ぴしゃりとアッシュの言葉を封じると、もはや用はすんだとばかりに、ミラベルは手もとの書物に視線を落としたのだった。
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　翌朝。旅支度をすませたアッシュ、エーコ、シルヴィアの三人は、ランスロットに相乗りし、アンサリヴァンを発たった。

「頼むぞ、ランスロット！」

　シルヴィアのかけ声に、ランスロットは嬉き々きとして鳴いた。

　実技試験という名目も含まれているので、アッシュとシルヴィアは真面目まじめに騎竜服ドラグスーツを着用している。

　エーコもアッシュのパルである以上、受験者と見なされるため、制服姿だった。

　相乗りの順番は、手綱を握るシルヴィア、エーコ、アッシュである。

　実は飛び立つ直前、エーコが自分から「真ん中がいい」と主張したのだ。なので、アッシュは最後尾となった。

　エーコのたおやかな腰に、アッシュは手を回している。そうしないと転落するという大義名分があるとはいえ、なんだか照れ臭い。

「おおおおおおん……！」

　三人分の体重などものともせずに、ランスロットは意い気き揚よう々ようと空を駆ける。

　天気は快晴。

　まだ早朝なので涼しいが、昼間は酷暑となることが予想された。今のうちに距離を稼いでおくほうがいいだろう。

「なあ、姫様。ミラベル王女の目的って、なんなんだろうな？」

　アッシュはふと、ずっと気になっていた疑問を口にした。

　当初、ミラベルの目的はエーコの監視だと思われた。だが、ミラベル自身には別の目的があるという……。

「あの姉上がなにを考えているかなど、私にわかるはずがないだろう？」

　シルヴィアは不機嫌そうに答えた。

「そもそも、ミラベル王女って……どういう人なんだ？　ヴェロニカ王女は見るからに武闘派だから、わかりやすかったけどさ」

　ランスロットの手綱をさばきながら、シルヴィアは答えた。

「ミラベル姉様は、れっきとした学者だ。つい先日までは、エスパーダ聖法大学院に留学されていた」

「……仰々しい名前だな。やっぱりエスパーダ聖庁と関係あるのか？」

「無論だ。エスパーダ聖法大学院とは、聖庁の直下にある特務機関でな。そこでは文系や理系を問わず、あらゆる分野の天才たちが研究に没頭しているという」

「途方もない話だな……」

　ミラベルの年齢は聞いていないが、シルヴィアとひとつかふたつしか違わないように見える。まだ少女といって構わないだろう。にもかかわらず、それほどの特務機関に留学していたとは、末恐ろしい人物といえた。

　アッシュはふと、ミラベルの通り名を思い出した──〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉。

「じゃあ、ミラベル王女の専門分野は？」

「機械工学と考古学において、既に学位を取得しておられる。特に、遺跡から発掘される聖せい遺い物ぶつがお好きだそうだ」

「聖遺物……って、なんだ？」

「そんなことも知らんのか！　このアルク＝ストラーダ大陸の各地には、数多くの遺跡が点在している。いわゆる古王国ゾノ＝トーン文明の遺跡だな」

　その言葉なら、アッシュも歴史の授業で習った気がした。

「中でも帝国領で発見された〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉と呼ばれる巨大遺跡からは、数多くの古代機械が発掘されているそうだ。化石燃料を動力源とする航空艦や、千年綺華晶ミレニアムを動力源とする魔導艦も、その一種だな。そうした古代機械を総称して、聖せい遺い物ぶつと呼ぶのだ」

「じゃあ、ミラベル王女は、その聖遺物とやらを専門に……？」

「ああ。我が国の魔導艦シルヴァヌスの開発にも、ミラベル姉様は深く関かかわっている。帝国から亡命してきた科学者たちと協力し、我が国の領内で発掘された魔導エンジンを〝使える〟状況まで復元させ、なおかつ艦の設計なども担当した」

「マジかよ!?　ミラベル王女って、そんなにすごい人だったのか！」

「もっとも、シルヴァヌスは先日の戦いで大破してしまったがな」

「それをいわれると……申し訳ないな」

　アッシュはがっくりとうなだれた。

「悪かったわよ……」

　黙って話を聞いていたエーコも、しょぼんとして小さくなっている。

「いや、お前たちが気に病むことはない。諸悪の根源は帝国だということはわかっているし、シルヴァヌスは修理中だ。一時は全損かと思われたが、かろうじて魔導エンジンは無事だったらしい。エンジンさえ無事なら、外側はいくらでも修理できる」

　その話は、アッシュにとって初耳だった。墜落と同時に爆発したので、てっきり修理は不可能だと思っていたのだ。

「そうか……良かった。本当に良かった」

　エーコを安心させるように、アッシュは「良かった」を繰り返した。

「だけどさ、そんな天才博士が、どうしてアンサリヴァンにやって来たんだろうな？　機械工学とは対極に位置する街だぞ？　あの人の性格なら、ヴェロニカ王女の命令なんて断ることもできたと思うし」

　多数のドラゴンが滞在しているアンサリヴァン市は、竜りゆう綺き華か晶しようを使った道具が日常生活に溶けこんでいる。例えば、竜華灯もその一種である。

　そうした影響もあって、アンサリヴァンは騎士国内でも特に、機械工学の恩恵は薄いといっていい。

「それは私も同感だ。ミラベル姉様は決して、ヴェロニカ姉様を恐れてはいない。学業を理由に断ることもできたはずだ。あの大陸会議すら、留学を理由に欠席を決めたミラベル姉様が、どうしてアンサリヴァンなどにやって来たのか……本当に不思議だな」

「やっぱり、エーコに興味があるのかな？　アンジェラ先生だって、エーコに興味があるからこそ、学院の講師になったわけだし……最近は見かけないけど」

「いや、ミラベル姉様は機械にしか興味のない人だ。エーコが目当てではないと思う」

　シルヴィアが断言したので、アッシュはホッと安心した。

　ここ最近、エーコは情緒不安定に見える。少なくとも、今はエーコをそっとしておいて欲しい……というのが、アッシュの願いだった。
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　ランスロットのおかげで、夕刻にはアルビオンの森が見えてきた。

　昼間は猛暑に悩まされたものだが、今では涼しい夕風が吹いていて、肌に心地良い。

　森の入口付近には、まるで置き去りにされた遺跡のように、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした建築群がずらりと並んでいる。

　ひときわ目立つ聖堂をはじめ、修練所や宿舎と思おぼしき建物が整然と配置されている様子は、ただ上空から眺めているだけで、歴史の重みが感じられた。

　敷地はかなり広く、家畜小屋や菜園もある。さらには葡ぶ萄どう畑ばたけもある。アルビオン産のワインは有名であり、シェブロン王国にも輸出されているそうだ。

　眼下に広がる光景を眺めつつ、アッシュはつぶやいた。

「あれが……アルビオン修道院か」

　アルビオン＝フォレスト修道騎士団の拠点である。〈オーファンの儀〉に関する記憶の大半を失っているアッシュだが、眼下の修道院がかもし出す粛然とした雰囲気には、どことなく懐なつかしさを覚えた。

「ランスロット、門の前に着陸するんだ」

　シルヴィアの命を受け、ランスロットはゆっくりと降下を始める。やがて、いかめしい門扉の前に着陸した。

「くぅん……」

　途端、ランスロットは身体を丸めて眠りに就いた。高速飛行を繰り返したせいで、魔力を使い果たしてしまったのだろう。一見、その雄大な翼だけで飛んでいるように見えるドラゴンだが、その実、飛行には膨大な魔力を消費するのだ。

「ご苦労だったな」

　シルヴィアは手綱を離すと、ランスロットのうなじを愛いとおしげに撫なでている。

「ありがとな、ランスロット」

　アッシュも地上に降り立つと、ランスロットに心から礼を述べた。そして、頭上のエーコに向けて両手を広げてみせる。

「ほら、エーコも早く降りろよ」

　もちろん、普通に飛び降りても怪け我がをするような高さではないのだが、女性に対するちょっとした心遣いだった。

「ん……わかった」

　エーコは下着が見えないよう、制服のスカートを手で押さえながら、鞍くらの上で腰を浮かせた。

　以前は裸を見られても平気だったエーコが、今では下着すら見せたくはないらしい。ここ最近のエーコの変化には、目をみはるばかりだった。

　ぽすん、とエーコの身体がアッシュの胸に収まる。

「……ありがと」

　エーコは頰ほおを赤らめながら礼の言葉を告げると、地面に足をつけた。

「ん？　どうかしたのか、姫様？」

　アッシュはふと、シルヴィアが今も騎乗したまま、じっとこちらを見つめていることに気づいた。

　たちまち、シルヴィアは真っ赤になった。

「べ、別にうらやましいとか、そんなことは思ってないのだからな！　今の私はあくまでも竜騎士ドラグナーであって、騎士にかしずかれる貴婦人ではないのだ！」

　口で否定すればするほど、墓穴を掘ってしまっていることに、シルヴィアは気づいていないようだ。

　アッシュは苦笑すると、シルヴィアに向けて両手を広げた。

「ほら、姫様も」

「だ、だから必要ないといっているだろうが！」

　シルヴィアは意固地になって宣言すると、素早く飛び降りようとした。

　だが、女性用の騎竜服ドラグスーツもまた、そのスカートは短い。シルヴィアが腰を浮かせた途端、柔肌をぴったりと包む純白の布地が、アッシュの視界に飛びこんできた。

「わわっ！　そんな立ち方をしたら……！」

　アッシュが狼ろう狽ばいの声をあげたので、ようやくシルヴィアも気づいたようだ。

「えっ……こ、こら！　なにを見て──きゃっ！」

　シルヴィアは慌ててスカートの裾すそを押さえたのだが、その拍子にバランスを崩してしまう。小さな悲鳴が聞こえたときにはもう、シルヴィアは呆あつ気けなく転落していた。

「危ない！」

　咄とつ嗟さの判断で、アッシュはシルヴィアの身体を受け止めた。が、騎竜服ドラグスーツはずしりと重いし、自由落下の勢いもついている。

「うわあっ！」

　アッシュはたまらず、シルヴィアを抱いたまま尻しり餅もちをついた。と同時に、なにか柔らかいモノが顔面をふさいでくる。

　もちろん、シルヴィアの豊かな胸だった。

「むぐっ！」

　アッシュが身み悶もだえすればするほど、乳房はふにふにと形を変えて、アッシュの顔を包みこんでくる。

　その柔らかさに甘美な心地を抱いたのも束つかの間ま、次第に息が苦しくなってきた。とはいえ、シルヴィアの身体を無理に押しのけるわけにもいかない。

「姫様……お願いだから…………早くどいてくれ……………………」

「す、すまん！」

　シルヴィアは慌てると、ようやく起き上がった。

「ふう……姫様に怪け我ががなくてよかった──ん？　エーコ……どうかしたかのか？」

「……………………」

　エーコはさも不機嫌そうに腕組みをして、そっぽを向いている。アッシュが不思議に思って訊たずねても、こちらを振り向いてはくれなかった。

「……あたしの特権だと思ってたのに」

　残念ながら、エーコがぼそりと漏らしたつぶやきは、アッシュの耳には届かなかった。

「あのう……竜騎士ドラグナー様とお見受けしますが、なにぶん、この辺りは聖地に指定されてますので、無許可の立ち入りは……」

　と、誰だれかが舌足らずな口調で話しかけてきたので、アッシュは背後を振り返った。

　少女である。年の頃ころは、せいぜい十歳前後と思われた。掃除の途中だったらしく、箒ほうきをキュッと握り締めている。純朴そうな顔立ちと小柄な肢体は、どことなくハムスターのような小動物を連想させた。

　そんな愛くるしい顔とは対照的に、白を基調とした衣装は裾すそが長く、物々しい雰囲気を感じさせる。

「いや、俺おれたちは決して怪しい者ではなくて──」

　慌てて釈明をしようとしたアッシュを片手で遮ったのは、シルヴィアだった。

「私は騎士国の第四王女、シルヴィア・ロートレアモンだ。お前は？」

「おっ……お姫様っ!?」

　少女は箒を放ほうり投げると、その場で膝ひざをついた。地面に額をこすりつけんばかりの勢いで、シルヴィアの足もとに平伏する。

「そっ、そうとは知らず、失礼いたしましたっ！　わたしはクラエと申します！　このアルビオン＝フォレスト修道院で、巫み女こを務めておりますっ！」

　少女の平伏ぶりには、さすがのシルヴィアもたじたじとなった。

「そっ、そこまでかしこまる必要はないぞ？　王女とはいえ、まだ私は一介の学生にすぎない。それに、今日はプライベートな用事で来たのだ。ほら、顔を上げるといい」

「あうう……もったいないお言葉です」

　シルヴィアが差しのべた手を恭うやうやしく握り締めると、クラエは立ち上がった。

「巫み女こさんならちょうどいい。とりあえず、俺おれたちの話を聞いてくれないか？」

　アッシュは地面に転がっていた箒ほうきを拾い上げると、クラエに手渡した。クラエは素直に箒を受け取ったものの、アッシュを不思議そうに眺めやった。

「……あなたは？」

「俺はアッシュ・ブレイク──竜騎士ドラグナーだ」

　アッシュは懐ふところから銀時計を取り出した。

　竜騎士ドラグナーに憧あこがれる子どもなら、誰だれもが一度は夢見るシチュエーションである。ちょっとばかり、誇らしい気分になった。

　銀時計の効果は覿てき面めんだったらしく、クラエはアーモンド型の双そう眸ぼうを一杯にみひらいた。

「では、あの立派な聖竜マエストロは……アッシュ様のパルなのですね！」

「いや……ランスロットは、姫様のパルだけど」

　クラエは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「では、アッシュ様のパルはどちらに？」

「えっと、俺のパルは……」

　アッシュはエーコの肩に手を置いた。その瞬間、エーコはぴくりと身体を震わせたのだが、アッシュは気に留とめなかった。

「紹介するよ。俺のパル──エーコだ」

「……………………」

　エーコは恥ずかしそうに、クラエの前でもじもじしている。まるで、人見知りの激しい子どものようだった。以前のエーコなら、こうしたまだるっこしい状況には不快を示し、とっくに怒鳴っていたと思うのだが……。

　クラエは瞬時に顔色を変えると、エーコの頭部をまじまじと見つめた。

「どう見ても人間の女の子に見えますが、確かに角がありますね！　では、幼竜エーコとは、あなたのことだったのですね！」

「へっ？　エーコを知っているのか？」

　アッシュが怪訝に思って訊たずねると、クラエはにっこりと笑った。

「はい。先日、わたしのもとにマザー・ドラゴンから託たく宣せんが下りました。夢の中で、彼女の言葉を聞いたのです」

「本当か!?」

　アッシュは身を乗り出した。

「当修道院の記録では、マザーの託宣が下されたのは五百年ぶりとのことです」

　クラエは誇らしげに胸を張った。もっとも、相変わらず箒を握ったままなので、あまり威厳は感じられない。

「五百年ぶりか……それは、確かにすごいな」

　アッシュは素直に感心した。

「わたしのお祖じ父いちゃんなんて、驚きのあまり心臓発作を起こしたほどです」

「ちょっ……大丈夫だったのか？」

　戦々恐々として訊たずねると、クラエは苦笑を浮かべた。

「今はぴんぴんしていますよ。ちなみに、お祖父ちゃんはアルビオン＝フォレスト修道騎士団の団長でもあります。それはもう、すごい人なのですよ！」

「そいつは話が早い。じゃあ、あとで君のお祖父さんにも挨あい拶さつしておかないとな。で、託たく宣せんというのはどんな内容だったんだ？」

「近いうちに、竜騎士ドラグナーアッシュとアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの正統なる末まつ裔えいエーコが、アルビオンを訪れる──と。幼竜エーコが人間の姿をしていることも、マザーはちゃんと教えてくれました」

　クラエは居住まいを正すと、にっこりと微笑ほほえんだ。

「聖地アルビオンへようこそ。皆様を心から歓迎いたします」
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　クラエに先導され、アッシュたちはアルビオン修道院の門をくぐった。

　修道士や修道女とすれ違うたび、物珍しそうな視線を向けてくるので、くすぐったい気分だった。一応、騎士団と名のってはいるが、目に留とまった通行人からは、騎士という感じは受けなかった。

　クラエが真っ先に足を向けたのは、敷地の片隅にある、石造りの建物だった。

「こちらに、お祖父ちゃんの執務室がありますので」

　クラエは慣れっこなのか、なんら臆おくすることなく、建物に足を踏み入れた。クラエの背後にはシルヴィアが続き、アッシュとエーコが肩を並べてあとを追った。




「わしが、アルビオン＝フォレスト修道騎士団──団長のカスヴァズですじゃ。もっとも、この通りの年寄りです。単に『爺じいさん』で構いませんぞ」

　執務室でアッシュたちを出迎えた騎士団長は、その肩書きに似合わず、気さくな人物だった。ただし、いつ心臓発作を起こしてもおかしくないほど高齢なのは確かだ。

　声だけでなく、その一挙一動に、ぷるぷるとした震えがつきまとう。九十代、いや、もしかしたら百歳を超えているかもしれない。

　真まっ白しろな顎あご髭ひげを伸ばし、しかも黒のローブをまとっているので、おとぎ話に出てくる魔法使いそのものだった。

「それにしても、シルヴィア王女殿下……ご立派に成長されましたな。殿下がランスロットの幼生オーフアンを得て、森の奥おくより帰還された日のこと……しっかりと覚えておりますぞ」

「ありがとうございます、ご老体」

　シルヴィアは老人に敬意を払いつつ、丁重に応じた。もっとも、その横顔には、いささか複雑な感情が垣かい間ま見みられた。

　もしかしたら、自分がランスロットの幼生オーフアンを手に入れたのは、アッシュのおかげだという事実を伝えることができなくて、もどかしく思っているのかもしれない。

「で、そちらの少年は……？」

　老人が訊たずねてきたので、アッシュは背筋を正した。

「俺おれはアッシュ・ブレイクです」

　アッシュが名乗った途端、老人はふさふさとした眉まゆ毛げをひそめた。

「はて……アッシュ・ブレイクじゃと？　どこかで聞いたことのある名じゃ……」

　老人はしばらく首をひねっていたが、急に叫んだ。

「そっ、そうじゃ……！　アッシュよ！　そなた、確か左腕に……珍しい形をした〈星せい刻こく〉が刻まれてはおらんか!?」

「これのことですか？」

　アッシュは左の袖そで口ぐちをまくりあげると、幾重にも巻きつけていた包帯を取った。

　正直、他人の目に触れさせるのは苦手なのだが、不思議と、この老人になら見られても構わない気がした。

　左腕に刻まれた、巨大な〈星刻〉を一目見るなり、老人はカッと双そう眸ぼうをみひらいた。

「そう……それじゃ！　うむ、覚えておるぞ……」

　老人の思わせぶりな言葉を聞いて、アッシュは緊張を覚えた。

「本当ですか！　実は俺……〈オーファンの儀〉を受けたときの記憶が抜け落ちていて……なんでもいいから、覚えていることを教えてはくれませんか？」

　残念ながら、老人はゆっくりと首を横に振った。

「いや……わしが覚えておるのは、その〈星刻〉の模様だけじゃ。ジュリアス王子の〈星刻〉も異様じゃったが……アッシュよ、そなたの〈星刻〉も規格外じゃのう」

「ご老体！　兄上の〈星刻〉をご覧になったことがあるのですか!?」

　突然、シルヴィアが身を乗り出したので、アッシュは面食らった。

「姫様？　どうしたんだよ、そんなに驚いて……」

　シルヴィアはハッと我に返ると、きまりの悪そうな顔をした。

「その……まだ幼かった頃ころ、私は兄上にせがんだことがあるんだ。兄上の〈星刻〉を見せて欲しい、とな。だが、兄上は……とても寂しそうな顔をして、断った。私は、そのことが大いに不満だったのだが……」

　老人は、寂しげに語るシルヴィアに視線を向けると、いたわるように告げた。

「ジュリアス王子もまた、アッシュと同じ気持ちだったのでしょうな。王子の〈星せい刻こく〉は、背中をびっしりと埋め尽くしておった……一目見た瞬間、わしは不吉な予感に打たれたものですじゃ。とても、他人に見せたくなるような〈星刻〉ではありませんでした。まさか、その予感が的中してしまうとは……」

　無念そうに目を伏せた老人を安心させるように、シルヴィアは声をかけた。

「ご安心ください。ここだけの話ですが、兄上は生きています。つい先日、このフォンティーン城に帰還しました。さすがに、まだ正体を明かすことはできませんが……」

「ほう……そうでしたか。では、王子は己おのれの運命に打ち勝ったのですな……」

　老人は感慨深そうにつぶやくと、うっすらと涙を浮かべた。

「おっと……歳を食うと、感傷的になっていかんですな」

　老人は気を取り直すように、笑顔を浮かべた。

「幸いにも、明日は〈オーファンの儀〉が行われる日ではありませぬ。マザー・ドラゴンに謁見するのは、明日にするのがよいでしょう」

　アッシュとしては、一刻も早くマザー・ドラゴンに謁見したいところだったが、既に日は暮れている。いくら聖地とはいえ、夜の森に分け入るのは危険だろうと思われた。

「わかりました。明日、アルビオンの森に入ります。それと……この近辺にある宿屋を教えてもらえると助かるのですが」

「宿でしたら、問題ありませんよ！」

　アッシュの申し出に答えたのは、ずっと戸口に控えていたクラエだった。

「当修道院には、巡礼者向けの宿舎があるのです。質素ではありますが、皆さんのお食事もご用意させていただきますね！」

「本当か!?　助かるよ、クラエ。姫様とエーコも、構わないよな？」

　アッシュが振り返って訊たずねると、

「ああ、異論はない」

「あんたがそれでいいなら……構わないわ」

　シルヴィアはともかく、エーコまでが素直に了承したのは、意外だった。以前のエーコなら「おいしいお肉、出るんでしょうね？」と、念を押しただろうから。

　今のエーコは素直で、大人しくて、確かに可愛かわいい。

　だが、なにかが違う気がするのも、事実だった。

　──やっぱり、エーコは元気いっぱいで、食欲旺おう盛せいなのが一番だよな。俺おれはエーコの悩みを取り除くことができるんだろうか……？

　アッシュがそんなことを考えていたら、

「……アッシュ？　どうかしたのか？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうな顔をして、訊たずねてきた。

　アッシュは慌てて、我に返った。

「い、いや……なんでもない。なんでもないぞ」

「そうか？　かなり深刻そうな顔をしているように見えたが？」

　シルヴィアの鋭い指摘に、アッシュが目を白黒させていると、クラエが無邪気な笑顔で宣言した。

「それでは皆さん、宿舎にご案内しますね！」





　　　　◇






　ほの暗い森の中、アッシュは自問する。

「はぁ……俺おれは一体、なにをやっているんだ？」

　足が重い。空気はじっとりと湿り気を帯びている。樹じゆ液えきや土壌の匂においがないまぜとなって、鼻をつく。

　羽虫が飛び交い、頭上の枝からは毛虫が落ちてくる。

　怪け鳥ちようが啼なき声をほとばしらせるたび、飛び上がらんばかりに驚いた。

　握り拳こぶしほどもある蜘く蛛もを、何度も見かけた。

　地を這はう蛇に出くわそうものなら、恥も外聞もなく逃げ惑った。

「くそっ……他ほかの連中は、どこに行った？」

　アルビオンの森に足を踏み入れた当初、アッシュは大勢の子どもたちと行動をともにしていた。

　だが、いつしかアッシュは孤立していた。広大な森林地帯は、百人単位の子ども達をあっという間に吞のみ込んで、個別に分断してしまったのだ。

「はぁ……」

　これで数度目の溜ため息いきを漏らしつつ、アッシュは頭上をぼんやりと眺めやった。

　生い茂る樹き々ぎは、天てん蓋がいさながら頭上を埋め尽くし、かすかな木漏れ日でさえ、今にも消え入ってしまいそう。

　アッシュは辺境のアルバ村から、遠路はるばる、この森にやって来た。

　大人たちが「アルビオンの森」と呼んでいる、この聖域に。

　もちろん、自分の意思ではなかった。




　つい先日、アッシュは古ぼけた馬車の中で、七歳の誕生日を迎えた。

　母と幼い妹、村長や友人達に見送られ、故郷を発たったのが二十日も前のこと。故郷のアルバ村では、まだ雪がちらついていた。結局、アッシュは誰だれにも誕生日を祝ってはもらえなかったのだった。

　その昔、母親が諭さとすように聞かせてくれた言葉が脳裏に甦よみがえる。

　──このロートレアモン騎士国ではね、七歳の誕生日を迎えたら、〝森〟に行かねばならないの。もしお前に素質があれば、森に棲すむドラゴンから〈幼生オーフアン〉を授かることになる。それはね、とても名誉なことなんだよ。

　残念ながら、名誉などといわれても、幼いアッシュにはピンと来なかった。

「まったく……気色の悪い森だよなあ」

　アッシュは忌いま々いましげにつぶやくと、あてもなく歩き続けた。

　やがて、ぴたりと足を止める。

「ひっく……」

　女の子がすすり泣いている声だったように思うが、気のせいかもしれない。

　立ち止まったまま、耳を澄ましてみる。

「えぐっ…………ぐすっ…………」

　今度は、はっきりと聞こえた。

「行ってみるか」

　アッシュは駆け出した。

　泣いている女の子が心配だったというよりは、とにかく仲間が欲しいという気持ちのほうが大きかった。

　ただ一心に、声のする方向を目指した。

　鬱うつ蒼そうとした茂みを抜けるなり、アッシュは息を吞のんだ。

　大樹の根本で、ひとりの女の子がぺたんと座り込み、泣いている。

　アッシュが息を吞んだ理由は、主にふたつ。

　ひとつめは、女の子の金髪だった。

　薄暗い森の中にあってなお、その髪はかすかな木漏れ日を浴びて、黄金のように輝いている。辺境のアルバ村では、まず見られない色だった。

　ふたつめは、女の子の服装だった。

　色取り取りの宝石を縫い付けたドレスは、森の奥おく深くに分け入るには、とても場違いに見えた。

　アッシュは慎重に歩み寄ると、おずおずと手を差し伸べた。

「大丈夫か？」

　女の子は、ゆっくりと顔をあげた。

　切りそろえた前髪の下で、蒼氷色アイスブルーの瞳ひとみが涙に濡ぬれて、揺らめいていた──。
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「姫様っ……!?」

　女の子の美び貌ぼうを見て驚いたことで、アッシュは七歳当時の自分から、今現在の自分に立ち返った。

　そのせいで、夢は呆あつ気けなく覚めた。

　見慣れぬ部屋の光景に、ほんの一瞬、違和感を覚えたが、すぐさま巡礼者用宿舎の一室であることを思い出す。

　古びたベッドが壁際に置いてあるだけの、質素な部屋である。

　エーコとシルヴィアの姿はない。厳格な修道院では、男女の寝所は完全に分けられているのだ。エーコとシルヴィアは、女性専用の宿舎に案内されたのだった。

「もう朝か……」

　ぼそりとつぶやいて、窓の外を見やる。朝陽あさひが燦さん々さんと射さしこんでいる。外には森が広がっていることもあり、野鳥のさえずりがひっきりなしに聞こえてくる。

　枕まくら元もとに置いていた銀時計を手に取ると、まだ五時半だった。

「さっきの夢……なんだったんだ？」

　上半身を起こすと、汗で額に張りついている前髪をかき上げる。

　それほど暑いわけでもないのに、全身がぐっしょりと汗ばんでいた。あたかも、実際に森の中を駆け抜けた直後のように。

　改めて、夢で見た内容を思い返してみる。

　あれは確かに、七歳当時のアッシュだった。

　しかも、アルビオンの森に足を踏み入れていた。

　夢の中のアッシュは、〈オーファンの儀〉を受けていたのだ。

「あれは……俺おれ自身の過去なのか!?」

　その可能性に気づいた途端、心臓が早鐘のように高鳴り始める。

　幼生オーフアンだったエーコを身体に宿して以来、どんなに記憶をたどっても、思い出すことはできなかった情景──それが突如として、夢に現れた。

　これは一体、なにを意味するのだろう？

「もしかして、聖地がすぐそばにあるから……その影響だったりするのかな？」

　そこまで考えて、アッシュは重要なことを思い出した。

「そうだ、姫様……！」

　夢の終わりに登場した、清せい楚そな女の子──。

「幼かったけど、あの女の子は確かに姫様だった！　俺は……〈オーファンの儀〉で姫様と会っていたのか!?」

　今すぐ女性専用の宿舎に駆けこんで、シルヴィアと話したい気分だったが、なんとか自制した。いくらなんでも、男子禁制の建物に突入するわけにはいかない。ここは学院ではなく、修道院なのだ。下手に禁を破ったりしたら、ただですむとは思えない。

　そもそも、夢の内容が必ずしも現実だったとは限らないのだ。確証を得るまでは、不用意に話さないほうがいいだろうと思った。

「はぁ……顔でも洗ってくるか」

　アッシュは溜ため息いきを漏らすと、ベッドから抜けだした。そういえば、夢の中でも溜息ばかりだった気がするな……と思ったら、苦笑いが浮かんだ。
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　宿舎で朝食を摂とったあと、アッシュは聖堂の前でエーコ、シルヴィアと合流した。そして、まっすぐアルビオンの森に向かった。

　森の中は樹木が密集しており、ドラゴンの巨体だと進みにくいため、残念ながらランスロットの出番はない。ドラゴンに騎乗しない以上、騎竜服ドラグスーツは不要なので、今朝はアッシュもシルヴィアも制服を着用していた。

　エーコも昨日に引き続き、制服姿である。胸には、例のぬいぐるみをしっかりと抱いている。よほど気に入ったらしく、わざわざ旅先にまで持ってきたのだった。

　真夏とは思えないほど、森の中は清涼感に満ちている。

　一般的な森とは、雰囲気が違う気がする。言葉では説明しにくいのだが、神聖な気配が漂っている、とでもいえばいいのだろうか。

　アルビオンの森が「聖地」と呼ばれる理由は、ただ単にマザー・ドラゴンの棲すみ処かだから、というだけではないのだろう。

　あるいは、マザー・ドラゴンが棲すんでいるからこそ、神聖な気配が漂っているのかもしれない。

　そんな空気を吸っていると、不思議と懐なつかしい感じがした。

　いや、決して不思議ではなかった。そう、アッシュは確かに、この森を訪れたことがあるのだから。

　眼前に広がる森の姿は、夢で見た情景とつながっているように思われた。

「問題なのは、マザー・ドラゴンが森のどこにいるか──だな。ナヴィーはなにもいってなかったのか？」

　前を行くシルヴィアが、肩ごしにアッシュを振り返った。

「いや……ナヴィーはなにもいってなかった」

「そうか。だとしたら、〈オーファンの儀〉を受けたときと同じように、ひたすら森の奥おくに進むしかないか」

　シルヴィアは勇ましく告げると、ずんずんと前に進んでいくのだが、

　──きしゃああああああっ！

　突然、森のどこかで怪け鳥ちようの叫びがほとばしったので、

「ひいっ！」

　頭を抱えてうずくまった。その小さな背中が、夢の中に現れた女の子と重なった気がして、アッシュは思わずドキリとした。

「大丈夫か、姫様？　俺おれたちから離れないほうがいいぞ？」

「私は大丈夫だ！　べっ、別に怖くなんてないんだからな！」

　シルヴィアは虚勢を張ったものの、今度はアッシュと肩を並べて歩き始めた。シルヴィアに気づかれないよう、アッシュは心の中でこっそり苦笑した。

「ねえ……アッシュ？」

　と、森に分け入って以来、ずっと押し黙っていたエーコが、アッシュの袖そでをくいくいと引いた。

「どうした？」

「マザー・ドラゴンって……やっぱり、あたしにとっては〝お母さん〟なの？」

　その質問には、意表を衝つかれた思いがした。マザー・ドラゴンに謁見する──そのことばかりに気を取られてしまい、そこまで考えが及ばなかったのだ。

「確かに、マザーっていうくらいだからな。エーコにとっては、母親に当たるのかもしれない。姫様はどう思う？」

　シルヴィアは腕組みをすると、慎重に答えた。

「人間の親子とは、いささか趣が異なるかもしれないな。マザー・ドラゴンとは、いってみれば女じよ王おう蜂ばちのような存在だ。新たに生まれた各個体のことを、いちいち気にかけているのかどうかは……」

　そこまで述べたシルヴィアだが、エーコが表情を曇らせていることに気づき、慌てて訂正した。

「もちろん、今のは私個人の推測だ。実際のところは、私にもわからない」

「となれば、実際に会ってみるしかないってわけか」

　アッシュは安心させるように、うつむきがちなエーコの頭を撫なでた。

「大丈夫だ、俺おれがついてる。マザーがお前にどんな態度を取ったとしても、俺はお前の味方だ。それだけは、絶対に変わらない」

「アッシュ……！」

　アッシュの言葉に勇気づけられたのか、エーコはようやく顔をあげた。長い睫まつ毛げに縁取られた瞳ひとみは潤み、透き通るように白い頰ほおにはうっすらと紅がさしている。

　──かっ、可愛かわいい……！

　ただ見つめられただけで、アッシュはドキリとした。

　しばらくの間、互いに無言で見つめ合う……。

「こほん！」

　と、大気を斬きり裂くような咳せき払ばらいが聞こえたので、アッシュもエーコもビクッと肩を振るわせた。

「おい……まさかとは思うが、またしても私の存在を忘れたわけではあるまいな？」

　慌てて背後を振り返ると、シルヴィアが不機嫌そうな顔で、仁王立ちしていた。




　あてもなく、森の中をさまよい続ける。

　茂みを抜けた先で、アッシュは急に立ち止まった。

　ほんの一瞬、小さな女の子の姿が、アッシュの視界に浮かびあがったのだ。

　女の子は木漏れ日のように明るい金髪と、透き通るような碧へき眼がんの持ち主で、ドラゴンのぬいぐるみを抱き締めていた。足を痛めているらしく、ただ泣きじゃくっていた。

「ここは……！」

　アッシュはまばたきも忘れ、周囲の景色を見わたした。

　樹木の枝が密集する中、ちょっとした広場のように開けた場所。

　その中央には、一本の大樹が堂々と根を張っている。

　間違いない。

　今朝、夢に出てきた光景と、ぴたりと一致するのだ。

　七歳だったアッシュが、金髪の女の子と出会った場所──。

「アッシュ？」

　五歩ほど先行したシルヴィアが、怪け訝げんそうに振り返る。

「どうかしたの？」

　エーコも心配そうに、アッシュを見つめていた。

「……いや、悪い。なんでもない」

　アッシュは気を取り直し、再び歩き始めた。

　──姫様は、この場所を覚えてないのかな……？

　前を行くシルヴィアの背中を眺めつつ、そんなことを考える。いや、森の景色など、いちいち覚えていないほうが自然だろう、とも思う。

　ただし、夢の中で見た光景が実在したことで、夢の信しん憑ぴよう性せいは高まった気がした。

　──やはり、あれは……俺おれが実際に体験した出来事なのか？

「ん？　あれ……エーコ？　姫様？」

　なにげなく顔を上げた途端、アッシュは愕がく然ぜんとした。

　目の前にいたはずのエーコとシルヴィアが、影も形も見当たらないのだ。辺り一面、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々ばかりだった。

「ウソだろ!?　エーコ！　姫様！」

　アッシュは大声で呼びかけながら、駆け出した。

　やがて、どこからともなく、白い霧が朦もう々もうと立ちこめる。

　次第に視界がふさがれていく中、アッシュは無我夢中になって、エーコとシルヴィアの姿を捜し求める。

「エーコぉおおおお！　姫さまぁあああ！」

　だが、走れば走るほど、霧はどんどん濃くなっていく。ついには視界が真まっ白しろに塗りつぶされて、なにも見えなくなってしまう。

　自我と世界の境界線すら、曖あい昧まいになっていく──。

「くそっ！　なんなんだよ、この霧は──……」

　その言葉を最後に、アッシュの意識は白い霧に吞のみこまれた。





　　　　◇






「ふぅ……随分と歩いたが、マザーはまだ現れんのか？　せめて、自分の居場所くらいは教えて欲しいものだが」

　シルヴィアが不満を漏らしつつ、ぴたりと足を止める。

　すぐ背後を歩いていたエーコは、

「むぎゅっ！」

　思わず、シルヴィアの背中に顔面から突っこんでしまった。

「ちょっと、急に止まらないでよね！」

　エーコは文句を飛ばした。鼻の頭がじんじんと痛む。

　シルヴィアはエーコを振り返ると、眉まゆをひそめた。

「お前の前方不注意にも問題はあったと思うが？」

　シルヴィアの口調には、どことなくトゲがあるように感じた。さりげなく観察すると、シルヴィアの視線はエーコの胸もと──ドラゴンのぬいぐるみに注がれている。

　シルヴィアがなぜ、アッシュが所持していたぬいぐるみにこだわるのか、エーコにはわからない。腹立たしいとさえ思う。

　誰だれがなんといおうと、このぬいぐるみはエーコにとって、大切な宝物である。

　一目見た瞬間、「可愛かわいい！」と思ったし、自分でも不思議なくらい親近感が湧わいた。それよりなにより、アッシュから贈られたプレゼントなのだ──。

　エーコはぬいぐるみを抱く腕に、ギュッと力をこめた。

「大体、どうしてあんたまで森に入る必要があるのよ？　マザー・ドラゴンに呼ばれたのは、あたしとアッシュだけなのよ？　あんたは修道院の庭先で、レックス・アルビオーニの花でも捜してたらいいじゃない！」

「なっ……なんだと!?」

　シルヴィアは顔色を変えた。人の顔からサッと血の気が引く瞬間というのを、エーコは生まれて初めて目撃した。

「私はただ、お前たちが心配だから付き合っているだけだ！　そんな私の善意が……お前は気に食わんというのか？」

「はっ！　善意の押し売りなんて、迷惑だわ！　もしかしたら、お呼びでない人間が一緒にいるから、マザーも出るに出られないんじゃないの？」

　咄とつ嗟さの思いつきだったが、理屈は通っているような気がした。

　そうだ、シルヴィアが一緒にいるから、マザー・ドラゴンは顔を出せないのだ。マザーと謁見していいのは、あくまでもアッシュとエーコだけなのだから。

　ただ、日ひ頃ごろから世話になっているシルヴィアに対し、自分がひどい言葉をぶつけているという自覚はあった。

　痛烈な言葉を浴びせかける一方で、そこまでいう必要があるのだろうか、という逡しゆん巡じゆんもあった。

「エーコ……お前、本気でいっているのか？」

　事実、あまり人から罵ば倒とうされた経験がなさそうなシルヴィアは、目に見えてうろたえている。

　だが、シルヴィアとぬいぐるみの関係性を意識すればするほど、エーコは正体不明の不安を覚えてしまうのだった。

　もし、このぬいぐるみが本当に、元々はシルヴィアの所持品だったのだとしたら……それは一体、なにを意味するのだろう？

「おい、エーコ！　謝るなら今のうちだぞ？」

　シルヴィアが鋭い目をして、エーコを睨にらんでいる。怒り心頭に発しているのは、明らかだった。

「ふん！　だったら、どっちが悪いのか、アッシュに決めてもらえばいいわ！」

「望むところだ！　おい、アッシュ！」

「ほら、アッシュ！　さっさといいなさいよ！」

　ところが、なかなかアッシュは答えない。

「……アッシュ？　あれ？」

　睨めっこを中断し、エーコは周囲を見回した。

　先ほどまで、一緒に歩いていたはずのアッシュの姿は──どこにも見当たらなかった。

「アッシュ!?　なんでいないのよっ！」

　エーコは愕がく然ぜんとした。

　アッシュがいない。

　ずっとそばにいると思っていたアッシュが、いつの間にか姿を消している。

　過去、エーコは何度もアッシュと引き離され、帝国の連中からひどい目に遭わされてきた。それだけに、アッシュが忽こつ然ぜんと消えた事実は、エーコを不安に陥れた。

「おい、アッシュ！　どこへ行ったというのだ!?」

　シルヴィアも怪け訝げんな顔をして、辺りを見わたしている。

　いつしか、周囲には白い霧がたちこめていた。

　一寸先を見通すだけでも、困難になってしまう。

「ぐるるるる……」

　そのとき、背後で獰どう猛もうな獣を思わせる唸うなり声ごえが、確かに聞こえた。

「ウソ……！」

　咄とつ嗟さに振り返ったエーコは、その場で凍りついた。

「なっ……屍灰竜ネクロマンシアだと!?　バカな！　ここは聖地だぞ……」

　シルヴィアのいう通り、目の前で唸っているのは、一匹の屍灰竜ネクロマンシアだった。

　ウィリンガム霊れい廟びように出没したのと同じく、身体のサイズは幼竜と変わらない。それほど威圧感があるわけではなかった。

　だが、その漆黒の毛並みや、どろりとした底無し沼を思わせる瞳ひとみ、ぐずぐずと溶けかかっている歯は茎ぐき……など、身体は小さくとも、その毒々しい姿からは目を背けたくなる。

「お前は下がっていろ！」

　シルヴィアはエーコをかばうように立ちはだかると、懐ふところから大粒の竜りゆう綺き華か晶しようを取り出した。

「ランスロット！　シルヴィア・ロートレアモンの名において、汝なんじを召喚──うぐっ！」

　召喚の呪じゆ文もんは尻しり切きれとなった。屍灰竜ネクロマンシアの腹部から、見るもおぞましい触手が伸びて、鞭むちのようにしなったのだ。

　ぴしりと手首を打たれ、シルヴィアは竜綺華晶を落とした。のみならず、赤黒い触手は次々と増殖し、シルヴィアの手足を拘束する。

　ついにシルヴィアは全身の自由を奪われ、宙ちゆう吊づりにされた。あがけばあがくほど、触手は手足に食いこんでいく。

「うぐっ……やめろぉおおおお！」

　シルヴィアは頰ほおを真っ赤に染めて、目には涙を溜ためている。

　あれほど凛りんとして、勇ましかったシルヴィアが、今では手も足も出ないという現実に、エーコは戦せん慄りつした。

「ぐぉおおおおおおおおおん！」

　屍灰竜ネクロマンシアが雄お叫たけびをあげる。テラテラと濡ぬれ光る触手の先端が、シルヴィアのうなじや胸の谷間、そして太ももの内側をいやらしく這はいずり回る。触手が這えば這うほど、シルヴィアの素肌はねっとりとした粘液に汚されていく。

「くそっ……騎士国の第四王女である私に……こんなことをして……ただですむと思っているのかっ!?」

　苦し紛れの言葉は、もちろん通じるはずもなく、ついには触手の先端がブラウスの下にもぐりこみ、力任せに生き地じを裂いた。

　衣類の切れ端が、雪のようにハラハラと舞う。

　女性らしい撫なで肩がたが、たっぷりと量感のある乳房が、きゅっとくびれた腰が、白日のもとにさらされた。

「あっ！　ど、どこを触っている……！　いい加減に……あうっ！」

　雪のように白い裸身を、触手は容赦なく責め立てる。その先端から分泌された粘液が、むき出しとなった素肌をねっとりと湿らせていく。

　それでも、シルヴィアはエーコに向けて、気丈に叫んだ。

「なにをしている!?　私に構うな！　せめてお前だけでも逃げるんだ！」

「そんなこと……できるわけないでしょ！」

　エーコは拳こぶしを握り締めて反論した。

　ついさっき、ひどいことをいったエーコを、シルヴィアは命を賭かけて逃がそうとしている。お人ひと好よしもいいところだ。そんなシルヴィアを置いて自分だけが逃げ出すなど、許されるはずがない。そんなことは、エーコのプライドが絶対に許さない。

　せめてアッシュがいれば、聖騎甲アークを献呈することで戦えるのだが、頼みの綱のアッシュは消失してしまった。

　ならば、エーコがひとりでなんとかするしかない。

　──あたしが竜になれば……こんな雑魚は敵じゃないわ。だけど、自分の意思で変身できるの？

　額に嫌な汗を感じつつ、エーコは自問する。

　首都フォンティーンで竜化したときの感覚を、なんとか思い出そうとするが……なかなかイメージが湧わかない。

「エーコ！　後ろっ！」

　と、シルヴィアが悲痛な声を放った。

「えっ……？」

　背後を振り返ったエーコは、ギョッとして立ちすくんだ。

　二匹目の屍灰竜ネクロマンシアが、獲物を見つけた猛獣さながら、エーコをじろりと見下ろしているのだ。












「ひっ……！」

　顔から血の気が引いた。

　頭では「逃げなくちゃ」と思っているのに、身体が動かない。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおん！」

　すさまじい咆ほう哮こうと同時に、無数の触手が大気を斬きり裂いた。

　あっという間に、エーコは手足を拘束された。

　爪つま先さきが地面を離れたかと思うと、天地がぐるりと逆転した。

　逆さかさ吊づりにされたと気づいた途端、羞しゆう恥ち心しんに襲われた。制服のスカートが胸のあたりまでめくれてしまい、下着だけでなく、おへそまでが丸見えになっているのだ。

「いやあああああああああああああああっ！」

　絶望のあまり叫んだエーコの視界を、赤黒い触手が埋め尽くした。





　　　　◇






「怪け我が……してるのか？」

　アッシュが遠慮がちに訊たずねた途端、金髪の女の子は猛烈な勢いで立ち上がった。

「けっ、怪我などしては──」

　あいにく、反論の言葉は続かなかった。女の子は苦く悶もんの表情を浮かべると、再びうずくまった。

「くっ……！」

　その仕草から察するに、足首を痛めているらしい。

　そのとき、女の子の懐ふところから、なにかが転がり落ちた。

「……ん？」

　アッシュが拾い上げてみると、ドラゴンのぬいぐるみだった。お世辞にも格かつ好こいいとはいえない。むしろ不細工の部類に属するだろう。全体的に丸っこいデザインで、本当にドラゴンなのかどうかも疑わしいくらいである。

「ほら、落としたら可哀かわい想そうだろ？」

　妹を諭さとすような調子で、アッシュはぬいぐるみを差し出した。

　女の子はガバッと引ったくるような勢いで、ぬいぐるみを抱き締めた。よほど大切にしていたのだろう。

　アッシュは苦笑すると、くるりと女の子に背を向け、片かた膝ひざを突いた。

「なっ……なんの真ま似ねだ？」

　刺とげ々とげしい言葉が背中に突き刺さるも、それが強がりなのは明らかだった。

「見りゃ解わかるだろ？　森の入口まで、俺おれが連れてってやる」

「なんだと？　それはつまり……来た道を引き返すということか？　この由緒正しき〈オーファンの儀〉を、棄権するということか？」

　アッシュは当然とばかりにうなずいた。

「そうなるな。どうせその足じゃ、探索なんて無理だろ？」

「ふざけるな！」

　予想外の一喝に虚を衝つかれ、アッシュはびっくりした。

「私にはパルが必要なのだ！　ここまで来て引き返すなど、論外だ！」

「〝パル〟……ってなんだ？」

　アッシュはきょとんとして、訊たずねた。

「なっ！　お前は騎士国の民でありながら、そんなことも知らんのか！」

　見るからに、女の子の怒りは最高潮に達していた。

「竜飼い人ブリーダーとドラゴンの間柄を意味する、極めて神聖な言葉だ！　覚えておけ！」

「わかった……」

　たじたじとなったアッシュに、女の子はさらに追及する。

「そもそも、お前はどうなのだ？　私に構う余裕があるのなら、どうしてマザー・ドラゴンを探そうとしない？　お前は竜飼い人ブリーダーになりたいと思わないのか？　まさか……」

　女の子が、ずいっと顔を寄せてくる。

「な、なんだよ？」

　顔の距離が近すぎて、アッシュは恥ずかしさのあまり、女の子を正視できなかった。

「マザー・ドラゴンを探すふりだけして、手ぶらで帰るつもりではあるまいな？　ここ最近、そういう無気力な子ども達が増えていると、街では噂うわさになっているのだ」

　図星を指されてしまい、アッシュはうろたえる。

　事実、アッシュはそれほどドラゴンに関心を持ってはいるわけではなかった。もしかしたら、女の子のいう「無気力な子ども」というのは、自分のような子どもを指すのかもしれない。

　とはいえ、女の子の真剣な表情を見ていると、とても「その通りだ」と認めることはできなかった。

「そりゃあ、俺だって……マザー・ドラゴンには会ってみたい……かな？」

「ならば行け！　お前に我が家の家訓を教えてやる！　よぉく聞け！」

　さっ……と風が吹き抜け、どこか遠くで鳥が啼ないた。

「騎士の誇りは、竜とともにあり！」

　芯しんの強い声に鞭むち打うたれ、アッシュは思わず回れ右しようとしたのだが、

「ちょっと待て！　俺が行ったら、お前はどうなる？　また独りぼっちだぞ？」

「し、しかしだな……この私が怪け我がで退場などと、絶対にあってはならぬことなのだ！　私は……私は、絶対に諦あきらめないぞ！」

　アッシュは嘆たん息そくした。滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　あまりに滅茶苦茶すぎて──自然と笑みが零こぼれた。

　改めて、女の子の顔をまじまじと見つめる。

　不思議な子だと思った。

　つい先ほどまでは、一歩も動けず、めそめそと泣いていたくせに、それがどうだ。

　ドラゴンの話題になった途端、その瞳ひとみは俄が然ぜん、輝きを帯びた。

　自分のお節介ぶりを自じ嘲ちようしつつ、アッシュは腹を決めた。

「わかったよ。お前は、どうしても竜飼い人ブリーダーになりたいんだな？」

「無論だ」

「引き返す気はないんだな？」

「無論だ！」

「だったら、答えはひとつだ。俺おれがお前を背負って、一緒にマザー・ドラゴンを探す。これならどうだ？」

「えっ……？」

　女の子は目を点にすると、小首を傾かしげた。

　あいにく、女の子はアッシュの言葉を聞いてはいないようだ。その蒼あおい瞳は、明らかにアッシュの背後に向けられている。

「おい……どうかしたのか？」

　ようやく、アッシュは異変を察知した。女の子の視線を追いかけるように、背後を振り返る。

「うおっ！」

　仰天した。今しも茂みの奥おくから、のっそりと這はい出そうとしている、巨大な生き物と目が合ったのだ。

　木漏れ日が、その湿り気を帯びた体表をテラテラと光らせている。

「バジリスク……なのか!?」

　下位種とはいえ、一応は地竜アーシアの眷けん属ぞくといわれる生き物。水かきを備えた前足が、アッシュに向けて、のっそりと一歩を踏み出した。

「逃げるぞっ！」

　アッシュは女の子を無理やり背負うと、一目散に駆け出した。




「はぁ、はぁ……死ぬかと思った」

　森の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆けずり回った末に、アッシュは木陰で足を止めた。心臓がバクバクと暴れている。

　幸い、バジリスクの気配は消えていた。

「ふぅ……大丈夫か？」

　肩ごしに訊たずねたものの、返事はない。女の子は痛いくらいにアッシュにしがみつき、ガクガクと震えているのだった。

　今さらながら、アッシュは女の子が身体を密着させていることに気づいて、カァッと頰ほおに熱を覚えた。

　衣服ごし、背中から腰にかけて、女の子の体温と、柔らかな感触が伝わってくる。香水のような、甘い匂においも漂ってきた。

　アッシュの故郷では、香水の匂いをさせている女の子など皆無だった。大人の女性ですら、特別な日にしか香水を使ったりはしない。

　先ほどとは別の意味で、胸の鼓動が高鳴ってしまう。

　アッシュは気を紛らわすように、ぶっきらぼうに告げた。

「まったく、恐こわがりにもほどがあるな。『騎士の誇りは、竜とともにあり』だっけ？　せっかくの家訓が泣いてるぞ？」

「うるさい！」

　アッシュの皮肉を耳にした途端、女の子は急にジタバタと暴れ始めた。ポカポカと後頭部を殴られてしまう。

「いててっ！　頼むから、大人しくしろって！」

　アッシュは危うく、女の子を落っことすところだった。

「お前が私をバカにするからだ！」

「わかった、謝る！　謝るからっ！　痛いって！」

　──騎士の誇りは、竜とともにあり。

　その家訓から察するに、どうやら女の子は竜騎士ドラグナーの家に生まれたらしい。もっとも、こんなに臆おく病びようでは、とてもドラゴンを乗りこなせるとは思えないが……。

　女の子の家族も、それがわかっていたからこそ、あえて探索には不向きな、可愛かわいらしいドレスを着せたのかもしれない。もちろん、そんなことを口に出してはいわないが。

「……で、これからどうするんだ？」

　アッシュに問われ、女の子はようやく暴れるのをやめた。

　既に、太陽は傾きつつあった。

　定められた刻限まで、あと少し。〈オーファンの儀〉の管理・運営を司つかさどるアルビオン＝フォレスト修道騎士団によれば、マザー・ドラゴンは自らが「素質あり」と認めた子どもの前にしか、姿を現さないという。

　それでも、女の子は気丈に答えた。

「私は諦あきらめない。なんとしても、マザー・ドラゴンを探すのだ！」

　予想通りの答えだったので、アッシュは笑った。わかりやすい女の子だ。

　もちろん、アッシュに異論はなかった。

　つい先ほど、女の子に誓ったばかりなのだ。

　──俺おれがお前を背負って、一緒にマザー・ドラゴンを探す。

「じゃあ、行くか」

「うむ！」

　アッシュは新たな一歩を踏み出した。濡ぬれた土壌が、ふたり分の体重を受け止め、かすかに沈み込む。

　なんだか自分が、女の子の〝パル〟になった気分だった。




　──りん……。

　最初、アッシュがその美しい音色に気づいたのは、そろそろ体力的な限界を迎えつつある頃ころだった。

　──りん……。

　再び、アッシュはその音を聞いた。

　いや、それが音なのかどうかは、よく解わからない。音を聞いたというよりは、波動のようなものを身体で感じた、というほうが正しい。

「なぁ、お前には聞こえたか？」

「なにをだ？」

　質問に質問で返され、アッシュは口ごもった。

「言葉ではうまくいえないんだけど。なんていうか……呼ばれた気がしたんだ」

「それは本当かっ！」

　突然、女の子がグッと身を乗り出してきたので、アッシュはバランスを崩しそうになった。心臓に悪い女の子だ。

「もしや、マザー・ドラゴンに呼ばれているのではないか？　だとしたら……」

　突然、女の子は意気消沈してしまった。しょんぼりとうなだれてしまった様子が、背中ごしに伝わってくる。

「どうしたんだ？」

「お前には聞こえているのに……私にはなにも聞こえない」

「いやいや、まだマザー・ドラゴンの呼び声だって決まったわけじゃない。空耳の可能性だって──」

　その刹せつ那な、一瞬にして、視界がまばゆいばかりの光輝に埋め尽くされた。

　鬱うつ蒼そうとした森の景色が、眼の前から消失する。

　アッシュは自分の身体がふわりと宙に浮いたような、未知の感覚に襲われた。




「ここは……？」

　不思議な空間だった。

　一見、ほの暗い洞どう窟くつの奥おくかと思えるのだが、天井が異様に高い。天井付近には無数の光球がゆらゆらと揺らめいている。目を凝らしてみると、光球の正体は竜りゆう綺き華か晶しようらしい。世界でいちばん豪勢なシャンデリアかもしれない。

　足元には湖面が広がり、天井から降り注ぐ光をきらきらと反射している。水底は綺き麗れいに透き通っていた。深さはせいぜい、アッシュの膝ひざまでだろう。

　湖の向こうには、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした佇たたずまいの建造物があった。

　遺跡から発掘された神殿──それ以外の喩たとえを、アッシュは思いつかなかった。

　四角い石を組み上げた足場から、凝った紋様が彫られた柱が無数に屹きつ立りつしている。

　列柱の狭はざ間まには、巨大な壁画があった。アッシュには理解不能な、極めて抽象的な模様が描かれている。

　ふと、アッシュは周囲に漂う甘い香りに気づいた。ラベンダーのようでもあり、ローズのようでもあった。ドラゴンが好むハーブの一種、アンサルの香りだろう。

「んっ……」

　と、アッシュのすぐ脇わきで、うめき声がした。振り返ると、女の子が横たわっている。アッシュとは、しっかり手をつないだ状態だった。今さらながら、女の子の手のひらの温かさに、ドギマギしてしまう。

　女の子がうっすらとまぶたを開いたので、アッシュは慌てて手を離した。

「ここは……？」

　目覚めたばかりの女の子は、きょとんとして、この不思議な空間を見わたしている。

　──りん……。

　アッシュはまたしても、波動めいたなにかを感じた。

「今、不思議な音が聞こえなかったか？」

　女の子は悲しそうな顔をして、首を横に振った。どうやら、アッシュにしか感じることはできないらしい。

　刹せつ那な、アッシュは凄すさまじい風に煽あおられ、吹き飛ばされそうになった。女の子はぬいぐるみをギュッと抱き締めて、なんとか風圧に耐えている。

　ばさり──大地を揺るがすような羽音が、洞窟の内部にわんわんと反響した。眼を開けてはいられないほどだった。

　やがて、羽音と風圧が収まった。

　アッシュは恐る恐る、閉ざしていた目ま蓋ぶたを開いた。

　湖のむこうに、なにかがいた。

　神殿と思おぼしき建造物、その中央。

　そこに、ドラゴンがいる。

　頭部には象ぞう牙げ色の角が二本。身体は白銀の毛並みに覆われている。長い首には、絢けん爛らんたる宝飾品を巻いていた。

「もしかして……あれがマザー・ドラゴン？」

「えっ？」

　アッシュとは対照的に、女の子はきょろきょろと周囲を見回している。どうやら、ドラゴンの姿はアッシュにしか見えないらしい。

「おぉん……」

　頭をゆらりと持ち上げると、ドラゴンは鳴いた。

　足元の岩盤がビリビリと震動を始める。

　首を伸ばしたドラゴンの全高は、三階建ての屋敷にも匹敵するだろうと思われた。

　ドラゴンの姿は見えなくとも、その咆ほう哮こうはしっかりと聞こえたのだろう。女の子は恐怖のあまり、アッシュの腰にしがみついている。

　だが、アッシュは不思議と恐こわくなかった。のみならず、ドラゴンの意思を直感的に理解することさえできた。

　──アルバ村のアッシュ・ブレイクよ。汝なんじに、我が子オーフアンを授ける……。

　間違いない。

　マザー・ドラゴンは、アッシュに我が子を託そうとしているのだ。

「ふざけるな！」

　アッシュはやるせない気持ちに駆られた。

　本音をいえば、アッシュには幼生オーフアンを欲するような理由はない。この女の子に出会ってさえいなければ、あれほど熱心に森の中を探索することもなかったはずだ。

　そんなアッシュとは違って、女の子には幼生オーフアンを欲する理由があるらしい。

　詳しくは聞いていないが、それが切実な理由であることは明らかだった。

　ならば、答えは最初から決まっている。

「マザー・ドラゴン！　お前は大バカ野郎だ！　幼生オーフアンが必要なのは、俺おれじゃない。こいつなんだよ！」

　アッシュは自分でも驚くくらいの大声で宣言すると、女の子の両肩を強引に摑つかみ、正面に立たせた。

「ちょっ……どういうつもりだ？」

　女の子は戸惑っている。

「しっかりしろ！　お前には理由があるんだろう？」

「だ、だが……私には、マザー・ドラゴンの姿すら見えないというのに……」

「問題ない！　マザーはそこにいる！」

　アッシュはマザー・ドラゴンに向けて、人差し指を突きつけた。

「頼む、マザー・ドラゴン！　幼生オーフアンはこいつに託してやってくれ！」

「……………………」

　返事はなかった。

　その代わり、マザー・ドラゴンの毛並みが蒼あお白じろい光を放射した。

　アッシュの身体が、不思議な光に包まれる。

「くっ……！」

　アッシュは自分の身体が名状しがたい力に支配されつつあることを悟った。

　意思とは無関係に、左手が徐々に持ち上げられていく。

　なんとか拳こぶしを握り締めようとあがいたが、無駄だった。

　手のひらに、焼け付くような感触を覚えた。

　今しも貴族の家紋めいた刻印が、手のひらの皮膚を焼くように刻まれつつあった。

「この……わからず屋があっ！」

　それが契約の刻印──〈星せい刻こく〉であることは、もはや明らかだった。

　マザー・ドラゴンは問答無用で、アッシュの身に幼生オーフアンを託そうとしているのだ。どうやら人間だろうとドラゴンだろうと、母親マザーというものはわからず屋と相場が決まっているらしい。

　──駄目だ！　このままじゃ……俺おれが竜飼い人ブリーダーになってしまう！

　アッシュは手探りで女の子の身体を引き寄せると、ドラゴンの咆ほう哮こうに匹敵する叫び声を放った。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　──どん！

　アッシュは焼けつくような手のひらを、女の子の胸の中央に押しつけた。

　爪つま先さきから頭頂に向けて、電流が駆け上るような衝撃が走る。

「あぐっ……！」

　女の子が苦く悶もんの喘あえぎを漏らす。

　それでも、アッシュは女の子の胸から手を離さない。

　女の子の衣服が衝撃で破れ、雪のように白い素肌がむき出しとなった。

　それでもなお、アッシュは左手に刻まれた〈星刻〉を、女の子の胸に押しつけた。

　こんな風にあがいたところで、どうにかなるとは思えなかった。

　だが、なにも試すことなく、このまま女の子が竜飼い人ブリーダーになる機会を永遠に奪ってしまうのは、絶対に許せなかった。

〈オーファンの儀〉を受けられるのは、生涯に一度きり。

　この機を逃せば、二度目はないのだ。

「この〈星せい刻こく〉は──お前に譲る！　こいつは……お前のモノだっ！」

　血を吐く思いで、アッシュは絶叫した。

　──ぶしゅっ！

　直後、アッシュは信じがたい光景を目の前にした。

　左腕が裂けた。

　肘ひじから下の部分が、衣服もろとも千切れ飛んだのだ。

「ひっ……！」

　女の子は全身に返り血を浴びるやいなや、失神した。

　どさりと、その場に倒れ込んでしまう。

　アッシュもまた、あまりに現実離れした光景を前に、ふらりとよろめいたが、辛うじて踏ん張った。

　痛みは感じないが、無惨な傷口からは真っ赤な血が滴したたり落ちている。

　今にも途切れそうな意識を辛うじてつなぎ止め、アッシュは女の子の身体に視線を走らせた。

　真まっ白しろな胸の中央には、一度はアッシュの手のひらに刻まれた〈星刻〉が、確かに刻まれていた。どうやら、〈星刻〉は無事、女の子の身体に移動したらしい。

「ははっ……やった……やったぞ…………──」

　会心の笑みを漏らしたのも束つかの間ま、アッシュはばたりと倒れ伏した。





　　　　◇






「うわああああ！」

　左腕を吹き飛ばされたショックを引きずったまま、アッシュは夢から覚めた。

「あれ？」

　慌てて左腕を確認する。包帯でぐるぐる巻きにされた、普段通りの左腕だった。思わず安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

「お目覚めのようですね」

　と、頭上から涼やかな声が降り注いだ。

「へっ……うわっ！」

　見たこともない女性が、アッシュの顔を覗のぞきこんでいる。

　アッシュはようやく、自分が膝ひざ枕まくらをされていることに気づき、慌てて跳ね起きた。

　アッシュに膝枕を提供していたのは、緑色の髪を腰まで垂らした、幻想的なまでに美しい女性だった。その瞳ひとみも透き通るような緑色で、まるで大粒の翡ひ翠すいを思わせる。

　頭部には二本の角が生えている。無数に枝分かれした、立派な角だった。有角の女性を見るのは、エーコ、ナヴィーに続いて三人目である。

　年の頃ころは、二十代半ばといったところだろうか。だが、見た目の若さとは裏腹に、淑女のような落ち着きを感じさせる。その身にまとうドレスも上品で、あたかも歌劇に登場する貴婦人のようだった。

「えっと……あなたは？」

「わたくしが、マザー・ドラゴンです」

「ええっ!?」

　アッシュは飛び上がらんばかりに驚いた。周囲をぐるりと見わたすと──確かに、夢の中で見たのとそっくりな風景が広がっている。

　当時七歳だったアッシュが、マザー・ドラゴンに謁見した場所である。

　夢の中では踏みこめなかった神殿風建築物の内側に、アッシュは横たわっているのだった。列柱のむこうには、きらめく湖面が広がっている。

　おそらくは、竜族が魔法の力で構築した空間だと思われた。なんとなく、あの遣けん竜りゆう工房と似通った雰囲気があるのだ。アンサル・ハーブの匂においにも気づいた。

　それにしても、目の前の女性がマザー・ドラゴンというのは、本当だろうか？

　夢の中では神々しいドラゴンだったのに、今では妙齢の美女なのだ。角が生えているところを見ると、竜族なのは間違いないようだが。

　と、アッシュは急に重大な事実を思い出した。

「エーコと姫様は無事なんですか!?　森の中で見失ったんです！」

「ふたりなら、そこにいますよ」

　マザー・ドラゴンは落ち着いた口調で答えると、アッシュの背後を指さした。

「このあたしを……誰だれだと……思っているの……ふ、踏みつぶ……あぐっ！」

「やめろ……そんなところを触るなんて……私はこの国の王女なのだぞっ！　ああっ！」

　エーコとシルヴィアは地面に横たわっていた。

　悪い夢でも見ているのだろうか、ウンウンとうなされている。ふたりそろって、額にはじっとりと脂汗。妙に艶なまめかしい悶もだえ方をしているので、アッシュはドキリとした。

　一体、ふたりはどんな夢を見ているのだろう？

「あの……ふたりとも、大丈夫なんですか？」

　マザー・ドラゴンはにこりともせずに、淡々と答えた。

「初歩的な幻術です。ふたりとも、まだまだ修行が足りませんね。身体に影響はありませんから、心配は要りません」

「そうですか……」

　安あん堵どの溜ため息いきを漏らしたアッシュは、エーコとマザー・ドラゴンの関係について、重要なことを思い出した。

「そうだ！　エーコが、あなたのことをとても気にしていました。自分にとって、〝お母さん〟に当たる存在じゃないかって。俺おれ、今すぐエーコを起こしますから」

「お待ちなさい」

　その柔和な印象からは信じられないほど、マザー・ドラゴンは鋭い声を放った。

「残念ですが、わたくしは竜族という種の母であって、エーコの母ではありません」

「えっ……？」

「いってみれば、わたくしは竜族の繁殖を司つかさどるシステムの一部。賢けん竜りゆう魔法アルビオンの中核を為なす存在なのです。たとえアヴァロンの皇女といえども、特別な情は湧わきません」

　そこまで断言されてしまうと、アッシュはいたたまれない気持ちになった。

「いくらなんでも、そんないい方は……エーコが可哀かわい想そうです。それに、あなたはエーコに謁見するよう、求めたじゃないですか。それは、エーコになんらかの情を抱いているからじゃないのですか？」

　アッシュが指摘すると、マザー・ドラゴンは目を伏せた。長い睫まつ毛げが、雪のような肌に陰を落とす。

「……そうですね。最初は、そのつもりでした。ですが、気が変わったのです。わたくしは、やはりエーコとは会わないほうが良いと、結論づけました。わたくしの用件は、すべてあなたにお話しします。エーコはそのまま、寝かせておいてください」

「そんな！」

「たとえ対面したとしても、わたくしには母親らしい振る舞いなど、なにひとつできはしません。ならば、会わないほうが良いのです。それに……母親などいなくても、エーコにはあなたという騎士がいる。シルヴィア姫のように、身体を張って助けてくれる友人もいる。もちろん、騎士国で飼われている竜族もまた、エーコの味方です。それ以上は、なにも必要ありません」

「……わかりました」

　釈然とはしなかったが、マザー・ドラゴンの決意は固いようだ。これ以上話し合っても無駄だろうと、アッシュは悟った。

「それでは、本題に入りましょうか」

　マザー・ドラゴンの言葉に、アッシュは改めて緊張を覚えた。

「先日、エーコが首都フォンティーンで覚かく醒せいしたことは、わたくしも知っています」

「すみません。俺が、エーコをちゃんと守ってやれなかったばかりに……」

「既に起こったことは、仕方ありません。あなたを責めるつもりもありません。ただ、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こうの力は、あまりに大きいのです。その気になれば、この星を滅ぼすことも可能でしょう。アヴァロンの力を使いこなすには、今のエーコでは未熟すぎます。あの子はつい先日も、つまらない理由で竜になりかけましたね？」

「そ、それは……すみません」

　アッシュはぎくりとした。

　どうやら、マザー・ドラゴンはすべてをお見通しのようだ。

　それはもう、本当につまらない理由だった。例のぬいぐるみの件でシルヴィアと喧けん嘩かをした挙げ句、竜化しそうになったのだから……。

　アッシュがエーコを抱き締め、必死で諭さとしたおかげで、なんとか竜にならずにすんだものの、確信があっての行動ではなかった。ただ単に、運が良かっただけともいえる。

「冥竜王モルドレッドや、帝国軍の動向も気になります。それだけではなく、シェブロン王国やエスパーダ聖庁、ラブロック商工都市連合もまた、首都フォンティーンに現れた巨竜には高い関心を抱いているようです」

　そこで言葉を切ると、マザー・ドラゴンは懐ふところからなにかを取り出した。

　差し出されたのは、銀色の腕輪だった。

　金属表面に彫りこまれた精せい緻ちな模様は、アッシュの〈星せい刻こく〉に似ている気がした。

「これは……？」

「〈アヴァロンの腕輪〉です。エーコがこれを装着している限り、たとえどんな事態に陥ったとしても、竜になることはありません。のみならず、この腕輪に意識を同調させることで、多少は自分をコントロールできるようになります。慣れさえすれば、この腕輪を外すと同時に、竜化ドラグナイズできるようになるでしょう」

「本当ですか!?」

　アッシュは身を乗り出した。

　エーコは現在、自分の意思で変身を制御することはできない。その結果、つまらない理由でも竜になりかけてしまう。

　だが、〈アヴァロンの腕輪〉を使いこなせるようになれば、自分の意思で竜化できるようになる──マザー・ドラゴンは、そういっているのだ。

「……一部の愚かな者どものせいで、あの子はアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいとして、その偉大なる姿を衆目にさらしてしまいました。これは人類にとっても、竜族にとっても、由ゆ々ゆしき事態です。今後も、あの子の力を利用したがる輩やからは現れることでしょう。アヴァロンの力をいかに使うかは、エーコ自身と、その騎士であるあなた次第です。そのことを、ゆめゆめ忘れないでください」

「はい。肝に銘じます」

　マザー・ドラゴンの言葉に胸を打たれ、アッシュは真しん摯しな思いで答えた。

　受け取った腕輪は、ずしりと、アッシュの手にその重量感を伝えてきた。

「では、わたくしの話はこれでおしまいです。これから、あなたがたを森の入口に転送しますので──」

　自分の用がすんだ途端、マザー・ドラゴンが事務的な口調で切り出したので、アッシュは焦った。

「ちょっと待ってください！　実は……あなたにどうしても訊たずねたいことがあるんです」

「なんですか？」

「俺おれ……〈オーファンの儀〉を受けたときの記憶を、完全に失っていたんです。でも、聖地にたどり着いてから、少しずつ思い出してきました。森の中で、俺は姫様と出会って……その後、あなたに呼ばれた。だけど、俺は姫様のために、あなたに逆らった……」

　マザー・ドラゴンは遠い目をして、溜ため息いきをついた。

「その通りです。あれには驚かされました。本来ならば、あなたにはランスロットを授けるつもりだったのです。直系ではありませんが、ランスロットもまた、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けに連なる高貴なドラゴンなのです」

「マジですか！　ランスロットがエーコの親しん戚せきだったなんて……。でも、あなたはどうして、姫様には幼生オーフアンを授けようとしなかったんです？」

「あいにくですが、シルヴィア・ロートレアモンに竜騎士ドラグナーとしての素質はありません」

　相手がマザー・ドラゴンとはいえ、そこまで断言されると、腹立たしくなった。

「そんなバカな！　姫様は学院でも、いつもトップの成績なんですよ？」

「本人の努力ゆえです」

「それはつまり、素質があるってことじゃないんですか？」

「違います。才能の欠如を、努力で補っているにすぎません」

「それだと駄目なんですか？」

「駄目とはいってませんが……今後も自己研けん鑽さんを怠らなければ、あの子はロートレアモン騎士国を背負って立つ、輝かしい騎士王パラデインになるでしょう。ですが、あの子がどれほど努力しても──アッシュ・ブレイク、あなたのようにはなれません。それは、厳然たる事実なのです」

　アッシュとしては、そんな風にいわれても、全然嬉うれしいとは思えなかった。だが、竜族の繁殖のために生み出されたマザー・ドラゴンと、人間社会で暮らしてきたアッシュでは、価値観が違っても仕方がないのかもしれない。

　これ以上の反論は無意味だろうし、今は他ほかに確かめたいことがあった。

「俺……〈オーファンの儀〉でなにがあったのか、ちゃんと知りたいんです。あなたに逆らって、左腕を失ったところまでは思い出せたんですけど……それより先は、まだ思い出せなくて」

「わかりました。遠路はるばる、アルビオンまで来てくれたあなたへの、せめてものお礼として──すべてを見せてさしあげます」

　マザー・ドラゴンは左右の手を伸ばすと、アッシュの頰ほおを優しく包みこんだ。甘い香りに包まれて、アッシュは思わずドキリとしてしまう。

「マザー……？」

「目を閉じて。あなたに必要な情報を、転送します」

　そういって、マザー・ドラゴンは、自分の額をアッシュの額に押しつけた。

　ひんやりとした感触が、額に伝わってくる。

　刹せつ那な、膨大な情報がアッシュの脳裏に流れこみ、やがて像を結び始めた──。





　　　　◇






「きゃあああああああっ！」

　女の子の絶叫がこだまする。ふらりとよろめいて、失神した。ドラゴンのぬいぐるみが、その脇わきにころんと転がる。

　アッシュの無謀な行動によって、女の子の胸にはしっかりと〈星せい刻こく〉が刻まれていた。それは紛れもなく、一度はアッシュの左手に刻まれた〈星刻〉だった。

「ははっ……やった……やったぞ…………──」

　左腕を吹き飛ばされたアッシュは、肘ひじから鮮血を溢あふれさせながら、どさりと倒れ伏した。その唇には会心の笑みが刻まれているが、完全に気を失っている。

　と、竜の姿をしていたマザー・ドラゴンが、女性の姿に変身して、アッシュのかたわらに降り立った。

　見る見るうちに血の気を失っていくアッシュの横顔を見下ろすと、無表情でつぶやく。

「なんと……愚かな少年なのでしょう。しかし、アッシュ・ブレイク──あなたほどの逸材を見殺しにするのは、惜しい……当初の計画には狂いが生じてしまいますが、あなたの可能性に賭かけてみましょう」

　マザー・ドラゴンが、両手を胸の前にかざす。

　左右の手のひらの中心に、鮮烈な光が芽生えた。

　光は次第に明度を増し、ついには神殿内部を満たした──かと思うと、急に場面が切り変わった。




「うわあっ！」

　森の中で目覚めたアッシュは、驚いて跳ね起きた。

　と同時に、神殿内部で起こった出来事が脳裏に甦よみがえる。

　慌てて自分の左腕を確認すると、無惨に弾はじけ飛んだはずの左腕は、無事だった。腕とともに吹き飛んだはずの袖そで口ぐちにも、なんら異常はない。

「……どういうことだ？」

　まばたきをしつつ、アッシュは左手を握ったり開いたりしたが、特に問題はなさそうだった。

　ただ、なんとなく自分自身の腕ではないような──まるで借り物の腕を操っているかのような、不思議な感覚を覚えたのだが、袖をまくって確かめるより前に、女の子のことを思い出した。

「あの子は……！」

　周囲を見わたすと、女の子はすぐに見つかった。

　アッシュからやや離れた位置で、仰あお向むけに倒れている。

　意識を失っているようだが、ちゃんと息はしているので安心した。胸にはしっかりと、例のぬいぐるみを抱いている。

「良かった……無事だったんだ」

　アッシュは安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

　と同時に、違和感も覚えた。

　確か、アッシュが左手の〈星せい刻こく〉を無理やり譲った際、女の子の衣服は破れたはずだが……見たところ、なんの異常もない。アッシュの服と同じく、修復されたのだろうか。

「そうだ、確かめてみよう……」

　アッシュはごくりと唾つばを吞のみこむと、女の子の身体に手を伸ばした。

　まずは、襟もとを飾るリボンをほどかねばならない……。

「べっ、別に……いやらしいことをしてるんじゃないんだからな！」

　自分自身にいい聞かせつつ、アッシュはリボンに触れようとしたのだが、

「んんっ……」

　小さなうめき声とともに、女の子が身じろぎをしたので、

「うわわっ！」

　アッシュはその場で飛び上がると、女の子から距離を置いた。

「あれ？　私は……どうして森の中に戻っているんだ？」

　女の子はゆっくりと、身体を起こした。夢の続きでも見ているように、ぼんやりと周囲に視線を巡らせていたが、やがてハッと我に返った。

「そうだ！　私の身体には……！」

　女の子は膝ひざもとにぬいぐるみを置くと、襟元のリボンをするすると解き始めた。

「おいっ！　なんのつもりだよ!?」

　アッシュが見ているにもかかわらず、女の子は次々とボタンを外していく。

　やがて、真まっ白しろな胸もとがあらわとなる。

　アッシュは素早く目を逸そらそうとしたが、女の子が許さなかった。

「目を逸らすな！　お前には、ちゃんと見て欲しいのだ」

　とても七歳とは思えないほど厳粛な顔をして、女の子はそう告げた。

「えっ……？」

　アッシュは怖々と、女の子の胸もとを覗のぞき見た。

　むき出しとなった素肌は、まるで処女雪のよう。

　ぺたんとして、真っ平らな胸の中央には、確かに見覚えのある紋様が刻まれている。

　見間違えるはずもない。

　一度は、アッシュの左手に刻まれた〈星せい刻こく〉なのだから。

「夢じゃ……なかったんだな」

　アッシュはホッとして、無意識につぶやいた。

　女の子は〈星刻〉をアッシュに見せると、ボタンを留とめた。

「正直なところ、あまりよく覚えてはいないのだが……これだけは解わかる。本来ならば、この〈星刻〉は……お前がマザー・ドラゴンより賜たまわるはずだったものだ。そうだろう？」

「いや、それは……」

　アッシュは言葉を詰まらせた。

「隠す必要はない。お前のおかげで、私は晴れて竜飼い人ブリーダーとなった。今、私の身体には確かに幼生オーフアンが宿っている。言葉では上う手まくいえないが……わかるんだ」

「そっか。願いが叶かなって、良かったじゃないか」

　アッシュが笑みをこぼした途端、女の子は眉まゆを吊つり上げた。

「良くはない！　私は……お前に大きな借りを作ってしまった。たとえ、お前に私のすべてを捧ささげたとしても……返せるとは思えないほどの恩だ！　どうしてくれるっ!?」

　怒ど濤とうのような勢いで迫られて、アッシュはうろたえた。

「いやいや。いくらなんでも、大おお袈げ裟さすぎるだろう？」

「そんなことはない！　元々、私には竜飼い人ブリーダーになる資格なんてなかったのだ！　私の目には、マザー・ドラゴンの姿はまったく見えなかったのだからな……」

　その瞬間、女の子はぽろぽろと涙を零こぼした。

　アッシュは苦笑すると、女の子の頭に手を置いた。

「……ったく、泣いてばかりだな。そんなんじゃ、立派な騎士にはなれないぞ？」

「そんなことをいわれても……」

「少しでも俺おれに恩を感じてるんなら、もう泣くな。約束だ」

　女の子はハッとして顔をあげると、袖そで口ぐちでごしごしと涙を拭ぬぐった。今ではもう、先ほどまでの泣き顔が噓うそのように、清すが々すがしい表情を浮かべている。

「お前……いや、貴殿に誓おう。私はもう泣かない。そして、必ずや立派な竜騎士ドラグナーになってみせる！」

　その晴れがましい姿は、凛りんとして神々しく、金色の風に包まれているようだった。

「その意気だ」

　アッシュは笑った。女の子も笑った。

　いつしか、ふたりは自然と手を握り合っていた。

「俺おれの分まで、立派な騎士になってくれ」

「ああ、任せろ！」

　そのとき、儀礼の終わりを告げる角笛が、森の中に朗々と響き渡った。

「終わったな……」

　これでもう、アッシュが竜飼い人ブリーダーになる機会は失われた。手ぶらで故郷に帰ることが確定したわけだが、後悔はなかった。

「……そうだ。良かったら、この子をもらってやってはくれないか？」

　女の子はなにを思ったか、ドラゴンのぬいぐるみをアッシュに差し出した。相変わらず不細工な顔をしているが、今では不思議と、愛あい嬌きようを感じた。

「これを俺に？」

「お前のおかげで、私は幼生オーフアンを授かることができた。もう、この子は必要ない」

「わかった。ありがたく頂ちよう戴だいしとくよ」

　アッシュがぬいぐるみを受け取ると、女の子はにっこりと微笑ほほえんだ。

　女の子がアッシュに見せた、それが初めての笑顔だった。




　その後、ふたりはアルビオン＝フォレスト修道騎士団に保護され、別れた。

　修道院に戻ったアッシュは、身体検査を受けた結果、左腕にとてつもない〈星せい刻こく〉を授かっていたことを知る。あの美しい女の子との会話に夢中で、検査のために服を脱ぐまで、異変に気づかなかったのだ。

　驚いたのも束つかの間ま、アッシュは急に意識を失い、それから七日七晩、高熱を出して寝こむことになる。そして、なんとか熱が引き、起き上がれるようになったとき──アッシュは〈オーファンの儀〉にまつわるすべての記憶を、綺き麗れいさっぱり失っていたのである。

　記憶を失くしたアッシュに残されたのは、左腕をびっしりと埋め尽くす〈星刻〉と、ドラゴンのぬいぐるみだけだった──。





　　　　◇






　マザー・ドラゴンはアッシュから身体を離すと、語り始めた。

「記憶を失ったのは、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの幼生オーフアンを授かった反動でしょう。あまりに巨大なエネルギー体を受け容いれたことで、記憶に混乱をきたしたのです」

「そうだったんですか……」

「あなたがわたくしに逆らったとき、わたくしの前にはふたつの選択肢しかありませんでした。あなたを見殺しにするか、あるいは──アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいをあなたに託すことで、失われた腕を再生させるか」

「エーコじゃないと駄目だったんですか？」

「一般的なドラゴンの幼生オーフアンに、あなたの身体機能を回復させるような能力はありません。あらゆる点において、アヴァロン聖竜皇家の血族は規格外なのです」

　マザー・ドラゴンは言葉を切ると、アッシュの左腕に視線を向けた。

「その左腕ですが、あなた自身の左腕とは完全に別物です」

「えっ!?　どういうことです？」

「そうですね……〈星せい刻こく〉そのものが、あなたの左腕に擬態して、失われた左腕の機能を肩代わりしている──とでもいえば、わかりやすいでしょうか」

「マジ……ですか？」

　アッシュは自分の左腕をまじまじと見つめた。

「あなたの〈星刻〉は、一般的な〈星刻〉とは根本的に異なります。アヴァロン聖竜皇家の騎士にのみ許された、特別な徴しるしなのです」

　と、マザー・ドラゴンはそこで目を伏せると、予想外の告白をした。

「エーコのことですが……本来ならば、あと数年は、わたくしの手もとで管理する予定でした」

　その言葉の意味を完全に理解するのに、アッシュは数秒を要した。そして、理解すると同時に激しい衝撃を受けた。

「それって、つまり……もし俺おれがあなたに逆らわずに、ランスロットを素直に受け容れていたら……エーコは他ほかの誰だれかのパルになっていたと？」

「そうです。既に候補は決まっていました。あなたと同じく、その身に〈聖杯〉を宿すものです」

「聖杯……？」

　アッシュが怪け訝げんな顔をすると、マザー・ドラゴンは急に口をつぐんで、重たげな溜ため息いきを漏らした。

「……お喋りが過ぎましたね。いずれ、わかるときも来るでしょう」

　マザー・ドラゴンがどうして言葉を濁したのか、アッシュにはその理由がわからなかった。まだ知るべきときではないということだろうか。

「じゃあ、最後にひとつだけ教えて下さい。どうして、エーコは人の姿で生まれてきたんですか？　アヴァロン聖竜皇家の血族というのは、みんなそうなのですか？」

　マザー・ドラゴンは、しばらく目を伏せていたが、やがて、ゆっくりと顔を上げた。

　その深い瞳ひとみに見据えられると、アッシュは身動きが取れなくなってしまう。

「いいえ、違います。エーコは本当に、特別な存在なのです。いってみれば、あの子は竜族にとっての希望と絶望を、同時に担う者」

「それは一体……？」

「遠からず、竜族は絶滅します。わたくしが生み出せる幼生オーフアンも、残りわずか……どんなに長くとも、竜族にはあと一世紀ほどの猶予しか残されてはいません」

「……！」

「竜族と人類をつなぐことで、竜族の種を保存する……それが賢けん竜りゆう魔法アルビオンの目的でしたが、しょせんは種の延命治療に過ぎなかったのです」

「やっぱり、星精アストラルが足りないからですか？」

「はい。星精アストラルとは、この星が生命に与える、不可視のエネルギーです。星精アストラルを自給自足できなくなった生命は、この星に見放されたも同然。そうなれば、滅ぶしかありません」

「……それは、学院でも習いました」

「どうやらこの星は、膨大な魔力を有する生物を悪と見なし、排除する傾向にあるようです。星による自浄作用とでもいいましょうか。逆に、なんの魔力も持たない人類は、豊富な星精アストラルに恵まれています」

　滔とう々とうと流れる水のように、よどみなく告げると、マザーは急に話題を変えた。

「ところで、あなたはエルフという種族を知っていますか？」

　マザー・ドラゴンの意図は解わかりかねたが、アッシュは素直に答えた。

「架空の種族ですよね？　エクブラッド人みたいに耳が尖とがっていて……」

「違います。エルフは、古代には確かに存在していました。竜族に負けず劣らず、強大な魔力を持つ種族だったのですが……やはり星精アストラルを自給自足できなくなったため、絶滅したのです。いえ……厳密には、その高貴なる血はエクブラッド人に受け継がれています」

「じゃあ、エクブラッド人はエルフの子孫……!?」

　ルッカの顔を思い出しながら、アッシュはつぶやいた。

「はい。エクブラッド人が得意な騎き竜りゆう演えん舞ぶは、エルフの子孫だからこそ可能なのです」

「そうだったんですか。全然、知らなかった……」

「そして──竜族もまた、同じ結論に達するときを迎えました」

「まさか……！」

　アッシュは雷に打たれたように、立ちすくんだ。

「そう、エーコは竜族の血を人間の中に遺のこすため、あのような姿で生まれてきたのです。もう少し成長すれば、あの子は人類との間に、子を為なすことができるようになります」

「──本当ですか！」

　アッシュは頰ほおに熱を覚えた。つい先日、アンサルに酔っぱらったエーコが「アッシュの赤ちゃん……欲しいの」とつぶやいたことを、まざまざと思い出したのだ。

「本当です。わたくしのこの身体は、魔法による幻体にすぎませんが……エーコの場合は、肉体構造も人間の女性とほぼ同じなのです」

「エーコは……子どもをつくれるんだ……」

　その言葉の意味を嚙かみ締めるように、アッシュはつぶやいた。

　と、マザー・ドラゴンが毅き然ぜんとした口調で、アッシュを促した。

「これ以上、あなたに話すことはありません。今度こそ、お別れの時間です」

　マザー・ドラゴンが呪じゆ文もんを唱えると同時に、真まっ白しろな光が辺りに満ちた。
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「ううん……」

　目を覚ますと、アッシュは森の中に戻っていた。

　エーコとシルヴィアも、土の上に寝っ転がっている。まだ目覚めてはいないが、もう悪夢は見ていないようだ。ふたり仲良く手と手を取り合って、寝息をたてている。例のぬいぐるみは、エーコとシルヴィアの身体に挟まれて、なんだか窮屈そうだった。

　アッシュはふと、目の前にそびえ立つ老木の存在に気づいた。

　一体、どれほどの樹齢を重ねたのだろう？　ただ眺めているだけで、厳粛な気持ちにさせられる大樹だった。見えざる意思に誘われるかのように、大樹の幹に手を伸ばす。ごつごつとした樹皮の感触が、手のひらに伝わってくる。

　その瞬間、アッシュは優しい声を聞いた気がした。

　──エーコのこと、よろしくお願いします。

「今の声は……！」

　愕がく然ぜんとした。聞き間違えるはずもない。慈じ母ぼのように深みのある声は、確かにマザー・ドラゴンのものだったのだ。

「もしかして……この樹が……マザー・ドラゴンの実体なのか!?」

　もう一度、幹に触れてみる。残念ながら、今度はなにも聞こえてはこなかった。だが、目の前の老木からは、なんとなくマザー・ドラゴンと同じ雰囲気が感じられた。

「そういえば……」

　アッシュはひとつだけ、聞き忘れたことがあった。

　それは、パルのいないマザー・ドラゴンが、どうやって生きながらえているのかという疑問である。もし、この老木がマザー・ドラゴンの本体だとするならば──。

　きっとマザー・ドラゴンは、こうして土壌に根を生やし、大地から直接、星精アストラルを補給しているのだろう。いわば、植物的な生を得たといえる。それもまた、竜族が種を存続させるために考えた、ひとつの選択肢だったのかもしれない。

　問題なのは、老木の一部が、明らかに朽ちていることだ。おそらくは、マザー・ドラゴン自体が寿命を迎えつつあるのだろう。だからこそ、竜族も絶滅間近なのだ……。

　もしかしたら、マザー・ドラゴンは己おのれの死期を悟ったからこそ、エーコに会うのはやめたのかもしれない……と、アッシュは思った。

　夏にしては冷たい風が、森の中を駆け抜ける。寂せき寥りよう感かんが、アッシュの胸を満たした。

「……いや、悲しんでばかりいたら駄目だな」

　アッシュは顔をあげると、自分自身にいい聞かせた。きっとマザー・ドラゴンだって、そんなことは望んでいないだろう。気を奮い立たせると、アッシュは大樹に背を向けた。

「さてと。修道院に戻るか！」

　まずは、エーコとシルヴィアを起こさなければならない。アッシュは苦笑を漏らすと、ぐっすりと眠るふたりのもとに駆け寄った。





"The Forest of Albion ～A.S.B.1365.8～" is closed.








エピローグ









　アッシュたちが修道院に戻ったとき、既に日は暮れていた。

　そんなに長い時間が経過していたことに、アッシュは驚いた。

　結局、アッシュたちは今夜も修道院に泊まることになった。当然ながら、アッシュは男性用の宿舎へ、エーコとシルヴィアは女性用の宿舎へと戻った。

　追試験の課題──レックス・アルビオーニの花については、明日、改めて採取しようということに決まった。宿舎で食事を摂とり、ベッドにごろんと横になったとき、アッシュはようやく〈アヴァロンの腕輪〉のことを思い出した。

　懐ふところに手を入れると、金属表面の冷たい感触が伝わってきた。

「そうだ……こいつを早く渡さないと」

　とはいえ、エーコは女性用の宿舎に戻ってしまった。ここは厳格な修道院内である。日が暮れたあと、男子が女性用の宿舎の周囲をうろつくだけでも、怪しまれるのは必至だろう。このままでは、明日の朝まで待たねばならない。

　だが、マザー・ドラゴンがエーコに託した腕輪である。エーコの変身をコントロールできる可能性のある、極めて重要なアイテムだ。一刻も早く渡したかった。

　──こん、こん。

　そのとき、窓ガラスが軽く叩たたかれたので、アッシュはビクッとして、振り返った。

「……エーコ？」

　窓の外、月の雫を浴びて、ピンク・シルバーの髪がきらきらと輝いている。懸命に背伸びをしているのだろうか。エーコはぷるぷると震えながら、顔の半分だけを覗のぞかせている。ここが一階で良かった……と、アッシュは安あん堵どした。もし二階や三階だったら、エーコは無茶をして壁をよじ登っていたかもしれない。

「どうしたんだ、こんな時間に？」

　アッシュが窓を開けると、エーコは恥ずかしそうにうつむいた。

「お母さんのこと、まだ聞けてなかったから……シルヴィアが眠るのを待って、こっそり抜けだしてきたの」

「実は……俺おれもさ」

　エーコが不思議そうに、小首をかしげる。

「ちょうど俺も、エーコと今すぐ話したいって、思ってたところなんだ。そうしたら、エーコが窓の外に立ってた。驚いたけど、すごく嬉うれしかった。やっぱり俺たちは通じ合ってるんだなって……そう思った」

　たちまち、エーコは頰ほおを真っ赤に染めた。アッシュもまた、自分がとても恥ずかしいことを告げてしまったことに気づき、ドギマギした。

　照れ臭い沈黙を先に破ったのは、エーコのほうだった。

「あのね……あっちに、綺き麗れいな回廊があったから、良かったら……そこで話さない？」

「じゃあ、行ってみるか」

　アッシュはひらりと、窓枠を飛び越えた。





　　　　◇






　空から見下ろせば美しい正方形を描く回廊は、修道院の敷地の中心部にあった。

　回廊がなければ修道院にあらず──そんな言葉があるほど、回廊とは修道院にとって重要な場所である。四方を石畳の歩道に囲まれた中庭には、色とりどりの花が咲き、月明かりを浴びて、幻想的なまでに美しい。

　それ以上に、エーコの楚そ々そとした立ち姿は、回廊という厳粛な場所柄と相まって、神秘的なまでに輝いている。薄絹で仕立てられた寝間着も、エーコの神秘性を高めていた。月明かりが絹地を透過して、繊細な身体の輪郭が、ぼうっと浮かび上がっている。

　涼しい夜風がエーコの髪をなびかせて、ふわりと甘い匂においを運んできた。

「それで……お母さんのことなんだけど。どうして、あんたには会ったのに……あたしには、会ってくれなかったの？　やっぱり……あたしがデキのいい子じゃないから？」

「それは違う！」

「じゃあ、どうしてあたしには会ってくれなかったの!?」

「それは……マザーが特別な存在だからさ。彼女はお前の母親であると同時に……竜族という種の母でもあるんだ。人間の親子とは勝手が違う」

「そんな……」

「だけど、彼女は間違いなく、エーコのことを気にかけているし、心配している。それこそ、母親のようにな」

「どうして、そんなことがいえるのよ？」

　眉まゆをひそめるエーコの前で、アッシュは懐ふところから腕輪を取り出した。

「……それは？」

「〈アヴァロンの腕輪〉さ。マザーからエーコへの贈り物だ。ほら、手を出してみな」

　アッシュが促すと、エーコは右手か左手か迷った末、利き腕である右手を差し出した。

「……よし、これでいい」

　手首を飾る腕輪を見て、エーコは歓声をあげた。

「うわあ……綺き麗れい！」

「いっておくが、ただのアクセサリーじゃないぞ。エーコがこれを身に着けている限り、絶対に竜化ドラグナイズすることはないそうだ。それだけじゃなく、この腕輪を使って訓練すれば、自分の意思で竜化ドラグナイズを制御できるようになる。今後、絶対に外すんじゃないぞ？」

「食事のときも？」

「ああ、そうだ」

「お風ふ呂ろのときも？」

「当たり前だ」

「じゃあ……」

　エーコはくるりと背を向けると、恥ずかしそうにつぶやいた。

「アッシュと同じベッドで、寝ているときも？」

　不意打ちの一言に、アッシュはドキリと心臓を跳ね上げた。

「もっ、もちろんだ！」

　エーコは再びアッシュを振り返ると、微笑ほほえんだ。

「ありがと……この腕輪、大切にするね。訓練だって、ちゃんとする。いつかあたしが立派なドラゴンになれたら、そのときは……お母さん、会ってくれるかな？」

「ああ。きっと……会ってくれるさ」

　そう答えながらも、アッシュはマザー・ドラゴンの言葉を思い出していた。

　──遠からず、竜族は絶滅します。わたくしが生み出せる幼生オーフアンも、残りわずか……どんなに長くとも、竜族にはあと一世紀ほどの猶予しか残されてはいないのです。

　いずれ、エーコには事実を伝えねばならないだろうが、今はまだ黙っていても構わないだろう……と、アッシュは判断した。その代わり、マザー・ドラゴンが教えてくれた、ある重要な事実をエーコに教えることに決めた。

「そうだ、マザー・ドラゴンがいってたんだけど……」

「なに？　あたしに関係あること？」

「もちろんだ。お前の……その、身体のことだ」

　エーコはきょとんとして、アッシュの顔をまじまじと見つめてきた。そんなに無邪気な瞳ひとみで見つめられてると、アッシュは気恥ずかしくなってしまう。

「えっと……つまり、だな。一度しかいわないぞ？」

「なによ、もったいぶって」

「その……お前は人間の女の子と同じなんだ！」

「……？」

　エーコは理解できないといわんばかりに、怪け訝げんそうな顔をした。

「だから……赤ちゃんだってつくれるんだよっ！」

　早口でまくし立てると、アッシュはカァッ……と顔を熱くした。





　　　　◇






　女性専用宿舎の一室。既に眠りに落ちていたシルヴィアだったが、ことり……という物音を聞いた気がして、ぱちりと目を開いた。

「エーコか……？」

　むにゃむにゃと、隣のベッドに視線を送る。だが、エーコのベッドは空っぽだった。

「なんだとっ!?」

　一気に目が覚めた。さては女性専用宿舎を抜けだして、アッシュの寝所に忍びこむつもりでは……と、嫌な予感を覚えてしまう。慌ててベッドを降りて、靴を履いた。寝間着姿のまま部屋を飛び出そうとして、踏み留とどまる。

「ちょっと待て……元々、あいつらは同じ部屋で寝ていたのだし、どうして私が心配せねばならんのだ！」

　シルヴィアは自分の頭をポカポカと叩たたいた。

「ふふっ。相変わらずですわね」

　突如、耳もとで女の声がしたので、シルヴィアはビクッとした。実は、女性専用宿舎の裏手には、共同墓地があるのだ。てっきり幽霊の類たぐいかと思い、絶叫しようとしたシルヴィアだったが、できなかった。

「……！」

　まるで死神を思わせる漆黒の影が、シルヴィアの口を強引にふさいだのだ。恐ろしいほどの腕力だった。いともたやすく、ベッドに押し倒されてしまう。

「うふふ。わたくしですわ、姫様」

　と、曲者はコロコロと笑うと、頭部をすっぽりと覆っていたフードを下ろし、顔を見せた。月明かりにうっすらと照らし出されたのは、なんとコゼットの笑顔だった。

　シルヴィアの密命を受け、ある調査を続けていたコゼットが、なぜかアルビオン＝フォレスト修道院に身を置いている。これは一体、どういうことだろう？

「実は、姫様がお捜しの資料が管理されているのは、この修道院だったのです。わたくしは修道女に変装し、潜入しました。必要な資料も拝借しましたし、アンサリヴァンに戻ろうと思っていた矢先……姫様がお越しになっているとの噂うわさを耳にしたのです」

「そうだったのか」

　シルヴィアは納得すると、枕まくら元もとの竜華灯を作動させた。橙だいだい色いろの輝きが、簡素な部屋を幻想的に彩る。

「では、早速……その資料を見せて欲しい」

「はい。こちらですわ」

　シルヴィアは震える手で、革表紙の冊子を受け取った。

「……………………」

　異様なくらい、心臓が高鳴っている。

　もしかしたら、シルヴィアを助けてくれた男の子は、アッシュかもしれない。

　アッシュには確かに、あの男の子の面影が感じられるのだ。つい先日、自分たちの誕生日が近いことを知って、シルヴィアは居ても立ってもいられなくなった。

　ただし、あの男の子はランスロットの飼い主になる権利を自ら放棄したのだ。マザー・ドラゴンにとっては、反逆者に等しい存在である。そんな男の子が竜飼い人ブリーダーになって、アンサリヴァンに入学していたなどとは、常識的には考えられない。

　もし、この名簿にアッシュの名前があれば──すべての疑問は解決する。

　名簿には、百名近い名前がずらりと並んでいた。貴族や平民といった区別は、特にされていない。純粋に、姓のアルファベット順に記載されていた。

　幼生オーフアンを授かった子どもの名前には、赤い丸印がつけられている。一方、落選した子どもの名前には、無慈悲にも横線が引かれている。

　記載されている名前の九割方は、こちら側に属する。

　ためしにＬの項に目を通すと、ちゃんと「シルヴィアＳｉｌｖｉａ・ロートレアモンＬａｕｔｒｅａｍｏｎｔ」の名前が記載されていて、赤い丸印がついていた。

　ならば、次はＢの項である。ひとりずつ確認していく。

「……！」

　やがて、シルヴィアはその名を見つけた。

　──アッシュＡｓｈ・ブレイクＢｌａｋｅ

　シルヴィアは息を吞のんだ。

　ガクガクと、身体が震えを帯び始める。

「少なくとも、姫様とアッシュ様が同じ日に儀礼を受けたことは、間違いありませんね」

　コゼットが冷静な口調で、声をかけてきた。

「ああ、そうだな……ただし、これだけでは完全な証明とはいえない気もする。ただ単に……儀礼を受けた日が同じだったというだけだ」

「いいえ、姫様。すべての合格者の名を、ご覧になってくださいませ」

　怪け訝げんに思いながらも、シルヴィアは赤丸のついた名前を、ひとつずつ確認していった。

「これは……！」

　すべての名前をチェックし終えたとき、シルヴィアはある事実に思い当たった。

「すまん、コゼット！　ちょっと出かけてくる！」

　居ても立ってもいられなくなり、シルヴィアは寝間着姿のまま、部屋を飛び出した。





　　　　◇






　──駄目だわ……顔が、顔がにやけちゃう！

　アッシュの言葉を聞くなり、エーコはうつむいてしまった。ちょっとでも油断すると、頰ほおがゆるんでしまうのだ。

　ここしばらく、エーコはずっと思い悩んでいた。すべての発端は、フォンティーン城の衣装部屋で、プリムがなにげなくつぶやいた言葉だった気がする。

　──だって……アッシュ様は人間で、エーコちゃんは竜族ですもの。いつかアッシュ様は人間の女の子に恋をして、結婚して、赤ちゃんを授かって……。

　自分がどんなにアッシュを求めても、必要としても、種族の壁だけは越えられない。

　いつか、アッシュは人間の女の子を選ぶのではないだろうか……事実、アッシュの周りには、魅力的な牝メスがあまりにも多すぎる。その結果、いつか自分は単なる飼い竜ペツトの立場に甘んじてしまうのではないか……それこそが、エーコの悩みの種だった。

　だが、アッシュは確かにいった。

　──赤ちゃんだってつくれるんだよっ！

　それはつまり、種族の壁を引け目に思うことなく、あの牝めすどもと思う存分、渡り合えるということだ。

「……ふふっ」

　もはや我慢しきれず、エーコは笑い声を漏らしてしまった。

「おい、エーコ？」

「復活よ」

「えっ？」

「あたし、完全復活！　あーあ、ウジウジと悩んでた自分がバカみたい！」

　その途端、お腹なかが盛大に鳴った。あまりに大きな音がしたので、エーコ自身が驚いた。

「はっ、恥ずかしい……！」

　エーコがお腹を押さえてはにかんでいると、アッシュは苦笑を漏らした。

「夏休みに入ってから、ろくに食事を摂とってなかったもんなあ。竜族の食事は──」

「一日五回！」

　ふたり、目と目を見交わすと、声をあげて笑った。こんなに温かい気持ちになれたのは久しぶりのことだった。

　──アッシュと……キス、したい。

　素直に、そう思った。神秘的な月明かりのもと、この美しい回廊で、アッシュと唇を重ねる……それはとても甘美なことだと思えた。

「ねぇ、アッシュ？　あのね……」

　勇気を存分にふりしぼり、自分の気持ちを伝えようとした矢先──

「アッシュ！　こんなところにいたのかっ！」

　金髪を振り乱し、寝間着姿のシルヴィアが駆けこんできた。




「姫様!?」

　突然、シルヴィアが息せき切って現れたので、アッシュは愕がく然ぜんとした。

　全力で走ってきたのだろう。薄地の寝間着は汗だくで、ぴったりと素肌に貼はりついている。艶なまめかしい乳房や腰の輪郭がくっきりと浮かび上がっているが、シルヴィアは気づいてもいない様子だった。

　シルヴィアの顔を見た途端、アッシュは罪悪感のようなものを覚えた。

　マザー・ドラゴンに謁見したことで、アッシュはすべての記憶を取り戻した。そう、アッシュは七歳のとき、シルヴィアと出会っていたのだ。

　不可抗力とはいえ、アッシュはその出来事をずっと忘れていた。シルヴィアのほうは、ずっと大切な想おもい出として、胸にしまっていたというのに……。

　アッシュが呆ぼう然ぜんとしていると、シルヴィアは肩で息をしながらも、切り出した。

「アッシュ！　お前が……お前が、あのときの男の子だったんだな！」

　アッシュは言葉を失った。まだシルヴィアには打ち明けていないのに、どうして気づくことができたのだろう？

「姫様？　どうして……？」

「コゼットに、当時の資料を調べさせた。私とお前は、まったく同じ日に〈オーファンの儀〉を受けていたんだ。さらにいえば──あの日、マザーから幼生オーフアンを授かった男子は、お前ひとりだった！　お前以外の合格者は女子だけだったんだ！」

　そこまで一息に叫んでから、シルヴィアは小首をかしげた。

「そういうお前は……もしかして記憶が戻ったのか!?」

「ああ……実は、俺おれもマザー・ドラゴンに会って、思い出したばかりなんだ。正直、心の整理がつかなくて……自分からは切り出せなかった。本当にすまない」

　アッシュが謝罪の言葉を口にした途端、シルヴィアは叫んだ。

「謝る必要なんてない！」

「……姫様？」

「お前のおかげで、私は念願だった竜騎士ドラグナーになれた！　正直、もう二度と、あの男の子に会うことはないだろうと諦あきらめていた。私たちは互いの名前を伝えることなく、別れたのだからな……。だが、こうしてまた巡り会えた。これはもう、運命だとしか思えない！」

「姫様……？」

「アッシュ・ブレイク！　私は……お前が好きだ！」

　シルヴィアの足が地面を蹴けった。

「ちょっ……どういうつもりなの!?」

　エーコが牙きばをむき、慌てて割って入ろうとしたが、シルヴィアのほうが一足速かった。

　シルヴィアは一直線に、アッシュの胸に飛びこんだ。そして、ギュッとまぶたを閉ざすと、ためらうことなく、アッシュの唇に自分の唇を重ねてきたのである。

「……！」

　濡ぬれた唇の熱い感触と、甘い蜜みつのような香り。あのシルヴィアが、こんなにも積極的にキスをしてきたことが、信じられなかった。あまりに魅惑的すぎて、脳髄がジン……と痺れたような感覚に陥ってしまう。

「ちょっ！　あんたたち……なにしてんのよ!?　まとめて踏みつぶすわよっ！」

　夜空に浮かぶ満月に向けて、エーコの叫びが響きわたった。





"The Knight of ECO V" is closed.














あとがき




　修羅場からこんにちは、瑞みず智ち士し記きです。

　最近は大変ありがたいことに、執筆活動が忙しすぎて、趣味の作曲をする暇がありません（笑）。そのくせシンセサイザーの類たぐいは増殖しているので、困ったものです。昨今はソフトウェア・シンセサイザーが主流なので、場所を取らないのが唯一の救いですね。例えば初はつ音ねミクで一躍有名になったボーカロイドも、やはりソフトシンセの一種といえます。今秋にはボーカロイド３の発売も控えていて、ＤＴＭ好きとしては目が離せませんよ！

　前置きが長くなってしまいましたが、『星せい刻こく』もいよいよ五巻目。世間は夏真まっ盛さかりですが、学院都市アンサリヴァンもようやく夏休みを迎えました。もっとも開始早々、アッシュはとんでもない騒動に巻きこまれてしまい……一体、何が起こってしまったのかは是非、本文にてお確かめ下さい！

　さて、"The Knight of ECO"と名づけられた〝始まりの物語〟は、本巻で幕を閉じます。誕生した頃ころと比べると、エーコもかなり成長し、女の子らしくなってきました。エーコや竜族に秘められた謎なぞの多くも、ついに明かされました。もはや無邪気なだけの幼竜ではいられません。そうなると、今度は〝恋する乙女〟としての、新たな悩みも出てくるわけで……。アッシュの気が安まるときは、果たして来るのでしょうか!?

　謝辞です。いつも懇切丁寧なご指導を頂いている庄しよう司じさん。なんと『星せい刻こく』第一巻を出版してから、一年が経たちましたよ！　祝・一周年！

　カバーのエーコ＆マザードラゴンをはじめ、今回も美び麗れいなイラストを描いて下さった〆しめさばコハダさん。新キャラ・ミラベルのデザインもお気に入りです！

　コミカライズ担当のＲＡＮさん。実は私、ほんの一時期ですが、原作者として漫画業界に関かかわっていた時期がありまして、何度も壁にぶち当たったものですが、当時の自分に何が足りなかったのか、ＲＡＮさん版の『星刻』から学ばせて頂いています。

　そして読者の皆様へ──いつも応援ありがとうございます！　お手紙やメール、モバイル・アンケートのご回答など、何度も拝読しては、元気をもらっています。




　それでは、またお会いしましょう。待ちきれない方は是非、月刊コミックアライブで大好評連載中、ＲＡＮさんの筆による『星刻』をご覧になって下さい！




　次巻、新章──"Avalon Knight Dragner"編、開幕。

　ついにレベッカさんが本気を出す……!?





二〇一一年七月　瑞みず智ち士し記き











　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　愛用のＣＤプレーヤー。昨今、ｉＰｏｄやＰＣオーディオ等の台頭により、ＣＤを再生する機会が減少の一途を辿っていますが、まったりと音楽を楽しみたいときなんかは、やはりＣＤが一番です。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）などの作品がある。




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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